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館長あいさつ

生命の星・地球博物館は、地球と生命をテーマに第一級の資料と最新科学の成果をいかした、

質の高い魅力ある博物館をめざして平成7年3月にオープンし、本年、 7年目を迎えました。

この問、館運営の基本を「感動をあたえる博物館」、「誰からも親しまれる博物館」、「存在感の

ある博物館jと位置づけ、博物館活動を行ってまいりました。

入館者数はここ数年苦戦を強いられているものの、昨年8月で200万人を突破しましたし、

博物館の諸活動もいくつかの課題を抱えながらも順調な歩みを続けております。ユニークで創

造性に富んだ特別展や企画展の開催、様々な分野における工夫をこらした野外観察会や講座の

実施、一般向けの刊行物の発行などを通し、県民の皆様の生涯学習活動を支援しております。

こうした展示活動や学習支援活動の基礎となる調査・研究活動も、各種の助成金を積極的に活

用した研究、質の高い論文や学会での発表など着実な成果をあげております。さらに、博物館

運営において欠かすことができない 「友の会J活動やボランテイア活動も、関係の皆様の深い

ご理解とご協力により、年ごとに充実してまいりました。

ところで、最近、圏内の博物館をめぐる環境が大きく変化しております。総じて厳しい財政

状況を反映しヒト、カネ、モノそれぞれの面で多くを期待できない中で、博物館に対する市民

の需要は質的にも量的にも大変高まっております。また、本年4月から国立系の博物館が独立

行政法人化したように、行政改革も大きなうねりとなっております。博物館が持っている固有

な役割自体は変わるべくもありませんが、 21世紀にふさわしい博物館運営はどうあるべきかと

いう総体としての論議と、自らの館の今後のあり方についての論議が様々な場面の中で求めら

れるのではないでしょうか。独立行政法人の是非は別としても、今後の館運営は「目標Jの設

定と成果に対する「評価」がこれまで以上に重要視され、我々館運営の責任者をはじめ館員一

人一人の 「役割Jと「責任Jが一層間われることは間違いありません。

この 「年報jには、 l年ごとの博物館業務や研究活動の成果が収められております。博物館

の課題を抽出し、新たなる展開を考える上で基礎的な資料ともなります。ご覧になられた皆様

方におかれましても、忌'障のないご意見やご叱責をいただければ幸いです。 最後になりました

が、日ごろより当館の運営にご協力いただいております関係の皆様方に、この場をお借りしま

して厚くお礼申し上げます。

l 

2001年12月

神奈川県立生命の星-地球博物館

館長青木淳一
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沿革

第二次新神奈川計画において、博物館の再編整備が決定

神奈川県立自然系博物館 (仮称)を小田原市入生田に建設することが決定

神奈川県立博物館整備構想懇談会(座長渡遁格慶応大学名誉樹受)から提言

神奈川県立自然系博物館 (仮称)整備計画策定

神奈川県立自然系博物館 (仮称)展示計画策定

教育庁社会教育部社会教育課に博物館建設準備班を設置

神奈川県立自然系博物館(仮称)資料収集委員会(委員長 上田誠也 東京大学名誉教授)発足

展示設計プロポーザル実施

展示基本設計着手

建築設計プロポーザル実施

建築調査設計着手

自然系博物館の建設事業が、小田原市との協調事業となる

神奈川県立自然系博物館(仮称)資料収集計画策定

博物館情報システム整備計画策定

博物館情報システム実施計画策定

建築基本設計着手

自然系博物館(仮称)建設用地(小田原市入生田)取得

組織改正により教育庁社会教育部社会教育課が、生涯学習部生涯学習課となる

第一期造成工事着手

建築実施設計着手

展示実施設計着手

組織改正により生涯学習部博物館開設準備室となり、企画調整班、自然系整備班、人文系整備班、

展示 ・資料整備班の4班体制となる

第二期造成工事着手

博物館情報システム開発プロポーザル実施

博物館情報システム開発調査設計着手

自然系博物館(仮称)建築工事着工

自然系博物館(仮称)展示工事着工

博物館情報システム開発着手

第三期造成工事着手

第四期造成工事着手

自然系博物館(仮称)建築工事竣工

神奈川県立博物館条例一部改正

神奈川県立生命の星 ・地球博物館が機関設置され、管理部に管理課、経理課、企画情報部に企画普及課、

情報資料課及び学芸部の3部4課を置く

博物館法第 11条の規定に基づく登鮒専物館となる

自然系博物館(仮称)展示工事竣工

20日に開館記念式典実施、 21日から一般公開開始

23日に入館者100万人到達 (705日目)

6日に入館者200万人到達(1，613日目)
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機能H 

運営簡里機能

-人事、庶務、経理事務等の管理運営

.施設維持管理等の財産管理

事業体系

運営管理機能T 運営管理 一 L

」 博物館協議会 一一

噌

--Ea
• 

『
.
.
.
.
 

-協議会の開催

-常設展の維持運営及び展示替え等

・シアター、ライブラリーでの映像上映等

.展示解説書等作成

-特別展の計画、準備、開催

・特別展図録作成

-総合研究

・基礎研究(グループ研究、個別研究)

・共同研究

-文部科学省科学研究費助成金等による研究

.委託調査等

・ー各種委員、役員

・学会、研究会、シンポジウム等

調査研究

学術交流

シンクタンク

機能

生

命

の

星

-学会での発表

・委員会等での提案、提言、報告

・各種会合での講演

-研究成果の記録、出版

「
ト
ト
L

地

球

博

物

館
-資料収集、整理、保管

.収蔵資料加工整備

・資料目録作成

-収蔵資料データ整備

-資料館外貸し出し

.資料特別利用

-講演会、各種講座等の開催

.ボランティア育成

・博物館実習生受入れ

.友の会支援ー
学習支援機能

-レファレンス業務

.自然科学関係図書等の整備・利用

.博物館情報システムの利用

T
仁

ム
一
ア
リ

ジ

ラ
一
プ
ユ
イ
ミ
一
フ

-広報事業計画の作成、実施

・取材等の対応

.定期的刊行物等の発行

「』
L

-システムの開発

・情報のデータベース化

-外部機聞とのネットワークの構築

博物館情報 一一一博物館事業の 一「

システム 支援 ト

-地滅交流会等の実施

-施設の充実と利用者サービス
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2 組織

1. 2. 1組織及び分掌

館 長一副 館 長

1. 2. 2 職員構成

〔平成 13年3月31日現翻

管 理

理 課

理 課

人事、文書、給与、財産管理、個人情報の開示

及ひ帯設備の整備保全

予算、決算経理、物品調達、

寄贈及び寄託・借用物品の受領並びに返納

「企画普及課 |開糊の企画普及

企画情報部→

A主会 三士

-r = 

L時事i課 |醐酬の運営繍鯉

部fニニ司惣童伽爾概時跡轍|
「総合案内 業務「

ト清掃 業務→ I

外部委託ート電話交換 業務→ 4鑓載の維閉塞営業務
ト警備業務→ l

」設備保 守業務」

「レストラ ン-.r 

館内施設一←ーミュージアムショップ--t-l施設の充実及E朗建富者サービス
」ともしてFショップ-.J I 

〔平成13年4月1日現在〕
区分 事務職 学芸員 ま支術職 司書 非常勤 dロk 圭 ~ 区分 事務職 学芸員 校術職 司書 非常勤 合計
館長 1 1 館長 1 1 
晶1路長 1 1 晶!館長 1 1 
管理部 管理部

部長 1 1 部長 1 1 
管理果 4 1 6 11 管理果 4 1 1 6 
経癒果 4 4 経理果 4 4 
小計 9 1 6 16 小計 9 1 1 11 
俗画情報部 企圃解路事

部長 1 1 部長 1 1 
企画笹脂果 1 5 7 13 企画普及繰 2 5 7 14 
情報資料課 2 3 1 1 7 情報資事持果 1 3 1 1 6 
小計 4 8 1 8 21 小計 4 8 1 8 21 
学芸部 学芸部
部長 1 1 部長 1 1 
軍閥・植物 7 l 8 重助・植物 7 1 8 
古生物・地獄環境 4 2 6 古生物・挫妹環境 5 2 7 
小計 12 3 15 小計 13 3 16 

L一主主 14 20 1 1 18 堅4 合計 14 21 1 1 13 50 
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1. 3職員名簿

〔平成13年3月31日現在〕 〔平成13年4月1日現在〕

1設 名 氏 名 専門分野 月議 名 氏 名 専門分野

館長(非常勤) 青木淳一 鍛吻(土壌慰幼) 館長(非常勤) 青木津ー 重糊学 (土嬬糊)

函館長 三補修 画雌長 ニ浦修

管理部長 青木房雄 管理部長 岩崎和男

管理課 管理課

課長 久松園彦 課長 久松園彦

副主幹 高橋大和 副主幹 高橋大和

醐掛 被本佐富 国i技幹 根本佐富

主査 開t 照子 主任主事 海老原出ト

主事 原因雅史 主事 笹井紀子

非常毅芦事務嘱託 井上由美 非常勤事務嘱託 下回純子

11 三春瑞樹 経理課

非常勤巡回案内指導員 小津良昌 課長 新谷博行

11 江口孝 主査 秋吉 三三男

H 榊悶靖久 /1 高橋律子

H 鈴木暁子 主事 近藤紀夫

経理課 企画情報部長 斎藤隆雄

課長 小島稔 企画普及課

主査 高橋律子 課長 ※ 高桑正敏 動物学 (昆虫調

主事 近藤紀夫 専門学芸員 ※ 奥野 花代子 博物館学
H 本間陽一 主任研究員 ※ 瀬能宏 慰動学備調

企画情報部長 青木達雄 主査 関口康弘

企画普及課 /1 長谷川 照恭

課長 ※ 山口 イ圭秀 般物学(嚇l締 学芸員 ※ 苅部 1台紀 般物学 (昆虫掛

専門学芸員 ※ 奥野花代子 博物館学 学芸員 ※ 田口 公則 古生物学 (貝銅

主査 長谷川 照恭 非常勤博物館学習指導員 小島実

主任学芸員 ※ 苅部 f台紀 般物学 (昆虫掛 /1 渡漫 勝

学芸員 ※ 田口公剥 古生物(貝駒 /1 芦川 日出男

出市 ※ 出JII 洋介 菌類学 /1 鈴木茂

非常勤学博物館習指導員 庚石昭三 /1 杉本 弼

/1 小島実 /1 米山明男

11 青木三昭 非常勤事務嘱託 井上 高弘

11 渡透勝 情報資料課

/1 芦川 日出男 課長 ※ 山口佳秀 銀物学 (嚇 l掛
/1 鈴木茂 専門学芸員 ※ 新井一政 重肋学 (両生・限虫駒

非常勤事務嘱託 井上 高弘 副主幹(司書) 内国潔

情報資料課 主査 字津井篤

課長 イ嚇 瑞糟 技師 ※ 山下浩之 地学倍石)

専門学芸員 ※ 新井 一政 慰吻学(両生・照虫艶 非常勤司書 工藤敦子

面IJ主幹 (司書) 内問 潔 学芸部長 今永勇 地質学出石学)

主任主事 字津井篤 搬物 ・植樹E当

学芸員 ※ 樽創 古生物学 (哨税調 主任学芸員 勝山 輝男 植物学佑量管来植物)

技師 ※ 山下 浩之 地学倍初 /1 広谷浩子 野動学(霊長調

非常勤司書 工藤敦子 技師 木場英久 植物学備管束植物)

学芸部長 今永勇 地質学(岩石学) 学芸員 田中徳久 植物学(生態)

植物・動物担当 技師 佐藤武宏 巌物学幌脊中間糊)

主任学芸員 高桑正敏 動物学 (昆虫掛 /1 出 11 洋介 菌類学

/1 勝山輝男 植物学維管剰蜜物) 学芸員 加藤ゆき 重糊学 t烏婦
/1 広谷浩子 動物学(霊長掛 非常勤学芸員 中村一恵 鍛物学 (烏銅

主任却問員 瀬能宏 重刷学備期 古生物・地球環樹E当

技師 オ胡英久 槌物学僧佐管束植物) 圭任学芸員 平田大二 地学倍羽

学芸員 田中徳久 植物学(生態) 主任研究員 小出良幸 地学(地球化学)

技師 佐藤武宏 般物学(祭脊椎叡吻) 主任学芸員 新井田秀一 環境科学 (海洋光学)

非常勤学芸員 中村 一恵 動物学(烏鵠 学芸員 樽創 古生物学 (嚇 l調

古生物・地球環境担当

主任学芸員 平田大二 地学(岩石)

主任研究員 小出 良幸 地学 (地球化学)

学芸員 大島時 吉生物学(嚇i調

非常勤学芸員 松島義章 古生物学 (貝掛

非常鍛研究員 長瀬幸E雄 地球環境 (地下水学)

主任学芸員 新井回秀一 環境科学(海洋光学) ※ 学芸部を兼務

学芸員 大島 光春 古生物学(鴨l調

非常勤学芸員 松島義章 古生物学(貝調

非常銀問問員 長瀬幸E雄 地球環境(地下水学)

※ 学芸部を兼務
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1. 4異動等の総兄

時期

平成12年

4月 1日

区分 氏名傭名)

就 任|青木淳一備長)

転 出| 春日清隆催理課)

三浦修(j強官長)

転 入| 久松園彦(管理課長)

内部異動

雇用開始

近藤紀夫催理課)

今永勇 (学芸部長)

新井一政 (帯号学芸員)

広谷浩子 (圭任学芸員)

木場英久(技師

苅部 1台紀 (学芸員)
山下浩之(技鵬

芦川 日出男俳常毅芹習指導員)

鈴木茂俳常鮮習指導員)

中村一恵(非常勤学芸国

工藤敦子@ド常勤司書)

井上由美(非常勤事務嘱記

三春瑞樹(非常勤事務嘱記

平成13年 |雇用終了| 庚石昭三俳常勤学習指導員〉

3月31日 青木三昭( ー 11

庚石(1日姓・井上)由美(非常勤事務嘱拘
三春瑞樹 11

ノj揮良昌(非常穀雌但東P噛導島
江口孝 11

榊田靖久 11

鈴木暁子 11
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(平成12年4月1日~平成13年3月31日)

車且 織

彩所属小田原樹ヒ工業高等学校

前所属西湘地区行政センター

11 平場工南高等学校

H 高相教育事務所

情報資料課→ 学芸部

学芸部→情報資料課

企画普及課→学芸部

情報資料課→学芸部

学蔀E→企画普及課
学説E→情報資料課

企画普及課
11 

学芸部

情報資料課

管理課

11 

名



1. 5歳入歳出決算

平成12年度歳入 (千円) 平成12年度歳出(人件費は含まず。) (千円)

科 目 金額 内 訳 事業名 金額 内 訳

教育財産使用料 3，048 レストランほか建物等使用料 維持運営費 269，258 館の京備管理及び事業軍営

博物館使用料 53，714 
観覧未判又入

(常設展 50，275糊 IJ展3，439)
常設展示維持運営

展示事業費 27，046 総合案内業務

受掛収入 200 かながわオープンカレッジ受講料 特別展の開催

立割以 1，803 レストランほか電気・ガス・水道

雑入 1，988 
展利融書等販売収入

ライブラリー複写代
i口b、 計 60，753 

調査研究事業費 4，700 
総合研究、基礎研究

調査研究報告書の作成

資料整備費 9，ωo 博物館資キ判又集
収蔵展示資料修繕・加工

各種粧、講演会等の開催

学習支援事業費 3，690 図書等資料整備

広報用資不村町立

県立機関活用講座
270 「神奈)11の植物」開催

開催事業費

学習活動支援
674 INS回線設置工事

設備整備事業費

情報システム整備費 4，287 データ入力等

ム口 計 319，825 

1. 6神奈川県↑耕却館協議会

神奈川県の博物館条例に基づき、本協議会が付属機関として設置されており、県立生命の星・地球博物館並びに県立歴史博物館

の運営に関する事項につき、館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述べる。(平成 13年3月27日条例第32号により

平成 12年度をもって協議会は廃止)

平成 12年度における本協議会の開催状況は次のとおりである。

開催状況

議 題 」開催日 場所

県立生命の星・
年度事業実施状況について

「平函12年
- 1 2 ff-~~f;:.--:>It'-C I 

11月30日 地獄博物館

-13年度事業計画及び予算につ

平成13年 いて
県立歴史博物館

-博物館協議会の廃止に伴う新た3月27日

な取り組みについて

神奈川県博槻官協議会委員名簿(平成13年3月27日現在)

氏名 役 職

会長 水野次郎 持捺川|の教育を推進する県民会議

副代表

副会長 三浦勝男 神奈川県文化財協会理事

委員 ~t方ナ勲 村捺川県公立小学校長会会計部長

JI 遠藤書塗 持捺川県公立中学校長会副会長

H 山田進 神奈川県立高等学校長会総務

JI 小林宏 神奈川県私立中学高等学校協会理事

JI 廟碕旬代 神奈川県青年団体連絡協議会顧問

JI 飯嶋澄 特捺川県蝉掛帝人団体連絡協議会

副会長

JI 堀 由紀子 神奈川県博物館協会理事
H 熊漂淑 持療川県祇会教育委員
H 宮崎緑 千葉蘭ヰ大学助教授
H 勝忍興三 前横浜市教育委員会生涯学習部長
H 増井光子 よこはま最肋関長

JI 中村ひろ子 東京家政明切に学部市

JI 清水填澄 成脚て学短期大学部教授
JI 長谷川善和 横浜国立大学名誉教授
JI 服部宏 神奈川新聞社編集局文化部長
H 加藤幸子 作家・日本自然保護協会諦韻
月 井上芳明 前相模原市教育委員会教育長
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2.情報発信機能
当博物館は「生命の星・地球」を基本テーマとして、 46億年にわたる地球の壮大な歴史と生命の営みの神秘性、そして神奈川の

自然について、実物資料を中心にストーリー性をもって分かりやすく展示している。具体的には、 4つのサブテーマ及びジャンボ

ブックで構成する常設展と特定テーマにより年 2 ~ 3 回開催する特別展及びオープンスペースのライブラ 1) ーやシアタ ーなどで

来館者の方々に情報を発信している。

2. 1 常設展
2. 1. 1 常設展示室

いる。

基本テーマ 「生命の星・地球jに沿ったストーリー展開を見せるため、常設展示を次の4つのサブ予テーマに分けて展示を行って

-展示室1I地球を考える」では、地球の形成過程や地球の
仕組み、生命の誕生と生命の営みによって地球環境が変

わってきた様子などを、岩石、鉱物、化石などの標本類と、

画像、映像資料を活用して展示している。

〔展示変更および更新〕

「地球誕生」

ザクロ石かんらん岩ゼノリス(南アフリカ産)

→ 縞状鉄鉱石 (アメリカ合衆国産)

「地球の仕組み」

サヌカイ ト(香川県産)→ コマチアイト (南ア

フリカ産)

-展示室2I生命を考える」では、約4億年前から現在まで、
地球上のあらゆる環境に出現した多様な生物種と生命の進

化の過程について、動植物化石、動物剥製、昆虫標本、植

物標本などの実物資料を中心に展示している。

〔展示変更および更新〕

「鳥類の世界J
ヤマシギ(破損のため撤収)

インドトサカゲリ (破損のため撤収)

ハシブトガラス ー 同種標本に更新

コジュケイ(破損のため撤収)

ミヤコ ドリ(破損のため撤収)

ソリハシセイタカシギ (破損のため撤収)

ベニキジ(破損のため撤収)→ ヤマドリに変更

「ゾウの進化J
マンモス、アメリカマストドン、ゴンフォテリ

ウムの下顎展示台の変更

2. 1. 2 ジ‘ャンポブ‘ック展示室

「霊長類の世界J
プラザモンキー(特別展示のため撤収)

「昆虫の世界」

展示更新に伴い，モモブ トゲンセイ・メキシコ

ニジダイ コク・ケブカヒメカブトなどを撤収。

新たにヒイロオオハナカミキリ・ベニオオムカ

シタマムシ・ベニプラチナコガネ・オバケムシ

クソノ、ムシ・ミノコガ不・タノTケダンゴタマム

シ・フチ トリゴミムシダマシ・ サスマタカブ

ト・ベルニカータクワガタコガネなどを展示。

-展示室3I神奈川の自然を考えるjでは、神奈川の大地
の生い立ちと、神奈川の生物相や自然の現状に

ついて、岩石や化石、動物剥製、植物模型など

で展示している。

〔展示変更および更新〕

. I神奈川の大地の生い立ちj
クジラ脊椎化石 → イルカ頭骨化石に更新

「神奈川の大地に生きるJ
絶滅植物データベース検索装置撤去

フォッサマクーナ要素植物データベース検索装置 撤去

-展示室4 I自然との共生を考える」では、生命を誕生さ
せ育みつづけてきた地球環境が、人類の活動に

より様々な影響をうけ変化していることを、映

像、画像資料を中心に展示している。

〔展示変更および更新〕

「地球データベースJ コンピュータ装置更新

博物館が所蔵する動物、植物、化石、岩石、鉱物など膨大な標本類の一音日を、系統分類、コレクション、個別テーマなどに項

目分けをして、巨大な本にみたてた展示ケースに収納し、「実物百科事典jとして展示している。

〔展示更新〕

第四巻神奈川の植物『四季の彩り (春から初夏の植物H
〔展示期間J2000年(平成12年) 3 月 25 日 ~ 6 月 1 日

〔展示内容〕春を彩るツツジたち

〔展示資料〕ヤマツツジ ・ベニドウダン、シロヤシオ ・ムラ

サキツリ方、ネなど

〔担当〕勝山輝男、木場英久、田中徳久 (協力)植物ボラン

ティア

第四巻神奈川の植物『四季の彩り(初夏の植物)j

〔展示期間J2∞0年 (平成12年) 6 月 2 日 ~9 月 22 日

〔展示内容〕初夏~真夏の木の花、夏の山を彩る花々

ハU
旬
Eム



〔展示資料〕アカメガシワ、ネムノキ、ヤマボウシ、コマツ

ナギ、ミヤマチドメなど

〔担当〕勝山輝男、木場英久、田中徳久 (協力)植物ボラン

ティア

第19巻神奈川の植物 『四季のいろどり(秋の植物).1

〔展示期間J2000年(平成12年) 9 月 23 日~ 12月21日

〔展示内容〕色づく葉と木の実・草の実、野山を彩る草花の

花と実

〔展示資料〕ヌルデ・ ツルウメモドキ ・ノコンギク・シロヨ

ナメなど

〔担当〕勝山輝男、木場英久、田中徳久 (協力)植物ボラン

ティア

第19巻神奈川の植物 f四季のいろどり(冬の植物)j 
〔展示期間J2000年(平成12年) 12 月 22 日 ~2001 年 (平

成13年)3月15日

〔展示内容〕冬枯れる植物

〔展示資料〕テイカカズラ・ガガイモ・ツルヨシ・セイタカ

アワダチソウなど

〔担当〕勝山輝男、木場英久、田中徳久 (協力)植物ボラン

ティア

2. 1. 3 ミュージ、アムライブ.ラリ}情報コーナー

第19巻神奈川の植物『四季のいろどり (春の植物).1 

〔展示期間J2001年 (平成13年)3月16日~
〔展示内容〕春に咲く樹木の花、春の野山を彩る花々

〔展示資料〕マメザクラ・トウゴクミツバツツジ・タカヲシ・

ツボスミレなど

〔担当〕勝山輝男、木場英久、田中徳久 (協力)植物ボラン

ティア

第27巻 トピックスコーナー『箱根火山J
〔展示期間J2000年(平成12年) 2 月 26 日~ 10月6日

〔展示内容〕箱根火山を形成するする溶岩類と噴気口付近に

産する鉱物を展示し、箱根火山の地球科学的背景と、その

生い立ちについて紹介した。

〔展示資料〕安山岩なと溶岩類、硫黄など鉱物類

〔担当〕山下浩之、平田大二、小出良幸、新井田秀一(協力)

地学ボランテイア

第27巻 トピックスコーナー『白い大陸一グリーンランド-.1

〔展示期間J2∞0年(平成12年)10月7日-2001年(平成
13年)4月27日

〔展示内容〕氷におおわれた白い大陸グリーンランドの大地

をつくる 38億年前の岩石とその形成について紹介した。

〔展示資料〕最古の堆積岩(磯岩)、縞状鉄鉱石、枕状溶岩、

超塩基性岩

〔担当〕 小出良幸、 山下浩之、平田大二(協力)地学ボラン

ティア

博物館2階「ミュージアムライブラリーJ前にある情報コーナーは、学芸員の最新の調査研究結果やタイムリーな話題などをい
ち早く提供することを目的としている。このためこのコーナーには、情報展示パネルとウオールケースが設けてある。

「特別展のぞいてみよう 5億年前の海
ーみんなで化石ノジ、ユール書的体験にチャレンジ、 !J
〔展示期間J2000年(平成12年) 3 月 9 日 ~8 月 4 日

〔展示内容〕平成 11年度特別展「のぞいてみよう!5億年

前の海jにおいて実施した、見学者による「ボリビア産

含化石ノジュール割り体験Jにて確認された三葉虫や貝
類など化石標本を紹介した。

〔担当〕田口公則、樽創、大島光春、松島義章

「コケムシの世界」展

「コケムシの世界~華やかな海の控えめな動物~J
〔展示期間J2000年(平成12年) 8 月 5 日~ 12月27日

〔展示内容〕海に生息する無脊椎動物の仲間であるコケムシ

類について、その形態や生態などを現生種と化石標本を

用いて紹介した。

〔協力〕兼子尚知氏(通産省地質調査所)

〔担当〕樽創

「コケムシの世界」展

1
1
A
 

1
E
A
 



f2000年有珠山噴火と災害j
〔展示期間J2001年 (平成13年) 1 月 5 日 ~ 4 月 30 日

〔展示内容J20∞年3月に噴火した有珠山の火山活動と、火
山噴火がもたらした災害の様子を、地奇弁莫型や解説パネ

ル、写真などを用いて、火山と災害についての学習の必

要性を紹介した。

〔協力〕ボランテイア団体 「有珠山災害子ども大使交換プロ

ジ、エク ト」

〔担当〕山下浩之、 平田大二
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「中津層ローンキット化石」
〔展示期間J2000年 (平成12年) 3 月 14 日 ~2001年 (平成

13年)4月30日

〔展示内容〕ローンキット事業の概要と、事業展開中に確認

された中津層産貝化石類の写真パネルとリスト。

〔担当〕田口公則、樽創、大島光春、松島義章

「有珠山2000年3月の噴火J
〔展示期間J2000年 (平成12年)5月9日~
〔展示内容〕有珠山の噴火状況と噴火履歴をインターネット

情報と現地写真で紹介した。

〔担当〕新井田秀一、平田大二



2. 2 特別展

当館の持つシンクタンク機能としての調査研究や、データパンク機能としての資料収集などの成果を、広く県民に還元するため

特別展を企画・実施している。今年度は、夏期と秋期の2回開催した。

〔名称〕特別展「サルがいて、ヒトがいて

一野生動物との共存を考える-J

〔開催期間J2000年(平成12年)7 月 15 日 (土)~9月3日(日)

〔会場〕神奈川県立生命の星・地球博物館特別展示室

〔協力〕博物館崎乳類ボランティア

〔展示担当〕広谷浩子、山口佳秀、木場英久、新井一政、苅

部治紀

〔展示内容〕平成8年度より 3カ年にわたって行なわれた当

博物館総合研究 「野生動物との共存を探る」のまとめの一

部として特別展を開催した。

近年野生動物をめぐる状況はきびしく、生息地が大幅に

減少するとともに、農作物の被害が拡大するなど、人との

聞の問題も多数発生している。本特別展では、サルの本来

の姿を紹介し、身近な野生動物ととらえてもらうためのい

ろいろな体験を用意した。展示を通して、人との共存のあ

るべき姿を探ろうと試みた。

〔展示項目と主な展示資料〕

1.サルを知ろう(クロキツネザル、ノドジロオマキザル、ダ

スキールトン、オランウータン、アジルテナ力、ザルなど世

界のサル類の剥製と骨格標本など)

2.ニホンザルを知ろう(神奈川県西部のニホンザルの生態紹

介ビデオ、ニホンザル野外観察体験展示など、サル.p南乳

類 ・自然の本を集めた読書コーナー)。

3.ニホンザルとヒトとの関係(ニホンザルの防除グッズの写

真、イノシシ、タヌキ、キツネ、ニホンカモシカ、ニホンジ

カ、リス、アナグマなと神奈川県直前閣の剥掛票本など)

〔展示資料点数J125点
〔入場料J20歳以上(学生を除く)200円、 20歳未満・学生
100円、高校生以下 .65才以上観覧料免除

〔入場者数J32，916名
〔関連行事〕

・講演会(当館講義室)

第l回 8月5日(土)1霊長類の行動進化」長谷川真理子氏

(早稲田大学)

「サルがいて、ヒ トがいてJ展

「サルがいて、ヒ トがいて」展

第2回 8月26日(土)r野生動物との共存について」羽山
伸一氏(日本獣医畜産大学)

-子ども講座 「サルを知ろうJ(当館実習実験室)
第1回 7月30日(日)、第2回 8月20日(日)

・アニマルトラッキング体験(博物館周辺)

第1回 8月6日(日)、第2回 8月12日(土)、第3回8

月13日(日)

〔関連印刷物〕

-特別展図録「フットのひとりごとJ1，200部

〔名称〕特別展 rJ3¥しぎ大陸南極展J
(文部科学省委嘱科学博物館活用ネットワーク推進事業)

〔開催期間J2001年(平成13年)2月10日(土)
~2001 年(平成 13 年) 4月8日(日)

〔会場〕神奈川県立生命の星・ 地球博物館特別展示室

〔主催〕神奈川県立生命の星・ 地球博物館、全国科学博物館

協議会、国立科学博物館、国立極地研究所、朝日新聞社

〔展示協力〕白瀬南極探検隊記念館

〔協力〕湘南地球科学の会、神奈川地学会

〔展示担当〕平田大二、新井田秀一、地球環境グループ

〔展示内容〕南極観測事業の重要性とその歴史、南極の自然

をはじめ地球環境の変遷など、これまでの南極観測の成果

を提示することにより、青少年をはじめとして多くの人々

カ可有極および地球環境問題への理解を深めてもらうこと

を目的とした。なお、本特別展は文部科学省委嘱「科学博

物館活用ネットワーク推進事業Jによる巡回展モデル事業
として、全国の科学系博物館等のネットワーク組織である

全国科学博物館協議会が中心となり実施した。

〔展示項目と主な展示資料〕

1.ょうこそ白い砂漠へ(南極の氷)

2.南極探検の英雄たち(南極探検の歴史の紹介(VTR)、探検

の歴史年表など)
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「ふしぎ大陸南極」展

3.南極観測の歩み(南極観測船「しらせ」模型、南極観測の

様子(VTR)など)

4.南極大陸の特徴となりたち (南極大陸に産する岩石、鉱物、

化石、40億年前の岩石など)

5.雪と氷の南極(氷の薄片写真、海氷、氷床などや観測の様

子の写真など)

6.南極の生き物たち(ユキドリ剥製、アデリーペンギン剥製、

ペンギンの卵、魚類、タコ、コケ類など)

7.南極の蹟石 (各種鉄慣石、石質損石、火星起源の慣石な

ど)

8.地球環j寛の観測(オーロラ観測用ロケット、雪上車模型、

南極観測用道具類など)

〔展示資料点数J230点
〔入場料J20歳以上(学生を除く)200円、 20歳未満・学生
100円、高校生以下 .65才以上 観覧料免除

〔入場者数J23，186名
〔関連行事〕

-記念講演会「南極大陸の自然を採るJ(当館講義室) (湘南
地球科学の会、 神奈川地学会と共催)

平成13年3月17日 (土)

「南極大陸の観測の歴史と南極大陸の地質J白石和行氏 (国
立極地研究所)

「南極のペンギン」佐藤克文氏(国立極地研究所)

「南極の海洋と氷床」三浦英樹氏(国立極地研究所)

「南極のアイスコアj古川晶雄氏 (国立極地研究所)

「南極圏南サンドウィ ッチ諸島のテクトニクス」野木義文氏

(国立極地研究所)

「ふしぎ大陸南極」展
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2. 3 その他の展示

当館が主催となる常設展・特別展のほかにも、共催事業として特別展示室等を利用した企画展等を開催している。

企画展「平成11年度活動報告展 開かれた博物館を

めざして一生命の星・地球博物館の5年間の歩み-J

〔開催期間J2000年(平成12年)3 月 18 日(土)~5月14(日)

〔会場〕神奈川県立生命の星・地球博物館特別展示室、エ

ントランスホール

〔主催〕神奈川県立生命の星・地主剥専物館

〔担当〕企画普及謀、文部省委嘱事業実行委員会

〔内容〕開かれた博物館をめざして活動してきた5年間の記

録(活動記録年表、特別展示のあゆみ)と、資料収集活動

で集められた標本類の紹介、ならびに文部省委嘱親しむ博

物館事業 「匂いの不思議、香りの秘密jの展示を行った。

〔入場者数J17，647人

企画展 「切手で語る魚類の世界」

〔開催期間J2000年(平成12年)9 月 23 日(土) ~ 11 月 5 日(日 )

〔会場〕神奈川県立生命の星 ・地球博物館特別展示室

〔共催〕神奈川県立生命の星・地球博物館、魚の会

〔協力〕功万欣三氏、博物館魚類ボランテイア

〔展示担当〕瀬能宏

〔内容〕日本魚類学会が当博物館で開催されることにあわせ

て、魚類切手による図鑑風な展示を試みた。魚類切手はこ

れまでに全世界から約10，000種類(約1，800魚種)が発行

されている。この企画展では、日本を代表する切手収集家

である功万欣三氏が収集した魚類切手コレクションの中

から約1600魚種を選び、魚類の分類体系に沿って展示し

た。切手を通じて魚類の多様性や水産資源の重要性を楽し

みながら学べる場の提供をおこなった。

〔主な展示資料〕

1.最大の海水魚ジンベエザメと最大のi剣鳴ピラルクーの切

手

2.生きた化石シーラカンスの切手

3.世界のチョウチョウウオ科魚類65種の切手

4.切手カタログ各種

〔展示資料点数J1，600点

〔入場者数J11，797名
〔関連行事〕

・講演会(当館講義室)

9月24日(日)

「楽しい切手コレクション」功万欣三氏 (魚の会会員)

企画展 「田中茂穂博士と魚学研究ゆかりの品々」

〔開催期間J2000年(平成 12年) 10月 7 日(土)~1O月 8 日(日)

〔会場〕神奈川県立生命の星・地球博物館特別展示室

〔共催〕日本魚類学会 ・神奈川県立生命の星・地球博物館

〔後援〕横須賀市自然 ・人文博物館

〔協力〕博物館魚類ボランテイア

〔展示担当〕瀬能宏

〔内容〕日本魚類学会2001年度年会の開催に合わせて、横須

賀市・人文自然博物館所蔵の田中茂穂博士にゆかりの

品々を展示した。10月7日 (土)には天皇陛下にもご覧

いただいた。

〔主な展示資料〕

1.田中教授直筆の学位申請書 (下書き)

2.魚類標本の測定言民主主氏

3.田中博士愛用の三角定規とメジャー

4.田中博士の研究交友録(葉書・書簡類)

〔展示資料点数J25点
〔入場者数〕約600人

〔関連行事〕

-日本魚類学会公開特別講演会(ミュージアムシアター)

10月8日(日)

「田中茂穂先生の思い出」築島清夫氏(魚の会会長)

「切手で語る魚類の世界J展
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2. 4 ミユージ‘アムシアター

通常は、来館者に対し当館の展示を理解する手助けをするため、ハイビジョン映像やインタラクテイブクイズを上映している。

また、学会や講演会開催時においてはメインの会場としても利用されている。

2. 4. 1 シアターの概要
座席は308席。車椅子用のスペースは5席。中央部にある

115席 (車椅子用5席を含む)に、インタラクテイ ブクイズ

回答用の5選択押しボタンスイッチを設置しである。

照明設備は、場内の明るさを簡単にコントロールできるよ

うに、あらかじめコントロールパネルに設定してある。また、

演者などを照らし出すためのスポット照明を用意している。

上映設備は、 200インチ・リアプロジェクション方式を採

用したハイビジョンシステムを中心に、 35mmスライド映写

機、 16mmフィルム映写機を備えている。ハイビジョン映像

の送出は、フル規格やMUSE規格レーザーディスクプレー
ヤーから行う。また、テレビやビデオ、レーザーディスクな

と守はハイビジョンに変換してから上映する仕組みとなってい

2. 4. 2 シアターの上映番組
ミュージアムシアターでは、ハイピジョンを2本(各15分)

と、インタラクテイブクイズを l本 (20分)の計3本を上映

している。

ハイビジョン番組は、 「生命の星・地球jという博物館の基

本テーマと同じタイトルで、サブタイトルとして 「奇跡の旅

立ち」と「生命の輪舞jという 2本となっている。「奇跡の旅

立ちJでは、地球の誕生から、初期の生命の発生、そしてそ
の生命との相互作用によって生命の星としての条件を整えて

きた過程を説明している。「生命の輪舞」では、生物の上陸以

降をフォローし、進化とともに動物と植物の聞の密接な関係

を説明することによって、私たち人類のあり方を問うている。

インタラクテイブクイズは、円圭人ネイチャーランドの挑

戦!と題したクイズ番組である。これは、怪人ネイチャーラ

ンドが盗み出した水晶玉を、来館者がクイズに正解すること

により一つずつ取り返していくといったストーリーで、 ，来館

者の答えがストーリーの展開を変えていくといった、インタ

ラクテイブ(相互作用)型の博物館オリジナル作品となって

る。学会 ・講演会用に、実物投影機やフラットスキャナ一、

電子白板も備え、これらもハイビジョン映像として上映可能

である。これらの操作は、ステージ上や映写室の操作卓にあ

る簡単なコントロールパネルで行う。

同時通訳用ブースを用意してあり、国際的な催し物にも対

応できる。同時通訳された内容は、ワイヤレス方式のレシー

パーによって来館者に伝えられる。通常上映しているハイビ

ジョン番組はこの仕組みを使って、英語訳とハングル語訳の

ナレーションを聞くことカすできる。

学会 ・講演会などを記録するためのテレビカメラが、固定

式2台、移動式l台用意され、カット編集ができるように編

集機が設置されている。

いる。クイズのテーマは、「地球は生きているJ、同直物は変身
の天才だ!J、「魚、のサパイノ勺レ」、「動物の足跡捜査隊」、「ヒト
の謎を科学する!Jの5種類である。
インタラクテイブクイズは、案内員がクイズの進行を行い、

ハイビジョンは、自動的に無人上映をしている。

インタラクテティブクイズのコース別利用状況

コース番号 テーマ 選択した人数 割合

地球は生きている 6， 0 4 8 15. 4% 

2 植物は変身の天才だ! 4， 2 8 9 1 O. 9 % 

3 魚のサノ、イバル 1 1. 1 2 8 28. 4 % 

4 動物の足跡痩査隊 8， 7 6 1 22. 3 % 

5 ヒ卜の謎を科学する 8， 9 8 3 22. 9 % 

シアター観覧者とインタラクティブクイズ参加者との関係

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 l月 2月 3月

総入館者 26，832 28，布l 21. 302 23，163 37，990 20，048 29，419 24， 1花 9，649 10，814 14， 603 20，893 

シアター観覧渚 4，690 5，682 3，661 5，087 12，254 3，493 4，502 3， 107 1. 391 2，502 2，981 5，254 
‘・ ・・_._. ・ ーー....晶 ーー，・ー・.... .....・

器縮減する割合 17.5% 19.8% 17，2% 19，4% 32.2% 17.4% 15.3% 12，9% 14.4% 23.1% 20.4% 25. 1% 

クイズ参加者 3，布2 4，065 2，534 4，114 8， 156 2，217 3，591 2，612 1. 239 2，034 2，388 4，171 
晶・ 4・ ..ーーー ーーーーー・..... 晶司‘ ・ . ....... ...・噂晶.‘...... -・・・ ・・・ ーー
シ71-瞬けする割合 80.0% 71. 5% 69.2% 80，8% 66.6% 63.5% 79.8% 84.1% 89.1% 81. 3% 80. 1% 79.5% 
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2. 4. 3 シアターの上映回数
通常は、午前 ・午後それぞれ各番組1回ずつ、計6回上映

する 。 また、 4 月 1 日 ~ 4 月 4 日、 4 月 29 日 ~ 5 月 5 日、 7

月20日-8 月 3 1 日、 3 月 19 日 ~3 月 31 日の多客期について

は、インタラクテイブクイズを午後に I回増やし、計7回の

上映を行った。

2. 4. 4その他の利用
講演会に使用し、学会などに会場を提供している。シアター

を講演会場などに使用している時は、ハイビジョン映像をエ

ントランスホールに置いたテレビジョンにて上映する。

¥¥  回数 時 間 タ イ ト lレ

l 09:30 ~ 09:45 奇跡の旅立ち
通 2 10 : 30 ~ 10 : 45 生命の輪舞
3 11 :30 ~ 11 : 5Ð インタフクァイブ

4 13 : 00 ~ 13 : 20 インタフクァイブ

常 5 14 : 00 ~ 14 : 15 奇跡の旅立ち
6 15 : 00 ~ 15 : 15 生命の輪舞

多
l 09 : 30 ~ 09 : 45 奇跡の旅立ち
2 10 : 30 ~ 10 : 45 生命の輪舞

3 11 : 30 ~ 11 : 50 インタフクテ干ブ

客 4 12 : 30 ~ 12 : 50 インタフクァィブ

5 13 : 30 ~ 13 : 50 インタラクァイブ

期 6 14 : 30 ~ 14 : 50 奇跡の旅立ち
7 15 : 30 ~ 15 : 45 生命の輪舞

司
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2. 5 入館者200万人達成記念事業

当館の入館者が、開館(平成7年3月21日)から 1，613日目の平成12年8月6日に200万人に達した。 この間の入館者数の1

日平均は1，200人である。

2. 5. 1 入館者200万人達腸捻セレモニー
2∞万人目の来館者となったのは、 川崎市の公務員 ・東海

林博さんで、 2人の息子・宏ーさんと孝俊さん、母親のトシ

さんと4人で箱根旅行の途中に来館されたが、2∞万人目と聞

いて驚きながらも喜んでいた様子だ、った。

東海林さんにはくす玉割りのセレモニーにの後、館から花

束、展示解説書、特別展図録、恐竜の写真立て、ペンスタン

ド(当館オリジナJレ)等の記念品カ唄普呈された。

入館者200万人達成記念セレモニー

2. 5. 2写真コンテスト
当館は1995年(平成7年)3月に開館以来、入館者数が2∞o
年(平成12年)8月に200万人を突破し、その達成記念行事

として、写真コンテストを開催した。

コンテストは、博物館に関係のあるものをテーマに、夏休

み期間を利用して実施された。

応募数は小学生の部100点、中学生の部29点。そのうち

「小学生の部jでは最優秀賞2点、優秀賞10点、入選12点、

「中学生の部」では最優秀賞l点、優秀賞5点、入選2点が

選出された。

10月15日 (日)に表彰式が行われ、入選者には盾などの

記念品を贈呈、また参加者全員にオリジ、ナル恐竜パッチをプ

レゼントした。

なお写真コンテストに応募された作品は、 10月15日 (日)

から 12月3日(日)まで陀00万人達成記念展示jとして当

館にて全応募作品を展示した。

小学生の部

最優秀賞「空とぶプテラノドンJ(1，柱谷美笛小学校3年生)
(2点) rボクの手と寺のくらいかなJ(村田佑介小学校3年生)

中学生の部

最優秀賞 「未知の世界J(岩崎智美 中学2年生)
(l点)

写真コンテスト表彰式

nδ 
噌

E
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3. シンクタンク機能

研究機関である博物館を支える学芸員は，県内はもとより、国内外のシンクタンクとしてさまざまな活動を行っている。ここで

は、それらの活動を各項目ごとに取りまとめた。基本的には当館を中心に活動している項目について各学芸員の自己申告に基づき

掲載している。しかし、記録の困難性から取り上げなかった活動も多い。特に各種資料の同定依頼などのレファレンス業務に関し

ては、ここでは紹介されていないが相当な時聞か費やされている。

3. 1 調査研究事業

調査研究活動に関する要綱に基づき、総合研究3テーマ、グルーフ。研究3テーマ、個別研究22テーマを行った。以下研究テー

マと研究者を掲載する。なお、平成13年4月6日に当館会議室で行った研究発表会において発表された要旨については、次ペー

ジからの「平成12年度研究発表会講演要旨集」を参照のこと。

総合研究

1)神奈川県植物誌2001 勝山輝男・木場英久・田中徳久・

神奈川県植物誌調査会

2)博物館での新しい地学教育 インターネットによる新し

い教育法のケーススタデイー 小出良幸・平田大二 ・山下

浩之・新井田秀一・田口公則・佐藤武宏・五島政一 ・杉野

間伸男・長山高子・鈴木拓也・石井政道

3)海洋島生態系に対する人為的影響~小笠原における昆虫

相の変還~ 苅部治紀

グループ研究

1)津久井石砂山のギ、フチョウ個体群の形質調査高桑正敏・

苅部治紀・猪又敏男 ・伊藤正宏

2)リモー トセンシングを用いた丹沢山地の土地被覆図の作

成一植生図への応用を目指して一 新井田秀一・田中徳久・

田口公則

3)神奈川の地球誌データベース構築平田大二・小出良幸・

新井田秀一・樽創・大島光春 ・山下、浩之・田口公則

個別研究

1)モグラ類の分布調査一箱根を中心としたモグラ類の棲み

分け一 山口佳秀

2)モリアオガエルの分布調査新井一政

3)オビハナノミ属甲虫の分類学的研究 (3)ーベ トナム産

の再検討(1)一 高桑正敏

4)ヒトのグルーピングの解析一基礎と応用一広谷浩子

5)ボラ科魚類の系統分類学的研究 日本産Cestraeus属の分

類学的検討一瀬能宏

6)相模・伊豆・駿河およびその関連海域の魚類の分類およ

び生物地理学的研究瀬能宏

7)日本産希少トンボ、類の生息状況定量化について 苅部治紀

8)ダンベイキサゴの生活史と生態的資源としての役割に関

する研究佐藤武宏

9)ナガボスゲとその近縁種の分類学的研究勝山輝男

10)日本と近隣地域のイネ科植物の分類学的研究木場英久
11)神奈川県内における段正崖斜面林の植物社会学的研究一

低地の河岸段正崖一 田中徳久

12)照葉樹林帯に特有な接合菌類の分類学的研究 出川洋介

13)噛乳類化石の分子生物学的手法による同定大島光春

14)ホッキョクグマの前肢に見られる遊泳適応樽創

15)束柱類の食性に関する研究一晴乳類の歯の形態と

rrucrowear一樽創

16)相模湾を中心とする南関東域の新生代貝類化石群集の検

討田口公則

17)神奈川県西部地域の地殻変動と火成活動の変遺今永勇

18)湘南平の玄武岩の起源小出良幸

19)花両岩質マグマの成因について 平田大二

20)箱根基盤岩の岩石学的・地球化学的研究 山下浩之
21)リモートセンシング画像解析のGISへの応用 新井田秀一

22)あらゆる人に優しい博物館のあり方をめざして一博物館

における視覚障害者の学習活動に関する研究奥野花代子

Q
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平成12年度

神奈川県立生命の星・地球博物館研究発表会

講演要旨集

開催日:平成 13年4月6日

会場:神奈川県立生命の星・地球博物館会議室

総 .0. 
口 fiJf !nJ ~ 

神奈川県植物誌2∞1

勝山輝男・木場英久・国中徳久・神奈川県植物誌調査会

目的

『神奈川県植物誌 1988~を改訂し新しい植物語邑『神奈川県植物誌 2∞1~を刊行する。 1988

年までの調査の不足やその後の知見を補い.記述の統一と鼠りの訂Eを行い.分布留をよ

り敏密に表示し.約10:明占の神奈川県の槽物相の変化をとらえることを目的である。

方法

神奈川県内を，市町村を基本にした 111のメッシュに分け，野生の錐管東植物すべてを対

象にして分布調査を行なう。現地揖査は神奈川県植物誌概査会(代表城川四郎.会員約

2咽名)が行なう。県内を9ブロッウに分けて，当銭平塚市博物館.績須賀市自然情物館

川崎市青少年科学館横浜市こども植物園厚木市郷土資料館相模原市偉物館の 7つの

楓本庫を傑点にして.標本の採集，デ一世ベースへの畳録収蔵などを行った。

2日)()年度は.以下のような翻査を行なった。

(1) 7ヵ所の標本庫からデー舎を集めて各科の執筆担当者に科毎の標本のリストと最新の

分布留を作成し，配布した.執筆者!立。これそもとに執筆をfnた。

(2)執筆者から提出された原稿について，編集委員会による査授と体重量の統一を行った 1

月からは版下のレイアウト作業を始め.現在.入構に向けて最後の詰めを行っている 2001

年7月に出版できる予定である.

結果

各標本庫から集められた標本デ-11は約 21万件であった。それをもとに上包の標本リス

トや分布図を作成した。作成した分布図は2945枚になったこれは神奈川県纏物誌1988と

その後の翻査で生育が確認された変種以上の維管東植物の総数であるこの他雑種や

絶湯温があるがこれらの分布図は作成しなかった分布図からは県内の植物の分布状況

がよくわかり，神奈川県植物誌 1988の翻査時とその後のデーヲとの比較を行えば植物相

の変化についても知見が得られるこれらについては神奈川県植物誌 2001が出版された

後に解析が行われる

また特筆すべきこととしては宮首謝こはあるが1鉛8年までの調査で確恕できなかった種

が多数再確恕されたことは間年度にも新たにイワ告イゲキが再確認された)。神奈川県で

初記録となる穫が確認されたこと(2α旧年度にも新たにシマクサギ.ヒメアオガヤツリ.アオ

子ンツキが確認された).多数の日本新産の新しい帰化4直物が記録されたことなどがあげら
れる.

博物館での新しい地学教育

ーインターネッ卜による衝しい敏育法のケーススタディー

小出良幸、平田大二、山下浩之、新井国秀一、田口公貝IJ、佐藤武宏、

五島政一、杉之間伸男、長山高子、鈴木拓也、石井政道

u堕星星空
インターネットを利用した新しい地学教育を目指して、情物館でケーススタディをお

こなう.

.ケーススタディ1:デジタル情物館のlitfl!と活用
「デジタル情物館Jを構築し‘Iit般的に運用する.ニューツールを利用するための
ニューメソッドを、前験的構座などから確立する.

・ケーススタディ2:衝しい鰻点の導入
実物資料を視覚、触覚、聴覚、味覚、鳴覚別にみたときに生じる認知心理学的な

新しい観点(ニューパースベヲティブ)を学び、地学教育に関する新しい体系(ニュ

ーデザイン)を賦験的観察会などから確立する.そして‘インターネットを利用して、

モの成果を活用できるように目指す.

.厳しい-量曾
総合研究はインターネット上での組織運営をおこなう.事務局をホームベージにおき、

各種の磁鎗、意見交換、意思決定は、すべてインヲーネット上でおこなう.

b..亘堅生2重量聖
.ケーススタディ 1:rデジタル1尊物館」のうち、 「地球のからくり』と「神奈川の大地Jが
完成し、インターネット上で公開している.r神奈川の大地」の書籍版、 CD-!WM版も
製作した.デジタル資料館『地球地学紀行」を作成中である.また、 市民多加型のイン

ターネットと実物を使った自然史データベースの作成をニューメソッドとして企画中で

ある.さらに、鈴験的穏座『地琢探検隊Jの実施して.ニューメソッドをE並行した.
.ケーススタディ 2:形態認隙テストを実施して、視覚障害者と健常者とが嘗加する観

察会でニューパースベヲティプを回行した.ニューデザインは、ユニバーサルデザイン

の考えでまとめつつある.

.組織遷智:順調に機能しており、NPO的な組織運営を目指して武行中である.

u埋
本研究は、本年度で 2年を終える.インクーネットを介した地学教育のさまざまな鼠

みを続けて‘成果が出始めている.その成果は関係学会て報告中である.

.成』匹物:公表鎗文 5編(査読中2童文 1編)、学会報告 8箱、インターネットデータ
ベース『神奈川の大地』‘CD-ROM版「神奈川の大地』、神奈川県地質図、報告書

rEPACSレポリューション』、講座テキスト+ワーヲブック『地球探検隊J

nu 

円
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グループ研究

海洋島の生態系に対する人為的影響

一小笠原における昆虫相の変遷一

苅部治紀・吉田雅澄・安井隆弥・広瀬良宏

海洋島は，その地史的要因から特化した固有生物が多いことが知

られている. lii面多〈の場合その面積は小さ く，もともとの個体教
が少ないこともあり ， 二れまでにも多くの生物が人為的な影響によ

って絶誠していることが知られている.

本研究は，海洋島の脆弱な生懸系が人聞の開発行為による環境破

纏でどのような髭響を受けるのかを明らかにし，その環境を守るた

めにはどうすれば良いのかを提示することを目的とする。今回，お

もな調査地として，小笠原諸島を選んだ。同地は，東京の南約 1000km

に位置する海洋島で，多数の固有動姐物を産することで著名である。

しかし ，1800年代からの開拓行為によって，伊lえl<f，固有の鳥頚は
そのほとんどが 1900年代に入る前にすでに絶滅しており ，多くの植

物も危織的状況に有る。昆虫績は飽録されている種数l立多くはない

が，近隣の地域に近縁種が知られていない特産属もあり，古くから

注目され調査が行われてきた。

昆虫類については，とくにここ 20年ほどの聞に，それまで普通に

見られた種が絶量産寸前の状態に追いこまれる例が多くなっている。

そこで，昨年までの 4年間で， とくに特産種の絶滅が心配されてい

るトンボ類を主対象に調査を行った.諸島中のおもな島々で，生息

可能な水減を踏査した。その結果，固有種 5種(オガサワライトト

ンボ Boninsgrionezoin、オガサワラアオイトトンボ Indo/estes

boninensis.. ハナダカトンボ Rhinocyphs ogasBwsrenS is、オガサワ

ラトンボ Hemicordu/;8 ogasawarens i 5、シマア カネ 80ninthemis

insulsr何事これらの固有 トンボ類は，オガサワラアオイ トトンボ

を除いて国の天然記念物に指定されている)のうち，オガサワラア

オイトトンボ・オガサワラトンボは弟島のみにしか生息地が残って

おらず， シマアカネも激減していることが確箆された。調査結果か

ら人治的な破纏が著 しい島ほど減少は顕著で，無人島になって放置

されている島ほど種数 ・個体数が多いことが示唆された。今後，他

の昆虫類にも調査を広げて行くが，人間の開発行為だけでなく，帰

化動物による繍食や植生磁穫も島の 自然への大きな圧力になってい

ることは注目すべきであろう.

津久井石砂山のギフチョウ個体群の形質調査

高桑正敏・苅部治紀・猪又敏男・伊藤正宏・村松 繁

目的
ギフチョウは成虫の麹形および斑紋が多少とも異なった地i量個体群から成る。
しかし、津久井郡藤野町石砂山の神奈川県指定天然記念物のギフチョウ個体群に
は、指定後の1984年に富古川流域産の個体が放たれ、その結果、これらの血の
混入した個体を生じているという学会発表が1996年にあった。また、新潟県産の
個体も放たれたという伝聞もある。 このため、石砂山の個体群をサンプリングし、
富士川流域産や新潟県産と表現形貨を比較検討することで、これらの遺伝的侵略
の可能性を調査する。

方法
①使用標本 石砂山産については、 1998-2000年に県から許可を得て採集し
た成虫30頭 (25♂5♀)に限った。比厳材料としては、東丹沢~北丹沢産32頭
(25♂7♀)、富士川流i量産36頭 (31♂5♀)、新潟県産36頭 (28♂自♀)を用
いた。なお、近年の丹沢産は遺伝的に侵略されている可能性が強いため、 1960
年より前に採集された標本を用いた。また、以上すべての個体は野外で採集され
たものに限った。
②比較材料の状態 全標本を同一条件下で写真撮影し、プリントした.これら
を実際の比較に用いた。
③形質評価法 丹沢・富士川流i革・新潟県の各個体群の間で有意に差が認め
られると判断できた表現形貨を、その状態から5段階に評価し、数値化を鼠みた。
ただし、組形については5段階評価ではなく、比で表した。

結果
①各個体群は、 その中で多くの形貨が変異性に富んでいた。
②丹沢 ・富士川流i韮・新潟県の各個体群でとくに有為な差を認めたのは、次
の形質であったo
a. 前組表面のx黒条の状態
b. 前姐表面の61賞帯(亙外緑黄帯)
c 後錫表面の2大黒紋{模型紋}の状態
d. 後麹表面の亜外線黒帯内側の小赤紋の出現状態
e. 後鈎表面の虹角赤紋の縦縞の広狭
f 尾状突起の突出方向
③石砂山の個体群は、集団的に丹沢産と形貨を共有すると予想されるが、上
記形質のうち、 abcd eにおいて数値傾向を異にしていた。 これらのうちでは、 b
dfについては丹沢産と富士川流1車産との中間的な傾向を示し、 elこついては顕著
に新潟県産との中間的な傾向を示した。さらに、cの棋紋の外縁の挟れが強い点、
およびは後姐表面の亙外線黒帯内側の三日月紋の出現傾向は固有的であった。
④以上の解析結果から、 石砂山の{団体群は丹沢産とは集団としてかなり明らか
に区別可能である。その原因としては次の2点が考えられる。
a もともと丹沢産とはミクロな意味で孤立化しており、石砂山に固有な形質
傾向にあった。
b. 富士川流域産あるいは新潟県産、または双方の個体が抜たれた結果、石
砂山産の個体群に遺伝的侵略が起きている。
⑤以上の可能性をより確実に論じるために、次の追加調査が必要となった。
a 石砂山産の1982年以前の標本の形質調査
b 丹沢分布圏の最北の産地である高尾山産の標本の形質調査

個 別研究

モグラ類の分布調査

一箱栂を中心としたモグラ類の棲み分けー

山口俊秀

研究目的

晴芋u既，特にモグラ類のように地下生活する動物にとって火山の噴火ででき

た溶岩流や岩石地帯は，新しく渡来した種の前進を阻止し。また，古〈渡来し

た種の絶滅を防ぐなど分布に軍大な影響をおよぽす

アズマモグラとコウベモグラは籍捜山を境界に西側には，コウベモグラが広

〈升布l...四国.中国，九州にまで広がっている 反対に東側はアズマモグラ

が広〈分布する地域で関東地方一帯より青森にまで及んでいる また，かつて

は本州や九州にまで広〈分布していたことを示す遺存的な隔離小分布地が紀伊

半島，京都.小豆島，広島，四国等の山地でみられ，これらはいずれもコウベ

モグラの分布域に屈まれた孤立個体群である。

箱観山北宣車の駿河小山と山北間や南麓の真鶴岬の岩石地帯は，原始的なアズ

マモグラを駆逐しながら酉から東べ分布拡大してきたコウベモグラと由競合地

援として有名である

近年守箱根山地白ゴルフ場等の開発にともない，文. 1915年頃に箱銀仙石原

においてコウベモグラ白生息が確毘されτいる そこで句コウベモグラとアズ

マモグラの分布の諸相について解明しようとするものである.

調査結果

8年度は，箱担山東側を中心.モグラの坑道鯛査と，採集を行ったがl コウ

ベモグラの生息を確認することはできない. 9年度l孟，箱根山西側の{御殿場市

1 裾野市を流れる黄潮川の沖積層を中心にモグラの坑道関査をお ζ なL、，坑道

の大きさからコワベモグラ白生息域である ことを確認した.

10.11年度は.駿河小山と山北を中心に競合地1草を解明するため坑道調査を

実施し i 箱根山北麓地域におけるアズマモグラとコウ ベモグラの競合地埠を確

毘することができた

12年度は，仙石原地堤白調査を行うとともに.アズマモグラと山地に生息す

る小型のモグラ(コモグラ)について，繁殖活動など生態銅査を行うため。文

献収集も行った

ヒトのグルーピングの解析
一基礎と応用ーその2

広谷浩子

目的

来館者を対象に、異なる2つの観点からグルーピングの調査をおこなう。

(1)社会脳仮説との関わりから、ヒトの社会性の尺度としてグルーピングをとりあ

げ、グルーピングのパ聖一ンとグループを維持する社会行動を明らかにする。

(2)博物館の施般利用や展示観覧との関わりからグルーピングをとりあげ、グル

ーピングの動態と施盤の利用状況との対応関係を調べる.

本年l立、(1)に;フいてより重点的に鋼ベ、ヒトの社会と社会行動の進化につい

て考察を加える.また、グループを維持する行動の発現状況を異なる施設、異な

る年齢層で調ベ、社会性の尺度としての妥当性を検討する。

間査方法とデ-~セット
来館者の翻査については、昨年度収集したデー習を新たな観点から解析した

(デ-111)。
グループを維持する行動の発生過程を鋼ベるため、幼稚園において自由遊び

時間の幼児の社会的相互交渉を観察した(デ-1il2)。

結果

乏=生工
得物館で量も頻繁に包められるグループは父、母、子ども(1-3人)という家旗

集団とカップJしである。これをス世ンダード・グループ(STG)と呼ぶ。これから逸

脱したノンス哲ンダード・グループ(NSTG)を対象に、グループ追跡を行ない、グ

Jレーピングの変化や構成員聞の行動を舵録した結果、 NSTGを維持する穣摘の

一部が明らかになった.

乏ニ主主
幼稚園の自由遊び時間の観察から、社会性の発達程度について予備的な観

察をおこなった。観察した幼稚園では、 3.児から6禽児まで54名が室内や運動

場で1時間半程度の自由遊びをおこなう。この時に、認められた社会的相互交

渉を記録し、年齢(月齢)・性による特徴を犯穫した.社会行動は3麓児初期でも

普通に観察されるが、グループを形成したり、維持したりする稿短的な働きかけ

は 4篇児段階で急激に増加する.これとともに、社会的ネットワーつも複雑なもの

に変化した.協力行動・排斥などはことさらに筒張されて発現するが、関係の修

復や新しい関係の開拓などの社会的やりロ (Social駄目1)を必要とする行動は発

現が遅れることが明らかになった;また、 デ一書1で明らかになったグループ維持

行動は、幼児段階では形を変えて発現していることもわかった.
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相僕・伊豆・駿河およびその関連海域の魚類の

分類および生物地理学的研究研究

ー黒潮流域 8地点にお ける沿岸魚類相の比較ー

書長能 宏

【はじめに】

西村 (1981)は、 日本近海を生物群集の気候的特性から5つの生物地

理区 ( ~寒帯区、冷温帯区、中間温帯区、日量;星帯帯区. 亜熱帯区 )1こ区

分した.本研究では、分布情報が充実している暖温帯区と亙熱帯区の黒

潮流援における沿岸魚類相を客観的に分析し、西村の仮設を検証した.

【方法】

暖温帯区から大義時 (駿河湾)と熱海 (相模湾)の2地点、亜熱帯区か

ら西表島、沖縄島、柏島 (高知県上 串本、八丈島、小笠原諸島の6地点

をとり、生命の星・地球博物館の魚類写真資料デ一世ベースに畳録され

た画像デ-9(7402件)および既存の報告に基づき魚類目録を作成した。

地点聞の比較のため、沿岸魚類についてのみ出現種をコード化し、地点

問の類似度に基づく樹状図をウォード;去によって作成した。

【結果と考察】

黒潮流峨B地点における総出現複数は40自224科2048種で、日本産魚

類(3863種)の約53%を占めた.ここで優先するよ位3科は、ハゼ科 (249

種)、ベラ科 (135種)、 ハ告科 (107種)であった.算出された樹状図 {下

回)から.ウラスヲー (熱海，大瀬崎)は西村の区分と同じ暖温帯区に一

致したが‘亙黙帯区に相当する他の地点は、日量jE帯区と対置するような

ひとつのクラス告ーを形成しないことがわかった。すなわち、西村の亙黙

帯区については、複数の力子

ゴリーに再編成する必蔓があ '" ，伝

ると結論された。 今後 、調査 柏島

地点を噂やし‘固有種の割 八丈島
小笠原

合、出現種の定住性、成長段然濁

階に基づ〈出現パ9ーンなど 大瀬崎

によって重みづけを行なった 沖縄翁

上で分析を行い、より合理的 酉表島

な生物地理区分を探索する 15 

必要があるだろう。

笥 30 " 
舗e..

槍怠聞の園似IJ:に基づ〈機状固

ダンベイキサゴの生活史と生態的地位に関する研究

佐藤武宏

ダンベイキサコ.はよ温帯域の新下帯に普通に分布するニシキウズガイ干収コ巻貝であり、

稲+乱曹では主として最奥部に当たる鎌倉市から二宮町にかけての砂底に生息している。

本種に関しては、大量発生や犬量築事Eが、しばしば観繋されることなどから、いわゆる
ト戦略的色舌史'を持ち.甲般類、捕食性鯨皮動物、捕創主巻貝類の餌貨源として、

またヤドカリ類の般資源として利用されていると考えられている。しかしながら、本種

の色舌史や生態的地位については、近縁種であるキサゴ、イポキサゴlこ比べて研究カ漣

れている。

そこで、本研究では辻堂地戚 (旗沢市鵠沼海岸~辻堂西海岸地先)に生息するダンベ

イキサゴについて、殺サイズの測定や生殖腺の観察などによって生音史の推定を行なっ

た.また、同時に録集される生物との積構成比等の関係から、生態的地位の検討を行な

った.なお、試料は特別採捕許可を得た漁業者によってほぼ一ヶ月おきに録集されたも

のの提供を受けた。

月例サンプリングの結果、辻堂地舗では、札漂に依存して生物相が変化する帯状分布

精進古溝認された.それらは浅海から(1)ダンベイキサゴとバカガイが卓越する分布

帯‘(お トゲトゲツノヤドカリとハスノハカシパンが卓越する分布帯、 (3) ヒラモミジ

ガイとキサゴが卓蝕する分布帯であった.その境界は季節明朝位によって多少の上下は

あるものの、極めて明瞭であった。また、 J、スノハカシパンは成長に伴い、浅海域から

湾海嫌に移動していること由旬月らかになった.

ダンベイキサゴの殻体ょに記録された、貝類食者(特にワ9リガニ称乃甲殻婦の捕

食にともなう捕食修復痕の頻度を測定した結果、全体の頻度は約 0.2唱であった.こ

れは捕食がほとんどおこっていないか、あるいは捕食成功率がほぼ 1∞覧であること

を示す.しかしながら、トゲトゲツノヤドカリが利用しているダンベイキサゴの死鍛を

観察すると、般ロカ明金なかたちで残されているものはほとんどなく、般ロカ午規則に

破獲されているものや、ほとんど娘軸のみ古銭されているものも確認された.したがっ

て、ダンベイキサゴに対する捕食は、ほぽ 1∞也の割合で成功しているであろうこと

が示唆される.

ダンベイキサゴの鮫サイズの測定と、生殖臓の発遣の観察の結果、ダンベイキサゴは

11月にふ化し、冬季には緩やかに、夏季に盛んに成長し、 t年で性的成黙に産するで
あろうことが示された。性的成熟に遣し、最初の生殖を行なった後は、体成長は停滞し、

2度目の生活を経て、3・年の冬季の*-温が最も低くなる 2月前後に繁死するであろヨ

ことが示された.

以上の結果から、ダンベイキサゴはト戦略的色苦史'によって個体群を維持してい

ると考えられる.さらに、捕食者によって生産された膨大な量の死殻は、より下部の分

布帯に生息するトゲトゲツノヤドカリの宿畏として供給されていると考えられる.

個 別研究

照葉樹林帯に特有な後合菌類の分類学的研究

日本及び中国雲南省より得られた胞子嚢果形成性接合菌類

出川洋介

胞子嚢果を形成する縫合菌類は、野外採集によらねば材料を得るごとができないた

め分類学的研究の困難なグループである.しかし野外における胞子嚢果の検出は、

その菌がそこに生育していたことを直接的に示唆するデー告となるため、 このような菌

群は接合菌類の分布を考察する上で有益な材料であるといえる.小田原市での継続

調査及び、日本各地、中国雲南省での調査の結果、現在までに約10穫の胞子重果

形成性接合菌類を認めることができた.縫合薗門中、胞子嚢果の形成は主にGlomus

目、 Endogone自の一部に知られるが、これらはいずれも値物共生薗であり菌根形成

能を持つ. しかし、この両目中に例外的に、腐生的生育を示す種が存在することが

わかってきた。腐生性と考えられる3種の接合菌類の分布と分類について報告する.

Glomusρubescens (Glomus目)本州、伊豆諸島の 20以上の地点、雲南省の 6

地点より採集され、暖;畠帯の低地から亙高山まで広〈分布するコスモポリ告ンな穫で

あると考えられる.照葉樹及び針葉樹の腐朽木上、ときに硬貨菌の古い子実体上に

表生.厚笠胞子のサイズに変異が認められたが、Thaxter(1922)他の記識とよく一

致し:本種と同定された。コーンミール寒天I音地上での腐生的生曹が確認された。

Glomus sp. 1 (Glomus巨):神奈川県内小田原市、南足柄市のスギ林より、リ9ー
に表生する胞子嚢果を得た.目下、上記産地以外からは得られていない.前種に類

似するが、胞子嚢果がより大型で剛毛を欠如し、l!J壁飽子がより小型である点で区

別される.コーンミーI~寒天沼地上での腐生的生育がわずかに確認された。

Endogone pisifonnis (Endogone自): Endogone自の菌は永らく東アジアでの存在

が不明であったが‘ 2001年秋、歪高山帯の針葉樹林(長野県のシラビソ林、標高約

17∞m:雲南省の 2地点のモミ属林、各々保高約 2600、3550m)より、針葉樹腐朽木

上に表生する胞子嚢果が得られた。目下、分離には成功していないが、本種l立腐生

的に培養できることが知られている.

GIOrT、us目とEndogone目とは、各々、無性生殖、有性生殖構造のみを形成すること

により定義づけられた便宜的な分類群である.Thaxter (1922)は生息地や形態の類

似から、 G.pubescensとE.pis品川15とが近縁なものではないかと論じた。腐生性を示

す胞子嚢果形成性の縫合菌類は、樽物共生性の Glomus目やEndogone固と他の腐

生性筏合菌類との関係を考繋する上で、重要な菌群であると考えられる。

日本にライデッ力一イノシシはいたのかっ

~IVPP 所蔵のイノシシ類化石調査~

大島光春

北東アジアのイノシシ類の系統をE監理するためには中国産化石イノ シシとの
比較が必要と考えた。そこで中国科学院古脊椎生物与古人類研究所 (IVPP)を訪

ねてイノシシ類の化石標本を調査してきた。これまでイノシシ属 (GenusSus) 

だけに焦点を当ててきたが，イノシシ科 (Fam. Su i dae)の中での位置を確認す

る機会にもなった。

P i ckford (1984)によれば イノシシ科には PaI aeochoer i nae. Kubano-

choer i nae， L i str i odont i nae， Tetraconodont i nae， Hyother i nae， Su i naeの5

亙科がふくまれる.イノシシ科で最も原始的な Pa1 aeochoer i nae I立ペッ力リー

科から犬歯の2形化で分けられるoPa I aeochoer i naeは吻部が短<.犬歯がまっ

すぐなことで他のイノシシ科から分岐するoKubanochoeri naeは一部で額に突起

が発達する。Listr i odont i nae Iま稜縁歯を持つ。Tetraconodonti naeは吻の断面

が正方形でないoHy i other i naeは P'に sagittalcu叩 Ietsがない。以上のう

ちすべての特徴を持っているのが Sui daeである.

Su i naeではPotamochoerusch i nhs i ens i s， Propotamochoerus hyother i oi des， 

Oicoryphochoerus ultimus， Sus cf. scrofa， S. Iydekkeri，丘 xiaozhu，S 

I i uchengens i 5，丘 australis.丘 pellとされている標本を調査する予定だっ

たが先方の都合で後の4穫は見られなかった.しかし予定していたほかに建始

高坪巨猿洞 type1. type 2と.甘粛ロ夏産の数点の未公表標本を観察できた.

Sus I ydekker iとLて記鼓された標本のうち量も保存がよい Young(1932)標

本と備讃瀬戸産の標本を比較した.頭骨の形態は非常によ〈似ていて。特に①吻

部の断面はスウエアで上部ではオーバーハングしていること，②眼高下孔は p・
と W の間の真上にあること，③側頭骨が膨らまないこと 1 ④頬骨弓が頑丈であ

ることι ⑤外後頭稜 (7)が存在することなどである。相違点は，①大口蓋孔が

M'の横にJあること，②T.lonの岐頭に hexaconeを欠く こと などである。結

論として.備讃瀬戸産の標本と決定的な差はなく 同種と考えられる。

次に GenusSus (イノシシ属)に近縁な GenusPota岡山oerus (力ワイノシ

シ属)と比較した。Potamochoerusch i nhs i ens i sと比較すると類似点として①

Wに pentaconeとhexaconeがあること，②後頭鱗が広いことがあげられる.

相違点としては， ①臼歯の幅が広〈前臼歯の幅が狭いこと，②眼E置が小さいこと
等がある.特に自盟諸の遣いから別属と考えている。

結論として，ライデッカーイノシシは日本にいたことになる。
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ホッキョクグマの前肢にみられる遊泳適応 神奈川県西部地織の地殻変動と火成活動の変遷

樽創

はじめに

晴乳動物における遊泳適応の研究例除、鯨類や鰭脚類のようないわゆる海生

E甫事L類においては、数多く行われてきた。しかし、状況に応じて遊泳を行う日南
乳類についての研究例は少ない。本研究では、ホッキョヲグマ (Ursus

maritimus)の標本を用いて、前肢にみられる遊泳に関わる特徴を検討した。

方法

ホッキョ ヲグマは北極圏に生息 し、ヲマ類の中でもっとも泳ぐ機会の多い種

類といえる。また系統的にはヒグマ (Ursusactores)に近縁である。ホッキョ

ヲデマは遊泳の際、その推進力をほぼ前肢の運動に頼っている (Flagerand 

Townsend， 1968; Stirling， 1993)。本研究ではホッキョヲグマと近縁種である

ヒダマと前肢骨の比較を行い、また樹上生活に適応したマレーグマ (Helarctos

malayanus) とホッキョウグマの前肢を解剖して筋の比較を行い、ホッキョケ

グマの遊泳適応について検討した。

結集

ホ γキョクデマの遊泳適応

ホッキョクデマの前肢の遊泳適応は、肘、手首関節は運動方向が制限され前

肢全体がパドJレの役目を果たすように変化していること。前肢遠位倒lから手の
ひらにかけてプレード状に扇平な形態をしていること。水をかくときに必要な

上腕・前腕を伸ばして保持するための伸筋、手の伸展を防ぐ屈筋が発遣してい

ること。推進力を担う前肢を後方に引 く筋が発達していること、が挙げられる。

1.パドルへの適応
肘関節のよ腕滑車が大きい :n寸関節の運動の制限(より 1;紬的に)
手〈ぴ関節の関節函が長方形:手首関節の運動の制限(より 1軸的に)

肘頭の発達:肘関節の伸張(上腕筋膜張筋、肘筋などの伸筋の発達)

2，プレードへの適応

手〈ぴの幅が広い(榛尺骨の退位側が肩平=手首関節が罵平)

手のひらが肩平

手のひらをすぽめることができない

機尺骨の遠位側関節の可動性が低い:橋尺骨の固定

伸筋支帯が厚い;犠尺骨の固定

3，前肢の遊泳連勧への適応
前肢を前方へ:線上筋、肩甲下筋、鎖骨頚筋、胸筋の発達

前肢を後方へ:広背筋、大円筋の発達

手首関節の保持:深指屈筋、浅指屈筋、尺側手根屈筋の発途

上腕のイ申筋書草が発達しない

前腕の伸筋書事の鍵貨が長い

本研究内容は第7回日本野生動物医学界大会シンポジウムで発表予定。

個 別研究

宰省宇艮・歪主"a寺 L上1<'つよ号リでF コず ::I:fニL ノレ

ー神奈川県におけるそリアオガエルの分布調査一

新井一政

目的

神奈川県内においては、津久井郡藤野町、鎌倉市、南足柄市の3か所からモリアオガエ

ルの生息が確認されている。これらの生息地犠のうち藤野町のそれを除いては生息する個

体数も少なく、特に南足柄市(金時山)ではl卵嫌が確認されたのみであり、はたして土

着種であるのかどうか疑品世見されているとともに、南足柄の繁殖池(林道の雨水調繋池〉

は98年B月の大雨のために流入した土砂で完全に埋まってしまい、発生していた幼生も

失われたにもかかわらず、 99年7月には埋没した〈水のない〉池の上に6卵擁が散乱さ

れていた。そこで、この個体群が新たな繁殖場所で繁殖を継続するか否かを確認し、分布

の実態にせまる。

今までの車お草

， 1 9 9 6年7月 4日 金時山〈南足柄市) 1卵塊を発見。

cl 9 9 7年調査できず〕

， 1 9 9 8年6月 4日卵塊確認。

6月 11日幼生確認。

6月23日 大雨で繁殖池が完全に土砂で埋まる (幼生は見当たらず〉。

・19 9 9年7月 2日 埋没した池白上白樹岐に6卵塊。

方法

・産卵期における♂の鳴き声による棲息確認調査

-目視による卵境調査 (新たな繁殖場所の所在調査〉

・繁殖地周辺での情報収集 ー 過去において、本種の卵境または幼生を他白地按から持

ち込んだことがないかどうかを繁殖地周辺で聞き込み調査を継続して実施する。

結果

・金時農渇に溜概周池を確認。

， 6月7目、 2卵塊を確認。 複数 (3個体以上〉の雄の鳴き声を随想

， 6月15日、新たに l卵塊確認、 都合3卵塊。

・南足柄での聞き込み調査では有力な情報は得られなかった。

-藤野、鎌倉の両繁殖地で継続して繁殖していることが確認された。なお、両地域とも個

体数が増加している傾向が見られる。

今永勇

神奈川県西部の大磯丘陵、足柄山地、箱根火山などは、伊豆地塊の本州弧への衝突のaw
が強〈現れている地域である.神奈川県西部地震.大穫期地震などで注目される神奈川県西

部の地殻変動、火山活動の変遷について般討する.

丹沢地塊ど伊豆地塊の聞に形成された足柄層群の堆積環境は、約200万年前に 1∞Om-
2000mの深海平坦創で堆積が始まり.大陸斜曲、潮削帯を経て陸上回扇状地に移り変わった.

足柄層群は、隆起して足柄山地を形成し、足柄層群はドーム状に棺曲し、上部塩沢嵐は垂直

に近い傾斜を示している.

国府樟ー松図断層を境に大磯丘陵は隆起し、その変位置は.1000年に約 3mである.神縄

断層を境に丹沢山地側が隆起し、その変移量は西部で 1000年に約 1mとされる.水草測量

によれば丹沢東部は、関東地震後隆起している.足柄山地は、山北駅南方の域山の海按220m

に酒匂川の河床礎層が見つかり、現河床機層と約 120mの高度差がある.酒匂川の谷織から

山北にか吋て伺じような河岸段丘と思われる平坦面が認められ‘現河床との高度差は、谷峨

のよ蔵野 (270m)で約 70mである.lJ!河床と 100m前後の高度斧は、城山の段托榛屑の鋭

曹の地形而の可飽性が考えられる.段丘畷層は、石英閃緑岩と緑色凝灰粁の人頭大の亙角聖書

と粗砂からなり.丙丹沢から流下したものである.町同ほか(!975)によれば、古酒匂川は、

8万年前に西に駿河湾の方向に涜れていたのが、その後東に相模湾の方向に涜路を変えた.

前述の礎層は、その流路を示し、現河床との高度差は、その後の隆起を示すものと考えられ

る.

時1縄断層の切峯面図から神縄断層を挑んだ高度差は、 200m以上である.神縄断層の地衰

のトレースに対して酒匂川・鮎沢川の流路は、約 2km穣れてほぼ平行に疏れ.足柄層群の

走向方向を横切っている.酒匂川の旅路が、断層破砕帯を浸食して流れたと仮定するとその

後の隆起によって神純断層の位置が北に移動した可能性が考えられる.

足柄腐群の火成活動は、足柄周群の下部中部膚形成時に活動が盛んで、火静岩・溶岩流を

堆積し、岩脈・岩床が貫入している.しかし、足柄層群上部塩沢周回堆積時には、活動が嚢

えたと思われる.箱根火山の活動は‘約50万年前に始まり.足柄層群の隆起浸食後に山体

が形成され.大きな地殻変動を受けていない.神奈川県西部地域の地殻変動と火成活動の変

遷との関係についてさらに検討していく予定である.

そ の他

破片化化石員殻層の形成機構とその古生態学的研究

大路樹生・・佐蕨武宏"・大賞千草・

新生代の貝化石層には、貝殺泊唱しく破壊されて、密集している層がしばしば観察さ

れる.従来、このような破片化貝殻密集層は‘台風やストームなどの際の波浪による物

理的破境によって生成されたと考えられてきた.しかし、現在の砂浜に打ち上げられて

いる貝般カ篭し〈破片化している例{例えば福岡県津屋崎海岸)や、台風、冬季の強い

季節風の直後に砂浜に打ち上げられた買の般がまったく磁犠されていない例(伊lえば神
奈川県湖南海岸)から、破壊の主要因は物理的営力によるものではないと考えられる.

そこで、本研究では、生物活動、特に貝類の般を磁滋して軟体部を捕食する、い仰すb

る“dur曜、ag'∞s'な繍食者の捕食活動が、破片化貝般密集層の形成機構として纏めて
重要であると考え、研究を行なった。

園内各地に分布する員殻密集局について、破片化の有無を検討した結果、中生代の 10

燭中、白亜紀後期の 1層を除いて破片化は確認されなかった.一方、新生代の化石畑

では‘ 15層中 13層で、破片化泊寝認された。境界は中生代後期から新生代初期であ

り、“dur叩同E叫 s'な捕食者が登場した時代とほぼ一致する。また、破片化した貝般に

は、捕食性の力ニ類によって捕食された場合と問機の、磁犠の痕跡を持つものも確認さ

れた.この結果については、米国地質学会年会において脆rを行なった。
現在の浅海岐における、破片化に対する生物的要因の重要性を極寸した。波浪の影響

がほとんどない場所である、マングローブ沼jRj也 (沖縄県西表島・石垣島)を積査の場

所として段定し、破片化の状況を観察した.その結果、マングロ ブ林内で、シレナシ

ジミ、キパウミニナの磁片化した死殻カIli':集している場所由報数確認された。密集して

いる場所では、死量生以外の物体が集積していないこと、マングローブの支柱想に僚i創直
等が認められないニと、密集している掲所の近傍で、帰食修復痕を持つ個体の頻度カ潤

いことなどから、ノコギリガザミなどの大型の“由ro帥1ag由どなカニによる繍食の結

果、破片化死般の集積由旬幸成されたということが示唆される.

マングローブ干潟(沖縄県西表島船浦湾)における生物の水平分布、瀬下帯 (神奈川

県湘南海岸)における生物の垂直分布の調査から、破片化された員殻は、ヤドカリ類に

よって利用されることによって、特定の場所に集積されることが明らかになった。

以上より、破片化貝般の密集化には、甲般類による捕食と運搬が大きな役割を果たし

ていることが明らかになった。さらに、中生代後期以降の甲般類の偶発的な進化が、磁

片化貝類密集層の鉱大に密綾な関係を持つことが示された。

- 東京大学大学績建学系研努科 ・ " 神奈川県立生命の星・地疎博物館
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外来研究

イノシシの生息数推定の試みと問題点 神奈川県産変形菌類の分類学的研究

外来研究員松本淳
広谷彰

。はじめに
イノンンは狩"の対"あるいは農作物に骸害を与える審献としてとらえられることが多い.神様川県では有害駆
除と鰐掃により徳年平均百4fift(履近12年間}が嫡損されている.しかし その社会生息は不明な釦分が多く 科

学的な恨拠にもとづいた保康管理がおこなわれているとはいえない
儀警や摘頭に間遺する暢告は いくつカ崎市町村を統絡する行政センター単位でまとめられるが現時点では年

度ごとのデータが入手できなかった.今回は神様川県全体を分衡の職位とし 県環境鹿政禽間資科にもとづき き
わめて予姻的なものだが 骸容量と鋼護ヨ設から生息数の継走をおこなった.県全体ではエリアが古すぎるが これ
はとりあえずの目みとし むしろ そこから見えてくる問担。や今俊の対策について検討したいと，思う

。方法
雄定の方法は 被害量 (h.jは生息賞受に比例し 鍋積{除去}によって被害Ji.'変化するという考えにもとづい
ている.この方法はカモンカの生息数鎗定に利用され、一定の成果をあげている(林&林何回 1989) イノンシ

に聞する 1年のスケジュールは およそ〈困 1>のとおりに進行するーここで E年度の閉めの生息践をNt 厳
署震をSt ~ L 年度末にmt扇町イノ-.，.:/が摘E置されるとすると それらの関係は以下の式で表される aは年
間の自然増滅事とする.

」止=主斗立と5..
S， N巴 (1)

摘溜Eまは駆除と狩捕の総計としたが これは年度末にまとめて除去することを置味している.実際はイノンンは
随略駆除されているので厳密には式 (1)に補正が阜要であるが 通常は鋼撹践に対して駆険撃が小さいのでここ

ではそのままにした.

。結果
被害震とj稽獲数の12年分町データから連続する3年分のデータを頗に式 (1)に入れると 釆知滋Nとαのf査が
得られる.不適正なマイナス舗を除いて得られた路果は Nのfiカ匂j、さく aのばらつき (0.13-0.17)が大きすぎ
るとの印織を受ける そこで、 aを適当に固定したときの生息滋も算出し これらの結果をあわせてく固2>に京
した

。考続
本生包室生の縫宜僧は微妙な厳密量の変化で大きく変勘し この方法からだけでは信観性が低い， !度審量が生息散
に比例するとする今回の仮定に問題がある可能性が高い，ます山中にイノンシの餌がな〈なっているとの僧摘があ
る いっほう畑作物は議集楢が青島〈イノシンにとって魅力的な資源である.したがってたとえ駆除しても つぎの
個体カ咽にでるため 厳寄が謙らないという結果を矧いている可箭径がある.篠滑には 山中にはイノシシがあま

りいすに‘姻の周辺には需にイノンシがいることになる， r管のように数が繍れないJ，大きい個体がいないj
というハンターの狂言は山中の生息密度の減少.個体お編成の若鈴化を示しているらしい このような条件では先
のモデルをそのまま湾周することができない.
調色儀容をあたえる傭体とそうでない個体との分布や社会聞係 駆除が実陣に被害情惨を対織におこなわれたかと
いった問題をフィールドワークをまじえて寓べ その結果をモデルに緩みiるむ必書がある.
窓いくつかの方怯で生包殺の縫定をおこない 縫合的Hこ判断する必哩がある.その定味で 継続して実行されて
いる山中でのライントランセクト法による煽査は 厳望書量にもとづく今田町銅査を補うはずである.
窓生懸掌的研究には長期にわたるデータ町蓄慣がきわめて屋寮になる目駆除や狩嫌個体の傾告もれや集団滑にお
ける孟復傾告を避ける工夫をし データを確実に収集する必要7がある.性別やサイズを配錫できれば 被害対策半

保摂菅寝上きわめて有効である.また ここでは彼書量を示す地ーのデータとして間後骸害荷積を利用したが生
息費支をよりよく反映する客想的信榎の考案が軍まれる

t年度

‘削T一一一一 一一一千何~ l:::. a=O.l 
Oa::O.2 
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【はじめに】変形菌類は主に土壇・植物遺体・生木樹皮に生育しており、世界で約

800種、日本列島からは約 500種が知られている，日本列島は変形菌類相の調査

が比較的進んでいる地績であるが、情報のない地接も処々にあるロ神奈川県はそ

ういった地域の 1つであるロ Emoto(1977)には、産地として神奈川県をあげている

種類が 19属 40種あるが、担製標本の所在など詳しい情報は扱われていない。本

研究では、過去に神奈川県で採集された変形菌類標本を再調査すると共に、新た

に調査を実施した。

【結果と考察】国立科学慢物館に所厳されている昭和天皇、南方熊楠氏、小畔四

郎氏、江本義数氏のコレウション中には 597点の神奈川県産標本が含まれていた。

標本に記臆されている種名に従うと、 24贋 82種が含まれている。ζれらの標本の

ほとんどは第二次大戦以前の梅本であった。

本研究では、鎌倉市源氏山、横浜市日吉小田原市入生田で野外調査を行っ

たロその結果、新たに神奈川県産として 10穫を確認した。次のカヲホコリ鼠 3種が

見出されたことは変形菌類の分布や生態を考える上で興味深い。

Didymium flexuosum Yamashiroウネリ力型ホコリ

本種の特徴は、無柄屈曲胞子のう体を形成し、続状の軸柱をもつこと、胞子嚢

内には胞子に混在してより大型の小のうをもつことであるe北米、南米、ヨーロフ

パなど広く世界から報告があるが、その数は少ない。日本では東京都、広島県、

高知県、鹿児島県から報告がある。

D. floccosum Martin et al ケカヲホコリ

有柄単胞子のう体を形成する。子実体柄の内部が炭酸カルシウム結晶で満た

されているという特徴をもっ.これまでにインド、 ヱウアドル、ベネズエラから報告

があり、日本では静岡県、茨城県から確認されている。

D. leonInum Berk. e( Br キラポシカヲホコリ

有柄単胞子のう体を形成する。子実体柄は海綿状で、胞子のう壁は軟骨質で

ある。本種は、当初は極東地域に限られる種と考えられていたが、その後、中・

南米、オーストラリアからも確認されている。日本では福島県以南で報告がある

が、その数は比較的少ない。

上位の 3種はいずれも、主として広葉樹の落葉上に子実体形成する、照葉樹林

に代表的な変形菌類である。温暖な気候を表徴する結果と考えられる。

本研究では国立科学樽物館の萩原樽光氏に梅本調査について便宜を図ってい

ただいた。お礼申し上げる。

Emoto， Y. 1977. The Myxomycetes of Japan. Sangyo Tosho Publishing Co.. 

Ltd.. Tokyo 
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Rhagophthalmus ingens Fairmaire北ベトナムから フォッサマグナ地媛に生育するスダジイの外生菌根の類別

の再記載および新風の創設

川島逸郎

イリオモ予ポヲル科 RhagophthaI m i daeは現在 3鳳から構成される

が，それらの雄成虫は近縁のホ?zル科 LampyrI daeのものとは異なり，

前胸背仮前縁によって鳳されない頭部， 12節からなる非常に組〈短

い触角 背面において深い欠刻をそなえるか，または大きく分割さ

れる大型の複眼をもつことで特徴づけられるコウチュウ目において

も特異な 一 群で.そのうち Oioptoma属 (Green， 1912) および

Rhsgophth81mmus贋 (Wittmer& Ohb.， 1994; 大場他， 1996) の各 1

種では，ともに雌成虫が無遡の幼虫霊を呈するうえに，二通りの発

光様式を併せ持つことが確認されている

1997年 5月に北ベトナムにおいて撰集され費者のもとにもたら

された巨大な 1種は T 各部の筒形貨を詳細に検討した結果，明らか

に本科に属するもので，現段階においては F.irmai r.(1896)によって

記載された R. ingensと同定されたことから，今回その外部形態を

詳細に報告する しかし.特に頭部や前胸部における特異な形賀状

態や.前記 2腐のものから大きくかけ雌れるまでに巨大化した体躯

を根拠として，新属 Menghuoiusgen. nov をA>J思した この興味あ

る甲虫の習性は未知であるが，保集時におけ，る情報をもとに.若干

の習性や配偶行動を予測した

笠井一浩

m∞年5月の噴火前の三宅島の2種類の林，すなわち，(1) 1962年噴火の溶岩上

に成立するオオパヤシヤブシ林(遷移初期の林)とそれに隣接する(2)推定林齢

500-600年のスダジイ極相林において，スダジイの実生および稚樹について外生菌

根の定着率および mo叩hotypeの調査を行った

外生菌根の定着率は(1)においては 50崎。(2)においては 100%であり12書岩上の

土壊未発達地では外生菌担の定着率が低いことがわかった (1)では，リヲーが比較

的多いところに生育する実生に外生菌視が定着しておりι 外生菌根薗の inoculumの

供給にはリ空ーの存在が関与していると考えられた

外生薗根の mo巾hotyteは。 (1)では 4$1イプ，(2)では 22$1イプが認められ.遷移

初期のオオパヤシャブシ林ではI 外生菌根首の種数が少ないことが示唆されたま

た.雨林分で共通する mo巾hotyteはなく外生菌栂菌の種組成も(1)と(2)で異なる

ことが示唆された，

八丈島のスダジイ極相林と萌芽林においてスダジイの外生菌根定着率と

morphotypeの予備調査を行った定着率は両林分で差が見られなかったが，

mo申hotypeの種類数は萌芽林で多い傾向が見られた

キーワードスダジイ外生菌根 morphotype
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3. 2研究助成金等による研究

文部省科学研究費補助金などの助成金や共同研究、共同施設利用、委嘱事業研究などを、研究事業費の種別ごとに並べた。

なお研究組織において、当館職員の所属は省略した。

助成金の種類 :文部省科学研究費補助金 :萌芽的研究

課題番号 :10878026 

研究課題 :視覚障害者のための博物館における学習活動の

展開と学習教材の開発に関する調査研究

研究期間:平成10~ 12年度

研究組織:奥野花代子(研究代表者)・広谷浩子 ・田口公

則 ・佐藤武宏

内 容:昭和56(1981)年の「国際障害者年」をきっか

けにして、各地の公共施設では障害者に利用しや

すい施設整備を積極的に進めてきた。博物館の場

合でも施設面ではかなり改善され、最近開館した

博物館園でもその対策がとられてきている。

当生命の星・地球博物館でも展示をできる限り

来館者に近づけ、触ることのできる展示物を多く

したり音声ガイドを用意したりして、配慮に心が

けてはいるが、視覚障害者が利用するには不十分

である。そこで、博物館に収蔵されている様々な

資料を用い、また新しい標本や教材となる資料を

収集して、それらを使って視覚障害者のための学

習活動を展開し、展示をより深く理解してもらう

ことにした。併せて利用しやすい学習プログラム

や学習教材の開発をめざして、「視覚障害者のため

のやさしい博物館のありかた」を研究することを

目的とした。

助成金の種類:文部省科学研究費補助金基盤研究(B)(2)

研究課題:万人のための「地球と生命」博物館学習プログ

ラムの開発一障害者も活用できる博物館一

課題番号:10480032 

研究期間:平成1O ~13 年

研究組織 :小出良幸 (研究代表)・平田大二 ・広谷浩子・山

下浩之・佐藤武宏

研究内容 :一般市民が五感を通じて接触できる実物資料や

自然を活用して展開する。デジタル博物館を作成

し、いつでも、どこでも、だれでも学習が可能な、

一般市民や障害者にも利用しやすい形態のもの

とする。市民や障害者が科学学習をするための

ケーススタデイとして、試験的な学習プログラム

を実施する。学習プログラムは、市民や障害者が

独習可能な形態にまとめる。以上の学習プログラ

ムをケーススタデイとして実践的に試行する。

ケーススタデイの結果を踏まえて、最終的には博

物館を活用した万人のための「地球と生命j学習

の方法論を導く 。このような新しい方法論の提示

を本研究の最終目的とする。

助成金の種類 :文部省科学研究費補助金:奨励研究 (A)

課題番号:11740288 

研究課題:新生代を中心とした巻貝に対する甲殻類の捕食

とその進化古生物学的意義

研究期間 :平成 11~ 12年度

研究組織 :佐藤武宏

研究内容 :中生代後期以降、軟体動物の殻を破壊して捕食

を行う捕食性生物が急速に多様化した。その捕食

に対する対捕食戦略として、軟体動物は殻形態が

著しく多様化するように進化してきたという仮

説が提示されている。このような、捕食者と被食

者の相互作用の進化プロセスを探るため、本研究

では、カニ類の捕食様式を観察し、現在・過去に

おける捕食者の特定を可能にする、巻員の殻強度

や捕食に対する殻装飾の有効性を見積もり、進化

の過程における巻員の対捕食戦略の発展を明ら

かにする、化石 ・現生標本から、新生代を通じて

の捕食圧の変選を明らかにすることを目的とし

た。当該年度は、神奈川県藤沢市地域と米国メリー

ランド州・デラウェア州の砂浜環境における破壊

状況の観察、沖縄県石垣島・西表島・沖縄島のマ

ングローブ沼沢地における破壊状況の観察、多変

量解析を用いた巻貝の形態解析とその原因とし

ての捕食の影響の考察、デジタルフォースゲージ

を利用した殻強度の測定等を行った。研究結果の

一部は日本古生物学会2001年年会 (国立オ リン

ピック記念センター ，2001年6月)のシンポジウ

ム講演で発表(佐藤， 2タイトル)されることが

決定している。

助成金の種類 :文部省科学研究費補助金:奨励研究(A)

課題番号 :11780107 

研究課題 :沖縄島の縄文時代におけるイノシシの大型化に

関する研究

研究期間:平成11~ 12年度

研究組織 :大島光春

研究内容:12年度は昨年調査した現生リュウキュウイノシ

シの，各島における頭骨の大きさと形態の比較を

元に，貝塚から出土した頭骨について調査した。

比較のために同時期の東北地方の員塚出土イノ

シシについても同様に調査した。

琉球諸島の遺跡出土のイノシシについては，沖

縄島の渡具知上原員塚 (縄文前期)，野国貝塚B地

点(縄文中期)，古我知原員塚 (縄文後期)，平敷

屋トウパル遺跡 (弥生~古墳)，中川原 (弥生~古

墳)，二重兼久原 (弥生~古墳)，伊江島の具志原

貝塚 (弥生)，波照間島の下田原貝塚(縄文後期)，

大泊浜貝塚 (弥生~古墳)を調査した。比較のた

Fh
d
 

つρ



めに本州では宮城県の田柄員塚(縄文後~晩期)， 

里浜台囲 (縄文後期)，畑中貝塚 (縄文後~晩期)， 

西畑員塚 (縄文晩期)，福島県の弘源寺員塚(縄文

前期)，大畑員塚 (縄文中~後期)，薄磯員塚(縄

文晩期)，相子島貝塚(縄文後~晩期)，寺脇貝塚(縄

文後~晩期)のイノシシを調査した。

その結果，研究を始めるにあたってたてた「縄

文時代のイノシシは後の時代のイノシシより大

きい」という仮説は主たる調査地域である琉球諸

島では否定された。 東北地方のイノ シシでは，現

在南部を除く東北地方にイノシシがいないので

厳密な比較はできないが，ほほ正しい仮説だ、った。

しかし，琉球諸島では野田貝塚，(資料が少ないが)

渡具知上原貝塚ともに縄文中期のイノシシは，現

生リュウキュウイノシシと比べても非常に小さ

い。弥生時代ではほぼ現生のリュウキュウイノ シ

シと同じくらいの大きさになり，極一部にリュウ

キュウイノシシよりも明らかに大きな個体が混

じっている。琉球諸島の遺跡出土のイノシシは頭

骨のほとんどの骨が破壊されていて，大きさの比

較は歯の大きさによった。頭骨や下顎骨で一部に

形態、の特徴が出る程度に大きな骨が数点あった

が，それらの骨の特徴は伊江島の大きな個体を除

いて，すべてリュウキュウイノシシの物だ、った。

しかし，残念なことに 12年度に現生リュウキュウ

イノシシについて報告したような，島ごとの特徴

がわかるような資料はほとんどなかった。

助成金の種類:文部省科学研究費補助金:萌芽的研究

課題番号 :11874069 

研究課題:破片化化石員殻層の形成機構とその古生態学的

研究

研究期間 :平成11~ 13年度

研究組織:大路樹生(研究代表者:東京大学大学院理学系

研究科)・佐藤武宏

研究内容:新生代の員化石は、しばしば破片化した産状を

しめす。これは、従来は波浪等の物理的な営力に

よってもたらされたものと考えられてきた。本研

究では、このような破片化貝化石層が従来いわれ

ているような成因によって形成されたのか、中生

代後期以降急速に多様化した捕食性生物の捕食

活動の結果形成されたものであるかを明らかに

することを目的とした。当該年度は、神奈川県相

模湾と米国メリーランド州・デラウェア州におけ

る現在の砂浜環境での破壊様式の観察、沖縄県西

表島のマングロープ沼沢地環境での破壊様式の

観察、水槽実験によるカニ類の捕食行動の観察、

日本国内各地の新生代の破片化員層中の貝化石

の詳細な観察と米国ヴァージニア介|の新生代連

続貝化石層の詳細な調査を行った。その結果、捕

食性生物の捕食行動に伴う殻の破壊は、破壊化員

層の形成に重要な役割を果たしていることが明

らかになった。研究結果の一部はアメリカ地質学

会2000年年会 (米国ネパダ子トいJノ市)において

発表された。また、日本古生物学会2001年年会

(国立オリンピック記念センター，2001年6月)

のシンポジウム講演で発表(大路，佐藤，各 lタイ

トル)されることが決定している。

助成金の種類:文部省科学研究費補助金:基盤研究B (2) 

課題番号:11480044 

研究課題 :インターネットを活用した博物館地球科学教育

システムの構築

研究期間 :平成11~ 14年度 (4ヵ年計画の2年次)

研究組織:平田大二 (研究代表者)・小出良幸・新井田秀一-

田口公則・五島政一(国立教育研究所)・高橋司

(愛媛県城川町立博物館)

研究内容:本研究の目的は、遠隔地にあり、かっ異なる性

格の都市型総合博物館 (神奈川県立博物館)と地

方型専門博物館(愛媛県城川町立地質館)を例に

して、様々な規格の博物館資料をデジタル資料化

した↑専物音官データベースを構;築し、イ ンターネッ

ト上で活用できる博物館ネ ットワークの実用化

を図ることと、博物館資料データベースが学校や

一般市民に広く活用できるものとするため、この

ネットワークを博物館利用者との交流も含めた

ものとして運営し、博物館の特性を活かした新し

い地球科学教育のシステムのモデルを構築する

ことにある。12年度の成果としては、神奈川県立

博物館では 11年度に構築した博物館デジタル ・

データベース「地球データベースjをインターネッ

ト上のホームペ-yに公開するとともに、 CD-

ROM化した。さらに 12年度に構築した地域地質

データベース「神奈川の大地Jも同様にホームペー
ジ上での公開と CD-ROM化を行った。また、愛媛

県城川町立地質館では地域地質を紹介した「城川

町の地質と化石」を作成した。

助成金の種類:文部省科学研究費補助金:研究成果公開促

進費

申請番号:128093 

研究課題:ネパール産種子植物標本データベース

研究期間 :平成12年度

研究組織:大場秀章 (研究代表者 ;東京大学 ・総合研究博

物館)・鈴木三男(東北大学・理学部付属植物園)・

秋山忍(国立科学博物館・植物研究部)・御影雅

幸(金沢大学・薬学部)・星野卓二(岡山理大学 ・

総合情報学部)・若林三千男 (東京都立大学・理学

研究科)・天野 誠(千葉県立中央博物館)・高橋

晃(姫路工業大学・自然環境科学研究所)・木場英久

研究内容:日本各地の標本庫が所蔵するネパール産の種子

植物の標本について、 l点の標本のデータ(種名、

採集地、緯度・経度、採集日、採集者など)を 1

レコードとするデータベースを構築する。現在、

ネパール植物誌編纂のための研究 (Floraof Nepal 

Project)が、日本、ネパールを中心として世界各

地の研究者が参加して進められているが、その基

礎となるデータベースは欠落している。このよう
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な時期に本データベースを構築する学術上の意

義は、下記の3点にまとめられる。

( 1 )分布図作成:この植物誌では、種ごとに標本

に基づく分布図を作成し、掲載することが計画さ

れている O この分布図作成に利用することが、本

データベースの第一の用途である。ネパールには

5000種を越す種子植物が分布しているが、その分

布を示すためには、各種毎に膨大な数の標本デー

タを集積する必要がある。そのためには、標本デー

タのデータベース化は不可欠である。

( 2 )標本検索:植物誌を編纂する過程で、各執筆

者は担当する分類群の標本を、検討する必要があ

る。標本所蔵の有無を確認してから、貸し出しを

依頼したり、閲覧するために標本庫を訪れること

ができるようになるので、国内各地の標本庫に収

蔵されている標本を、世界中どこからでも検索で l

きるようにすることは、学術資料の利用を円滑化

させ、研究を促進させる効果ある。

( 3 )植物誌編纂:既存の標本のデータベース化に

より、調査不足の地域や分類群を明確にすること

ができ、野外調査へのフィードパックすることが

できる。十分に調査が進んだ地域から、順次、地

方植物誌を編纂し、それを積み上げていき、ネパー

ル全体の植物誌を作ることができる。

助成金の種類:科学技術振興調整費(科学技術庁)

研究課題:スラブ溶融の多様性 チリ南部およびパタゴニ

ア地域に分布する第四紀火山岩を例に一

研究期間:平成 11~. 12 年度(2ヵ年計画の最終年次)

研究組織:丸山茂徳(研究代表者:東京工業大学)・平田大

二・岩森光 (東京大学)・折橋裕二(東京大学地震

研究所)・安問了 (筑波大学)

研究内容本研究の目的は、海溝から沈み込むスラブが溶

融して生じたマグマの多様性について検討する

ことである。そこで、現在中央海嶺の沈み込みが

起こっている南米大陸南端部に注目し、チリ南部

からアルゼンチン南部パタゴニア地方の火山お

よび火山岩分布地域の第四紀火山岩類について

現地調査を実施し、大量の各種火山岩類の採集を

行った。今後、室内において資料の全岩化学分析

を行い、形成年代と広域的な地球化学的特徴との

関係を明確にし、マグマの多様性について検討す

る予定である。

助成金の種類:日本科学協会

研究課題:水惑星成立のプロセス一大地に残された水と生

命、大気の記憶一

研究期間:平成 10~ 12年

研究組織:有馬虞 (研究代表:横浜国立大学)・小出良幸・

平田大二

研究内容: 現在の地球は、固体(大地)、液体(海洋)、

気体(大気)、有機体 (生命)の四つの要素から構

成されている。固体(大地)を中心とする四つの

要素が、現在、お互いにどのような相互作用をし

ているか概観する。そして、四つの要素における

地球史上の重要な現象、事件、成分、活動などを

抽出し、キーワードとする。大地に残された証拠

(過去の岩石や地層)から、海洋、大気、生命の

記憶を読み取り、キーワードに基づく相互作用の

「進化」として整理する。

助成金の種類:平成 12年度笹川科学研究助成

研究種目:学芸員等が行う研究

研究番号:12-337 G 

研究課題:大型地域博物館における脊椎動物化石の標本・

情報収集とデータベース化に関する研究

研究期間 :平成 12年4月1日~平成 13年2月15臼

研究組織:樽創

研究内容:近年、地方自治体によっていくつもの大型博物

館の建設が相次いでいる。その多くは県立レベル

の博物館であるが、展示などのテーマは県や日本

といった行政区画を越えた内容になっていると

ころが多い。そのような中で、県立博物館におけ

る実際の活動は、県という単位での自然史 (また

は自然誌)の標本 ・情報収集という大きな役割が

ある。脊椎動物化石についてもこのような標本・

情報収集が重要な課題であるが、実際には市町村

規模の博物館、または他府県の博物館との聞で標

本が分散してしまっている。そのため、県立博物

館で県内の脊椎動物化石の全容を知るというの

は困難である。また、脊椎動物化石には論文など

によって公表されていない標本も多い。本研究で

は県という行政単位で活動する博物館として、県

内の脊椎動物化石に関する情報および資料の収

集を、神奈川県産の脊椎動物化石について実施する。

脊椎動物化石は、その話題性、貴重性からいろ

いろな施設で収集を希望されている。そのため、

情報・資料が散乱してしまい、調査・研究を行う

にはあちこちに出向かなくてはならず、非常に非

効率的である。本研究では、神奈川県内の博物館

相当施設を大小に関わらず、研究担当者が実際に

標本を確認しながら調査し、脊椎動物化石の詳細

なデータベースを作成する。

助成金の種類:藤原ナチュラルヒストリー振興財団学術研

究助成

研究課題:クヌギの樹液に集まる見虫の衰退とその原因に

関する研究

研究期間:平成 12~ 14年度

研究組織:高桑正敏

研究内容:最近各地でクヌギ樹液が濠出しなくなったこと

による好樹液性見虫の衰退の現状を把握すると

ともに、自然史的・生態的な観点から原因を解明

しようとするものである。具体的には、調査フィー

ルドを神奈川県内と山梨県甲府盆地とし、樹液を

渉出させているクヌギおよび他の樹種の分布状

態を把握するとともに、コガネムシ主科やタテハ

チョウ科チョウ類、シタパガ属ガ類など従来から

内

iつ白



分布情報が集積されている分類群を対象に樹種

ごとの集来確認調査を行い過去の情報と比較検

討する。また、クヌギの樹液を渉出させる主昆虫

のlつ、シロスジカミキリの産卵痕の分布調査を

行うとともに、幼虫がクヌギ幹に穿入する他のカ

ミキリムシ科などの加害状況を調査し、クヌギ樹

液の渉出の減少原因を探ろうとする。得られた成

果は論文としてまとめられるとともに、里山環境

の復元など生物多様性を維持しようとする際の

具体的な基礎資料としたい。

助成金の種類:東京地学協会調査研究助成金

研究課題:箱根火山の基盤岩に関する岩石学的研究 一深

層ボーリングコアを材キヰに一

研究期間:平成 12年度

研究組織:平田大二(研究代表者)・山下浩之・高年一剛

(神奈川県温泉地学研究所)・谷口英嗣(駒沢大学

高等学校)

研究内容:伊豆小笠原弧の北端部に位置する箱根火山の

南東部の山麓から得られたボーリングコアにつ

いて、岩石学的記載と全岩化学分析を行なった。

ボーリングコアは、 1450mのうちの下部のみで、

50万年以前の海成火山砕屑岩から構成されると

考えられる。コアは、岩石学的特徴からから、ター

ピダイト堆積物からなる岩相、溶岩とハイアロク

ラスタイトからなる岩相、火山性砂とラピリから

構成される岩栢の3つの岩相に区分され、それぞ

れの岩相から当時の環境が読み取れる。このコア

のデータは、伊豆一小笠原弧における火山の成長

や、基盤岩の給源となる火山砕屑岩の移動メカニ

ズムや地球化学的特徴を解明するための基礎

データとなる。

助成金の種類:東京大学海洋研究所外来研究員助成金

研究課題:伊豆衝突帯の火山活動の研究

研究期間:平成 12年度

研究組織:今永勇

研究内容:東大海洋研究所研究施設を用いて足柄層群の火

砕岩、溶岩、貫入岩の主成分および微量成分の化

学分析を行った。足柄層群は、本州弧と伊豆小笠

原弧との衝突帯に形成され、矢倉岳の深成岩体の

貫入をはじめ火成活動が盛んに行われている0・分

析結果を基に足柄層群堆積期の火成活動につい

て活動の変遷を明らかにし、フィリピン海プレー

ト運動方向の変遷と足柄層群の火成活動の変遷

についての関連を検討した。

助成金の種類:平成 12年度放送大学特別研究

研究課題:生涯学習におけるハンズ・オン手法 (自然、史)

研究期間 :平成 12年度

研究組織:漬田隆士 (研究代表者)・清野聡子(東京大学教

養学部広域科学)・奥野花代子-田口公則

研究内容:博物館資料を素材にしたハンズ・オン手法は、

近代高度文明社会におけるバーチャル・リアリ

ティ体験の増加により、ややもすると忘れられが

ちであることを深く反省し、真の情報取得には実

物、現場における五官を使った体感経験が基本で

あることを再認識すると共に、古くからその有効

性故に実体験型~参加型と称される体験重視を

超えて、バーチャル全盛期であるからこそ、今の

時代の総合的体裁手法を、殊更にハンズ・オン手

法と呼んでその意義を強調する必要があること

を実証する本研究は、本年度で2年目を迎え、多

大の成果を挙げつつある。

バリアフリ ー策にも現代化の浪は押し寄せてき

ており、単なる設備上の改良、増設問題ではない。

まだ、一般社会への浸透は十分で、はないが、ユニ

ノてーサル商品の開発とリンクする気運が生まれ

てきている。博物館とりわけ自然史関係では、こ

のような流れは極めて大きな意義を持ち、ユニ

ノ\~サル理念を掲げた真に聞かれた博物館が、本

格的な生涯学習の拠点となる局面を生み出すこ

とになる。加えて、行為として「手をふれる」ハ

ンズ・オン思考は、展開すればfac巴tofaceという

ヒト対ヒトという大切な学習場の創出にも大い

に実力を発揮することになる、との論陣を張れる

ようになってきた。大学博物館の誕生も大き転換

の要素になり、博物館一大学一学芸員一専門家の

協同によるハンズ・オン研究の大道が明確にでき

たと考える。

助成金の種類 :公益信託増進会自然環境保全研究活動助成

基金

研究課題:神奈川県で発見されたキイロホソゴミムシの生

息状況と保護に関する研究

研究期間:平成 12 年~ 13年

研究組J織:苅部治紀・高桑正敏・松本慶一 (高尾自然史博

物館)・豊田浩二 (嵐山町町史編纂室)

研究内容 :キイロホソゴミムシ DryptafulveoJa Batesは、

東京都墨田区本所を原産地とする小型のゴミム

シで、東京湾周辺だけから知られる日本特産種で

ある。これまでに東京・千葉の両県数ヶ所からの

記録があるが、その生息環境は汽水域のヨシ原で

あり、同様の環境を生息地とするヒヌマイトトン

ボと同様に、ほとんどの既知生息地はその後の開

発によって絶滅してしまっている。最近の東京湾

周辺の調査でも本種の産地は追加されておらず、

現在知られる確実な産地は、千葉県木更津市の小

植川河口のみとなっている。このような状況から

甲虫類ではも っとも絶滅の恐れが高い種のひと

つとして、 1991年度の環境庁レッドリストでも絶

滅危I財重に指定されている。

ところが、驚いたことに 1999年になって、神

奈川県東部の河川河口にて本種が発見された。生

息場所の詳細については、その生息範囲がきわめ

て限られることと生息数も多くないことからこ

こで具体的に触れることは避けるが、小植川に次

ぐ二番目の現存産地として極めて重要な場所で

。δ
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あると考えられる。

本研究では、上記の現存生息地周辺において、

詳細な現状調査を行い本種の生息範囲を明らか

にし、ついで同生息地における生活史を含めた生

態の解明を行う。これらの結果から本種の保護策

を提言することを目的とする研究である。本種の

生息環境が河口域という破壊されやすい環境で

あり、実際に生息地周辺にまでグラウンド整備の

ための埋め立てが行われてきていることを考え

ても、緊急性の高い研究であり、この研究によっ

て、本種の保護に役立つ成果が得られるものと考

えられる。

3. 3委託調査等

発見後、継続的な予備調査を行ってきており、

おおまかな分布範囲を把握することができた。こ

れまでの結果では、確認生息範囲はヨシ原中の堤

防沿いに幅約 10メートル長さ 200メートルほど

のごく狭い範囲だけである。冬期には流木の隙間

で越冬しているものが確認されており、春季には

ヨシの葉の堆積物下で活動する個体が観察され

ている。しかし、その個体数は極めて少ない。

なお、すでに所轄の建設省京浜工事事務所の担

当部署に本種の存在と保護の申し入れを行って

おり、本研究の成果は今後必要となる行政との調

整にも具体的データとして大いに役立つものと

期待される。

委託調査について、調査名、依頼先、当館担当職員の氏名を順不同で記載した。なお、調査メンバーにおいて館外者の氏

名については省略した。

野生鳥獣の農作物被害の防止に関する調査研究

森林総合研究所広谷浩子

種の多様性調査(動物分布調査)淡水魚類

環境庁瀬能宏

相模湾産海洋生物の画像データベース化相模湾環境保全

へ向けての生物保護区制定のための学術研究グ

ループ 瀬能宏

相模湾の砂底に生息する軟体動物の生活史調査 西湘地区

行政センター 佐藤武宏

環境庁自然環境保全基礎調査生物多様性調査種の多様性調

査，神奈川県産植物標本調査神奈川植生学会勝

山輝男・田中徳久・木場英久

3. 4著作活動・学会発表等

山北町史自然編調査山北町今永勇・勝山輝男・田中徳久・

木場英久・山下浩之

石砂山自然環境保全地域保全対策検討会神奈川県環境部

自然保護課高桑正敏・田中徳久

厚木市域の大山周辺の植物調査

丹沢動植物調査団 田中徳久

綾瀬市史自然編調査

綾瀬市 田中徳久・樽創・山下浩之

小田原市自然調査団小田原市今永勇

学会誌やそれに準ずる出版物に公表された原著論文は，総説，本論文，短報に区分した。それらに該当しない著作・著書・

資料集等は別項目に扱い さらに， 普及的著作物等についても別項目として区分した。なお，各項目への区分は，原則的に各

学芸員からの申告に基づく。

青木淳一(あおきじゅんいち)館長

本論文

Aoki， J. & Y. Yamamoto， 2000. Four new species of the 

superfamily Am巴robelboideafrom Yunnan Province 

in China. Bull. Inst. Environ. Sci. Technol. 

Yokohama Natn. Univ.， 26: 103-110. 

永野昌博 ・大木裕 ・水谷吉勝・島野智之・青木淳一，2000.

横浜国立大学構内の見虫目録(1).横浜国立大学環

境科学研究センタ一紀要，26(1):123-134. 

Bayartogtokh， B. & J. Aoki， 2000. A new and some little 

known species of EporibatuJa (Acari: Oribatida: 

Oribatulidae)， with r巴markson taxonomy of the 

29 

genus. Zool. Sci.， 17(7): 991-1012 

Aoki， J. & Y. Hirauchi， 2000. Two new species of the family 

Zetomotrichidae (Acari: Oribat】da) from Japan. 

Spcies Diversity， 5(4): 351-359 

Aoki， J. ， 2000. A new species of the g巴nusCosmochthonius 

(Acari， Oribatida) from th巴1mperialPalace， Tokyo. 

Mem. Natn. Sci. Mus.Tokyo， (35): 147-149. 

Aoki， J. & Y. Yamamoto， 2000. Three new species of oribatid 

mites仕omMt. Yulongxueshan， Yunnan Province in 

China. 1n: J. Aoki，w.-y. Yin & G.Imadate (ed.) 

Taxonomical Studies on th巴 SoilFauna of Yunnan 

Province in Southwest China (Tokai Univ. Press， 



Tokyo): 7-12 

Yamamoto， Y. & J. Aoki， 2000. Six n巴wspecies of oribatid 

mites from Mt. Jizushan and Mt. Xuerenfeng， 

Yunnan Provinc巴inChina. Ibid.: 13-22. 

Fukuyama， K. & J. Aoki， 2000. Two new haplozetoid-species 

(Acari: Oribatida) collected from Yunnan Province in 

China. Ibid.: 23-32. 

Aoki， J. ， Y. Yamamoto & Hu Sheng-hao， 2000. Acheck list of 

oribatid mit巴sof Yunnan Province in China (Acari: 

Oribatida). Ibid.目 33-41.

大木裕 ・永野昌博 ・保科英人・青木淳一，2001.横浜国立

大学構内の昆虫目録 (II)ー甲虫目の追加 -訂正およ

び横浜甲虫相の考察.横浜国立大学環境科学研究

センター紀要， 27(1)・ 147-155.

著作 ・著書・ 調査報告書・資料集等

青木淳一， 2000都市化とダニ.コ ンクリ ート建造物のコ

ケに生息するササラダニ類東海大学出版会，東

京 xvi+188頁.

Aoki， J. ， Yin Wen-ying & G. Imadate(巴dふ2000.Taxonomical 

Studies on the Soil Fauna of Yunnan Province in 

Southwest China. Tokai Univ. Press， Tokyo 

xxiv+263 pp. 

青木淳一 ・田辺謙一・森岡弘之(編集)， 2000.動物系統分

類学追補版 中山書庖，東京.451頁

普及的著作

青木淳一，2000.青梅の里山ー土嬢動物.プランタ， (68): 3640. 

青木淳一， 2000青梅の里山ー水生動物プランタ ，(6~り : 4143.

青木淳一， 2000.土採り苦労話.どろのむし通信， (23): 1-2. 

青木淳一， 2000.食べる自然愛ネイチュアー・ウオッチン

グ， (秋):1-2. 

学会発表等

Bayartogtokh， B. & J. Aoki， 2000. A taxonomic review of 

oribatid mites of the genus 母印刷uJa.第23回日本

土壌動物学会大会，2000年5月13日-14日，神奈

川県立生命の星 ・地球博物館.

青木淳一， 2000.20世紀の土壌動物学と今後の展望ーなぜ

土壌動物を研究するのか??第 23回日本土壌動物

学会大会公開講演会，2000年5月14日，神奈川県

立生命の星・地球博物館.

青木淳一， 2000.海岸漂着物から見出だされた雌雄異型を

示すササラダニの一種第9回日本ダニ学会大会，

2000年10月12日-14日，マホロパマインズ三浦

今永勇(いまながいさむ)地質学(岩石学)

本論文

今永勇，2001箱根火山古期外輪山東斜面の海底地形

神奈川県立博物館研究報告 σ0)・49-52.

短報

袴田和夫・今永 勇・生命の星・地球博物館岩石ボラ ンテイ

アグループ， 2001国府津一松田断層に隣接する

小田原市上曽我竺土寺に見出された露頭神奈川

自然誌資料， (22): 81-83 

普及的著作

今永勇， 2000 江ノ島の海食地形 自然科学のとびら

6(3) : 22. 

高桑正敏(たかくわまさとし) 動物学(毘虫類)

総説

高桑正敏， 2000.日本産ハナノミ科ハナノミ族概説4.甲虫

ニュース， (129): 1-6. 

高桑正敏， 2000日本産ハナノミ科ハナノミ族概説5.甲虫

ニュース， (130): 1-4. 

高桑正敏， 2000.日本産ハナノミ科ハナノミ族概説6.甲虫

ニュース， (131): 1-4. 

高桑正敏， 2000.日本産ハナノミ科ハナノミ族概説7.甲虫

ニュース， (132): 1-4. 

高桑正敏， 2000.南部フォッサマグナ地域におけるルリボ

シカミキリの分布拡大.月刊むし， (353)・2-17.

短報

高桑正敏， 2000.ミツオホシハナノ ミの奈良県からの記録.

甲虫ニュース， (129): 14. 

高桑正敏， 2000.クヌギの樹液を訪れたクロトラカミキリ.

月刊むし， (356): 44 

Takakuwa， M.， 2000. Occurr巴nceof GJipa uenoi Takakuwa 

(Col巴optera，Mordellidae) in Taiwan. Elytra， Tokyo， 

28 (2): 390. 

Takakuwa， M.， 2000. Records of two species of the genus 

Glijフa(Coleoptera， Mordellidae) from Nias Island， 

West Indonesia. Elytra， Tokyo， 28 (2): 428. 

Takakuwa， M. & T. Hatayama， 2000. Notes on Macrosiagon 

nasutum (Coleopt巴ra，Rhipiphoridae) from the 

south巴rnRyukyus. Elytra， Tokyo， 28 (2)・436

高桑正敏， 2000.ビロウドハマキを横浜市円海山で採集.神

奈川虫報，(131): 54. 

苅部治紀・高桑正敏， 2000.県博関係者が採集した興味ある

甲虫類神奈川虫報， (132): 54. 

高桑正敏・林 寛次， 2001.鹿児島県大隅半島におけるコオ

ピハナノミの記録.甲虫ニュース， (133): 18. 

普及的著作

高桑正敏， 2000.表紙説明 ・今月の虫~ミツオホシハナノミ

インセクタリウム， 22: 214. 

高桑正敏， 2000.垣根を越えた生きものたち(1)プロローグ

1. 2000年7月25日，神奈川新聞.

高桑正敏， 2000.垣根を越えた生きものたち (2)プロローグ

2. 2000年7月26日，神奈川新聞.

高桑正敏， 2000垣根を越えた生きものたち (4)ラミーカミ

キリ.2000年7月28日，神奈川新聞.

高桑正敏， 2000.垣根を越えた生きものたち (5)アメリカシ

ロヒトリ 2000年7月29日，神奈川新聞
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高桑正敏， 2000.垣根を越えた生きものたち(16)ブタクサ

ハムシ.2000年 8月 15日，神奈川新聞，

高桑正敏， 2000垣根を越えた生き ものたち(17)ホソオ

チョウ.2000年8月 16日，神奈川新聞.

高桑正敏， 2000.垣根を越えた生きものたち (22)キボシカ

ミキリ.2000年8月23日，神奈川新聞.

高桑正敏， 2000.垣根を越えた生き ものたち (24)イネネク

イハムシ.2000年8月25日，神奈川新聞 .

高桑正敏， 2000.垣根を越えた生きものたち (25)アオマツ

ムシ.2000年8月初日，神奈川新聞 .

高桑正敏， 2000.垣根を越えた生きものたち (39)ゴキブ1). 

2000年9月 15日，神奈川新聞.

高桑正敏， 2000.垣根を越えた生きものたち (40)エピロー

グ.2000年9月 16日，神奈川新聞.

高桑正敏， 2000身近な自然を楽しくしらべる(1)一(4).各

48pp. P H P研究所.(共編著)

高桑正敏， 2000.表紙写真解説~タラノキの葉を乱暴にか

じり食うキンケビロウドカミキリ神奈川虫報，

(131): ii. 

高桑正敏， 2000.分布を北へと広げるチ ョウたち~人間の

営み，そして温暖化がもたらすもの神奈川県立

生命の星・地球博物館友の会通信，4(5):1. 

高桑正敏， 2000表紙写真解説~アケビコノハのみごとな

隠れっぷり神奈川虫報， (132): ii. 

高桑正敏， 2000.表紙写真解説~ヒメ シロチョウの交尾前

行動 雄はなぜ、口吻を振り上げるのかー神奈

川虫報，(133): ii. 

高桑正敏， 2000.私の虫歴と夢虫σ)中学校時代夢虫，(11):

24-25. 

高桑正敏， 2000. 21世紀の夢虫採集夢虫，(11): 31. 

高桑正敏， 2001.ミイロトラカミキリ ~まぼろしのカ ミキ

リ(番外編)~.天牛通信， (4): 1-3. 

高桑正敏，2001.愛川町で発見されたイトアメンボ.自然科

学のとびら， 7(1): 1. 

高桑正敏， 2001. rかまくらちょう」第 50号をお祝いして .
かまくらちょう， (50): 1. 

学会発表等

高桑正敏， 2000.日本のコブヤハズカミキリ類.昆虫の種分

化を考える会， 2000年9月 15日，長岡市立科学

博物館.

高桑正敏，2001関東地方におけるムラサキツバメとナガ

サキアゲハ発生のナゾ.神奈川昆虫談話会2001年

第2回例会， 2001年2月25日，神奈川県立歴史

博物館

高桑正敏， 2001.箱根の見虫のニューフェイス.開館日記念

講演の集い， 2001年3月20日，神奈川県立生命

の星・地球博物館.

広谷浩子(ひろたに ひろと) 動物学(霊長類)

普及的著作等

広谷浩子， 2000 書評「オランウータンとともに(上・下)J. 

科学川 157-15虫

広谷浩子， 2000. 表紙解説 ニホンザルの新生児自然科

学のとびら 必(2):9. 

広谷浩子， 2000. 特別展図録「フ ットのひとりごとJ48pp. 
神奈川県立生命の星 ・地球博物館.

広谷浩子， 2000. rもしも神奈川にタイワンザルが帰化し
たらJ"垣根"を越えた生きものたち 19.神奈川新
聞8月24日号.

広谷浩子， 2000. 博物館の観察会も進化する ?-2つの自

然、観察会から考えたこと一.自然科学のとびら，6:30.

広谷浩子， 2001. 小田原の動物ーニホンザル一 .小田原市

郷土文化館だより ，10:1. 

瀬能宏(せのうひろし)動物学(魚類)

本論文

Randall， J. E. and H. Senou， 2001. Review of the Indo-Pacific 

gobiid fish genus Lubri，∞>gobius， with description of 

a new sp巴Cl巴sand a new genus for L. pumiJus. 

Ichthyol. R巴s.，48(1): 3-12. 

短報

鈴木寿之・瀬能宏 -坂本勝一 ・岩田明久 ・藍淳正宏，

2000.ナガセハゼの記録およびマツゲハゼに関す

る分類学的問題.伊豆海洋公園通信 ，11(6): 2-6. 

鈴木寿之・瀬能 宏 ・坂本勝一・岩田明久・藍淳正宏，2000

西表島から得られたサルハゼ属4種.伊豆海洋公

園通信， 11(7): 2-7. 

杉山佳代・ 岩田明久 ・瀬能 宏・吉野哲夫， 2000.クロクモ

ハゼ(新称)の西部太平洋からの初記録と適用す

べき学名の検討.伊豆海洋公園通信， 11(9): 2-5. 

鈴木寿之・瀬能 宏・細川正富， 2001.西表島で採集された

日本初記録のアトクギス(新称).伊豆海洋公園通

信， 12(2): 2-4. 

鈴木寿之・瀬能 宏， 2001.伊江島で採集された日本初記録

のフジナベニハゼ(新称).伊豆海洋公園通信，

12(4): 2-4. 

著書 ・調査報告書 ・資料集等

瀬能 宏・大沼久之， 2000.チャイロヤッコ .伊豆海洋公園

通信， 11(5): 1. 

宏・古田土裕子， 2000.ハナヒゲウツボ.伊豆海洋公

園通信， 11(6): 1. 

宏・梅窪広志， 20∞.ヤセオコゼ伊豆海洋公園通信，

11 (7): 1. 

宏・大沼久之， 2000.パケアカムツ .伊豆海洋公園通

信， 11(8): 1. 

宏・原 真一，2000.ムツエラエイ.伊豆海洋公園通

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

信， 11(9)・1.

Harrison， 1. J. and H. Senou， 2000. Order Mugiliformes: 

Mugilidae: mullets. Pag巴s2069-2108 in Carpenter， 

K. and V. H. Niem， eds. FAO species identification 

guide for fishery purposes. Th巴 living marine 

resources of the westem Central Pacific. Vol. 4. Bony 

fishes part 2 (Mugilidae to Carangidae). FAO， Rome. 
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瀬能 宏・中本純市， 2000.タテジマキンチャクダイ(幼魚).

伊豆海洋公園通信， 11(11):1. 

宏， 2000.イザリウオ科.pp. 454-458，1497-1498 in中

坊徹次編日本産魚類検索 ・全種の同定第2版.

東海大学出版会，東京，シワイカナ戸科:pp. 512， 

1506;クダヤガラ科・ pp.512， 1506;ウミテング科-

pp. 515， 1507;ヘラヤガラ科:pp. 516， 1507;ヤガラ

科 :，pp.516， 1507;サギフエ科 :pp. 517，1508;へコ

アユ科:pp， 517，1508;カミソリウオ科 :pp. 518-

519，1508-1509;ヨウジウオ手ヰ:pp. 520-536， 1509-

1515;ボラ科:pp. 537-541， 1515-1519;トウゴロウ

イワシ科:pp. 542-544， 1519-1520;ナミノハナ科-

pp. 545， 1520;カダヤシ手ヰ:pp. 546，1520-1521;メダ

カ不十:pp. 547， 1521;ハタ手ヰ:pp. 690-731， 1539 

1547;シキ'シマハナダイ科:pp. 732， 1548;カワリ

ハナダイ科:pp. 733， 1548;ミハラハナダイ科:pp. 

733， 1548-1549;スギ、手ヰ:pp. 789， 1554;シイラ干ヰ:

pp. 790， 1554;ギンカガミ手ヰ:p. 790;アジ手ヰ・ pp.

791-808，1554-1557;ヒイラギ汗ヰ:pp. 809-812， 1557・

1559;テッポウウオ科 :pp. 882， 1571;シマイサキ

手ヰ:pp. 951-953，1577-1578;ツバメ コノシロ科:pp 

968， 1581-1582;カマス科:pp. 1334-1337， 1632-

1633. 

宏・ 藤代隆久， 2001へコアユ.伊豆海洋公園通信 ，

12(2): 1. 

宏・森山 敦， 2001.レンテンヤッコ.伊豆海洋公園

通信， 12(3): 1. 

宏， 2001.魚類写真資料データベースの構築とその

利用に関わる諸問題.神奈川県博物館協会会報，

(72): 11-20. 

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

普及的著作

宏， 2000. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 84. 

わかりづらい魚を見分けよう (84):ガラスハゼの

仲間.月刊ダイパー 4月号，21(4):70-71. 

宏， 2000. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 85. 

わかりづらい魚を見分けよう (85):ウミシぎウブ

ハゼの仲間.月刊ダイパ-5月号，21(5):146-147. 

宏， 2000.沖縄県西表島のクロヘリイ トヒキベラ

国立科学博物館ニュース， (374):表紙.

宏，2000(May 20).コンピュ ータでフ イッシユ

ウォッチング ー国立科学博物館ニュース， (374): 

10-11. 

宏， 2000. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 86. 

わかりづらい魚を見分けよう (86):ハゴロモハゼ

の仲間 .月刊ダイパー 6月号， 21(6):196-197 

宏， 2000.今，小田原のメダカが危ない 善意?の放

流と遺伝子汚染.自然科学のとびら， 6(2)・14.

宏， 2000. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 87. 

わかりづらい魚を見分けよう (87)ホシハゼの仲

間.月刊ダイパー 7月号， 21(7): 204-205. 

宏， 2000，垣根を越えた生きものたち 3:神奈川の帰

化動物.メダカ.神奈川新聞

瀬能宏， 2000. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 88 

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

わかりづらい魚を見分けよう (88)・ケショウハゼ

の仲間.月刊ダイパ-8月号， 21(8): 210-211. 

宏，2000垣根を越えた生きものたち 12:神奈川の

帰化動物:パスとギlレ.神奈川新聞 .

宏， 2000.垣根を越えた生きものたち 14:神奈川の

帰化動物 :コイ神奈川新聞町

宏， 2000垣根を越えた生きものたち 19:神奈川の

帰化動物:アユの放流と琵琶湖の魚神奈川新聞.

宏， 2000. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 89. 

わかりづらい魚を見分けよう (89):の仲間.月刊ダ

イパー 9月号， 21(9):232-233 

宏， 2000.田んぼや小川の生き物 .Page 9 in杉山雅

則・浜口哲一・高桑正敏・高橋秀男 ・田中徳久・

瀬能宏編著.身近な自然を楽しくしらべる .3.

里山を見てみようー PHP研究所，東京.

宏， 2000.川にすむ魚、たち&)11から海へ&ぼく らは

池の王さまだ.Pages 16-17 & 18-19 & 30-31 in杉山

雅則・浜口哲一・高桑正敏・高橋秀男・瀬能 宏

編著 .身近な自然を楽しくしらべる .4.水辺を見

てみよう .PHP研究所，東京.

宏， 2000干潟で見られる魚、&磯の魚たち.Pages 

23 & 34-35 in杉山雅則 ・浜口哲一 ・高橋秀男 ・田

中徳久・瀬能 宏編著.身近な自然を楽しくしら

べる .5.海辺を見てみよう PHP研究所，東京.

宏， 2000. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 90 

わかりづらい魚を見分けよう (90):ダルマハゼの

仲間.月刊ダイパー 10月号， 21(10):132-133. 

宏， 2000. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 91. 

わかりづらい魚を見分けよう (91):コパンハゼの

仲間.月刊ダイパー 11月号， 21(11): 48-50. 

宏， 2000. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 92. 

わかりづらい魚、を見分けよう (92):ヒメハゼの仲

間.月刊ダイパー 12月号， 21(12):128-129. 

宏， 2000.油査湾のハゼたち.ミドリ，(39): 1 

宏， 2001. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 93 

わかりづらい魚、を見分けよう (93)・ウミヘピの仲

間.月刊ダイパー 1月号， 22(1): 172-174. 

瀬能 宏， 2001.生物を使った大規模な環境破壊~ブラツ

クパスの違法放流~神奈川県立生命の星・地球

博物館友の会通信， 4(6): 1. 

瀬能宏，2001. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 94. 

わかりづらい魚を見分けよう (94)・アナゴの仲間

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

瀬能

月刊ダイパー 2月号， 22(2)・108-110

宏， 2001. SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 95. 

わかりづらい魚を見分けよう (95)・アジの仲間(1I ). 

月刊ダイパ-3月号， 22(3):62-65. 

学会発表等

松浦啓一・瀬能 宏・篠原現人， 2000.日本産魚類データ

ベース.日本動物分類学会第36回大会 ，2000年 5

月20-21日，国立科学博物館分館

松浦啓一 ・瀬能 宏・篠原現人，2000魚類写真資料データ

ベース.総研大画像データベースワークショップ，

2000年 8月 18日，湘南国際村センター.
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鈴木寿之・瀬能 宏，2000.西表島から採集されたハゼ科ベ

ニハゼ属の2未記載種，2000年度日本魚類学会年

会， 2000年 10月下8日，神奈川県立生命の星・地

球博物館.

瀬能宏，2000.標準和名とは， 2000年度日本魚類学会シ

ンポジウム ー魚、の和名を考える一差別的名称、をど

うするか一，2000年 10月9日，神奈川県立生命の

星・地球博物館

佐藤陽一・瀬能 宏，2000.学会への提言一標準和名提唱・

変更に際してのガイドラインー，2000年度日本魚

類学会シンポジウム:魚、の和名を考える一差別的

名称をどうするか一，2000年 10月9日，神奈川県

立生命の星・地球博物館.

宏， 2000.標準和名提唱・変更に際してのガイドライ

ン(案)，2000年度日本魚類学会シンポジウム:魚の

和名を考えるー差別的名称をどうするかー，2000年

10月9日，神奈川県立生命の星・地球博物館

松浦啓一・瀬能 宏・篠原現人，2000.魚類画像データベー

ス.Pages 33-39 in自然史学会連合第6回シンポジ

ウム:博物学とインターネットデスクトップでナ

チュラルヒストリー 21世紀の自然史科学におけ

る画像データベース ，2000年 10月 14日，国立科

学博物館分館.

瀬能

Matsuura， K. & H. Senou， 2001. Fish database in Japan with 
special reference to fish-image database and its rol巴

in biodiversity study. Species 2000 Asia Oceania 

Forum: Taxonomy Initiatives for Biodiversity 

Conservation in an IT Era， 2001年 1月 13日，国立

科学博物館分館.

宏・松浦啓一， 2001.魚類写真資料データベースの構

築とその利用に関する諸問題東京大学海洋研究

所共同利用シンポジウム:生物学と映像の現状と

未来ーその 2一， 2001年2月 15日，東京大学海洋

研究所.

山上高生・瀬能 宏・細谷和海， 2001和歌山県串本の沿岸

魚類相 水中写真を活用した魚類の生物地理学

的研究一，第32回魚類自然史研究会， 2001年3月

17日，大阪教育大学柏原キャンパス.

瀬能

苅部治紀(かるべはるき) 動物学(昆虫類)

本論文

Niisato， T.， & H. Karube， 2000. Additional r巴氾ordsof Clytine 
(Cole⑪ptera， Cerambycida巴)from the Ogasawara 

Islands. Elytra， Tokyo， 28(2): 437-442. 

短報

Karube， H.， 2000. An additional record of Schmiditjana 

shinkaii (Coleoptera， Cerambycidae). Elytra， Tokyo， 

28(2): 310. 

苅部治紀， 2000.ニューカレドニアで採集したトンボの記

録 .Aeschna， (37): 37-41. 

苅部治紀 ・豊田浩二 ・松本慶一，2000.伊豆大島からのアラ

メエンマコガネの言己告主.甲虫ニュース ，(129): 13 

苅部治紀， 2000.浜松市遠州浜にてアメイロトンボなどを

採集.駿i可の昆虫， (190): 5342. 

苅部治紀， 2000.タスマニアにおけるトンボの小観察記

録.Pt巴robosca，(6B): 33-36. 

苅部治紀， 2000.環境庁レッドデータリストについて .

Pt巴robosca，(6B): 37-39. 

苅部治紀・岩田芳美・高橋百合子 ・昆虫斑， 2000.川崎市内

のトンボ類.川崎市青少年科学館紀要， (11): 24-28. 

雛倉正人・苅部治紀， 2000川崎市多摩川河口部の甲虫類に

ついて .川崎市青少年科学館紀要， (11): 38-41 

苅部治紀， 2000.愛川町でアカマダラセンチコガネを採集.

神奈川虫報，(131): 54. 

苅部治紀， 2000足柄平野のキイロサナエその後の記録.

神奈川虫報， (131)・64.

苅部治紀， 2000県内のチョウトンボ・コパネアオイトトン

ボのその後.神奈川虫報， (131): 65 

苅部治紀，2000.県博関係者が採集した興味ある甲虫類.

神奈川虫報， (132): 54 

苅部治紀， 2000.菰釣山でヒゲブトハナカミキリを採集.

神奈川虫報， (132): 72. 

苅部治紀， 2000神奈川県の絶滅見虫.昆虫と自然， (461): 

31-34. 

苅部治紀，2001.酒匂川におけるヒメヒラタシデムシの記

録.神奈川虫報， (133): 69. 

苅部治紀， 2001.津久井町寺入沢でヒゲブトハナムグリを

採集.神奈川虫報， (133): 70. 

著書・調査報告書・資料集等

高桑正敏 ・苅部治紀， 2000.かながわの自然図鑑2見虫 .

有隣堂， 143pp.

普及的著作等

苅部治紀， 2000.小笠原島流し日記.月刊むし，(350): 38-42 

苅部治紀， 2000神奈川の帰化動物. コパネアオイトトン

ボ神奈川新聞， 2000年8月 12日

苅部治紀， 2000.神奈川の帰化動物 コルリアトキリゴミ

ムシ 神奈川新聞， 2000年 8'月31日

苅部治紀， 2000.資料紹介昆虫タイプ標本.自然科学の

とびら， 6(4):32. 

学会発表

苅部治紀，ミルンヤンマ属の2未記載種及び追加知見につ

いて 2000年 11月19日 日本トンボ学会大会

大阪自然史博物館

大島康弘 ・苅部治紀 岡山県から発見されたヒロシマサナ

エについて 2000年11月19日 日本ト ンボ学会

大会大阪自然史博物館

武宏(さとう たけひろ)動物学(無脊椎動物)

本論文

藤巻照久・佐藤修二 ・佐藤利明・上村仁・佐藤武宏， 2000. 

二次元ポリアクリルアミドゲル電気泳動法によ

る有機スズ化合物結合生体成分検出の基礎的検

つdqa 



討ー神奈川県衛生研究所研究報告， (30)・78-82

佐藤武宏・田中徳久， 2001 観察会「磯の生物ウ ォッチン

グ」の進展とその意義 実践生物教育研究， (31) 

38-40. 

普及的著作等

佐藤武宏， 2000. "垣根"を越えた生きものたち かながわ

の帰化動物 11 イッカククモガニ.2000年8月

8日付け神奈川新聞

佐藤武宏， 2000. "垣根"を越えた生きものたち かながわ

の帰化動物 13 ムラサキイガイ.2000年8月10

日付け神奈川新聞

佐藤武宏， 2000. "垣根"を越えた生きものたち かながわ

の帰化動物 27 オオミスジコウガイピル.2000 

年8月30日付け神奈川新聞.

佐藤武宏， 2000. "垣根"を越えた生きものたち かながわ

の帰化動物31 シマメノウフネガイ 2000年9月

5日付け神奈川新聞

佐藤武宏， 2000.マンガルの巨大なカニと員.自然科学の

とびら， 6(4): 26-27. 

PAC G巴0，2000. 1l.地層探検隊一大地の生い立ちを採る6一.

神奈川県立生命の星・地球博物館，4(t.

佐藤武宏， 200l.インターネ ットを利用したウ ォーキング

ナピゲーションシステムの提案 EPACS編，

EPACS活動報告書第3号fEPACSレボリューショ

ンJ. p.35-39. 

学会発表等

Oji， T.， T. Sato & C. Ogaya， 2000. Practical absence of sheIl 

fragments in Japanese M巴sozoiCsheIl beds and their 

increase in abundance in tb巴Cenozoicas a result of 

increased durophagous predation. Geological 

Society of America Annual Meeting & Exposition 

2000. 2000.11.13目 Reno，N巴vada.

勝山輝男(かつやまてるお)植物学(維管束植物)

短報

勝山輝男・中里秀行， 2000日本新産の帰化植物リーベンボ

Jレシースゲ，植物分類，地理， 51:234-236.

勝山輝男， 2000.神奈川県植物誌備忘録， σ).F印 RA

KANAGAWA (50)・581-584.

佐々木あや子・勝山輝男・高橋秀男， 2000.日本新産の帰化

植物トックリツメクサ.FLORA KANAGAWA， 

(50): 584-585. 

勝山輝男， 2001.アメリカミコシガヤの学名訂正とナガパ

アメリカミコシガヤ .FLORAKANAGAWA， (51): 

608-609. 

勝山輝男， 2001.アオテンツキ，ヒメアオカヤツリ，そして

シマクサギ採集記 .FLORA KANAGAWA， (51): 

609-610 

普及的著作等

勝山輝男， 2000.マメ科.茂木透写真，高橋秀男 ・勝山輝男

監修，樹に咲く花離弁花2(山渓ハンデイ図鑑4)，

pp.92-135.;トウダイグサ科.同書，pp. 192-221.;ユ

ズリハ科.同書， pp.222-227.;.ニシキギ科，同書，

pp.41O-451.;モチノキ科，同書，pp. 454-489.;ジン

チョウゲ科，同書， pp. 588-605. 

勝山輝男解説・熊田達夫写真， 2001.野山の野草(ポケ ット

ガイド 10).351pp.小学館

勝山輝男， 200l.神奈川のレッドデータ生物 8消える水田

雑草.かながわの自然， (63): 35. 

勝山輝男， 2001.菌類に養われるクロヤツシロラン .大場秀

章監修，おもしろくてためになる植物の雑学事

典 pp.18田20;世界最大の花ラフレシアの「実jっ

て?同書，pp. 90-92;イヌビワの巧妙な受粉システ

ムー同書， pp.108-111.日本実業出版社，東京.

木場英久(こばひでひさ)植物学(維管束植物)

短報

Koba， H.， 2000. Liliaceae. In Ohba， H. & H. Ikeda eds. The、

Flora of Hinku & Hu叫ωVa11巴ys，East N巴pal.The 

University Museum， tbe University of Tokyo， Natu陀

and Culture， (6): 230-234; Gramineae. ditω， pp. 242-

250; Ara目的.ditto， pp. 250-251. 

木場英久， 2000新帰化植物，ミツノギソウ FLORA

KANAGAWA， (50): 588-589. 

木場英久・田中徳久， 2000.イネ科の新帰化植物，ホガクレ

シパ(新称)ー植物研究雑誌，75:262-263. 

Miyamoto， F.， H. Koba & S. Noshiro， 2001. Distribution maps 

of Juncus (Juncac氾a巴 inNepal. N巴wsletterof 

Himalayan Botany， (28): 21-28. 

著書 ・調査報告書・資料集等

ネパール産種子植物標本データベース作成委員会編，

2001.ヒマラヤ植物研究会データーベース 2001.CD-

ROM. 

普及的著作

木場英久， 2000.おおらかなマメ科植物.自然科学のとびら，

6(3): 18 

木場英久， 2001松葉のねじれは、どっち巻き?大場秀章監

修，おもしろくてためになる植物の雑学事典 pp.

44-46;ジュズダマの玉はなぜ硬い?同書，pp.47-

49;ススキの穏に隠されたリズム同書，pp.66-68;

コブナグサの来た道.同書，pp.69-70;もみの下の

鱗片の謎.同書，pp.71-73;イネ科なのに葉が対生

している?ギヨウギシパ問書，pp.74-75;実らない

花が咲くわけ.同書，pp.l羽田128

田中徳久(たなかのりひさ)植物学(生態)

本論文

田中徳久， 1998.1.現存植生.厚木市相模川の動植物.pp.17-28. 

厚木市教育委員会，厚木.

田中徳久， 2001.宮代コレクションにみる横浜の原風景宮
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代コレクション植物標本目録作成編集委員会編，

宮代コレクション植物標本目録.pp. 22-24.横浜市

こども植物園 ，横浜.

佐藤武宏・田中徳久， 2001観察会「磯の生物ウォッチングJ
の進展とその意義.実践生物教育研究.(31): 38-

40. 

短報

木場英久・田中徳久， 2000.イネ科の新帰化植物，ホガクレ

シパ(新称).植物研究雑誌， 75(4): 262-263. 

著作・著書・調査報告書 ・資料集等

田中徳久， 2000. 1植生綾瀬市編，綾瀬市史調査報告書2.

動物・植物データ集.pp. 3-53.綾瀬市，綾瀬.

回中徳久， 2001.第 l節植物群落 .綾瀬市編 ，綾瀬市史 8(

上)別編自然。 pp.31-71.綾瀬市，綾瀬

新井回秀一・田中徳久， 2001第2節土地被覆分類図， 3分

類区分.綾瀬市編，綾瀬市史8(上)別編自然 .pp.

75-80.綾瀬市，綾瀬

田中徳久・高橋秀男， 2001.宮代コレクション標本目録.宮

代コレクション植物標本目録作成編集委員会編，

宮代コレクション植物標本目録.pp. 35-202.横浜

市こども植物園，横浜.

普及的著作等

杉山雅則・浜口哲一・高桑正敏・高橋秀男・田中徳久-瀬

能宏(編著)， 2000.里山を見てみよう.身近な自

然を楽しくしらべる， 3. 47pp. PHP研究所，東京.

杉山雅則IJ.浜口哲一・高橋秀男・田中徳久・瀬能宏(編著)，

2000 海辺を見てみよう 身近な自然を楽しくし

らべる， 5. 47pp. PHP研究所，東京

田中徳久， 2000.遠山三樹夫先生のご逝去を悼んで、.横浜

植物会年報，(29):1-3. 

田中徳久， 2001.大空を滑空する種子.大場秀章監修，おも

しろ くてためになる植物の雑学事典 .pp. 147-149; 

サツキはなぜ険しい渓岸を好むか同書 .pp. 174-

176;タンポポ戦争?生き残り戦略の新たな展開

同書.pp. 182-185;自家中毒を起こすセイタカアワ

ダチソウ .同書.pp. 186-188;ススキ草原が消えて

いくのはなぜ、か.同書.pp. 189-191;治水で消える

カワラノギク .同書.pp. 192-194;人手をかけない

と護れない雑木林の自然.同書.pp. 195-197;倒木

があって森林は更新されている.同書.pp. 198-

199;植物群落の自動復元システム.同書.pp. 200-

201;異外に長い「春の妖精」の一生.同書， pp. 202-

203;雪国のドーナツ状植物群落.同書.pp. 216-

218;神津島の"擬似高山帯"と"砂漠"同書 pp.

219-221 日本実業出版社，東京

田中徳久， 2001.大空を舞う種子，ハネフクベ.展示シリー

ス5.自然科学のとびら，(7)1: 4.神奈川県立生命の

星・地球博物館，小田原.

学会発表等

TANAKA， N. 2000. Vegetation Units and Phytogeographycal 

Characters of Subalpine Conif，巴rousForests in th巴

Yatsugatake恥10untain恥1ass，Central Japan. 23-28 

July 2000， 43rd Symposium of IAVS. Nagano. 

田中徳久，神奈川県における ミズニラ群落の現況 .2000年

10 月 6 ~ 8 日， 植生学会第5回大会，高知大学

出川洋介(でがわ ょうすけ)菌類学

本論文

Yamada， Y.， T. Ogura， Y. Degawa & M. Ohmasa. 2001 
Isolation of Tricholoma matsutake and T. 

bakamatsutake cultures from field collected 

ectomycorrhizas. Mycosci巴nc巴42:43-50. 

Yamamoto， Y.， H. Hagiwara， Y. Degawa， S. Kawakami & K. 

Takahashi. 2000. Myxomycetes collected at the 

Imperial Palace. M巴m.Natn. Sci. Mus.， Flora and 

fauna of the Imperial Palace， Tokyo I. Flora. (34): 

357-388. 

普及的著作等

出川洋介， 2000資料紹介，落合変形菌コレクション .自然

科学のとびら， 6(3):24. 

出川洋介， 2000.神奈川の帰化動物， 9.オカダンゴムシ.

2000年8月4日，神奈川新聞 .

出川洋介， 2000神奈川の帰化動物 ，10ハナダカダンゴム

シ.2000年8月5日，神奈川新聞.

学会発表

出川洋介， 2000.所属不明菌AenigmatomycesampulJisporus 

の正体は トビムシ目昆虫の精包寄生性接合菌類

であった 2000年5月20日.日本菌学会第44会

大会，近畿大学農学部.

栗原祐子・出川洋介・徳増征二， 2000.メト レ様細胞を形成

するキクセラ目の 1新属 2000年5月20日.日

本菌学会第44会大会，近畿大学農学部.

升屋勇人・出川洋介， 2000.ドロノキ樹皮上のオフイオスト

マトイド菌類の一種について .2000年5月20日.

日本菌学会第44会大会，近畿大学農学部.

出川洋介， 2000.トピムシ目昆虫に寄生する 2種の接合菌

類 .2000年5月14日.日本土壌動物学会第 23回

大会，神奈川県立生命の星 ・地球博物館.

Degawa，Y. 2000， A new sp巴ciesof Entomophthorales attacking 

springtail from Japan and its anisogamic 

zygosporogenesis. 9-13 July 2000. Asian 

Mycological Congress 2000， University of Hong 

Kong. 

樽創(たるはじめ)古生物学(晴乳類)

本論文

Endo， H.， Kakegawa， Y.， Taru， H.， Sasはi，M.， Hayashi， Y. 

Yamamoto， M. & Arishima， K.， 2001. 

Musculoskeletal system of the nωk of polar b巴紅

(Ursus maritimus) and Malayan bear (Hela叫凶
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maJayanus). Annalis of Anatomy， 183 (1): 81-86. 

樽創・田口公則・大島光春・今村義郎， 2001博物館と

学校の連携の限界と展望.博物館学雑誌，26(2):1-10 

普及的著作等

樽創， 2000.博物館における「さわれる展示」一壊される

標本たちの現状一.晴乳類科学，40(2): 175-183. 

樽創， 2000大きな恐竜と生活していた小さな動物 ~ 
最近の日本の化石研究から神奈川県立生命の

星・地球博物館友の会通信 .4(め:1.

樽創， 2000ゾウの歯~標本の身の上調査は慎重に

自然科学のとびら， 6(2):16. 

樽創， 2000.中間歯つてなに?サメの歯化石だ より，

(18): 3-5. 

樽創， 2000.化石の話.厚木市郷土資料館第3回特別展化

石.6-9. 

樽 創， 2001.恐竜学が分かるキーワード五十(分担執筆).恐

竜学が分かる。，126-132.朝日新聞社.東京.

学会発表等

兼子尚知・伊左治鎮治・ 加藤久佳 ・樽創・ 甲能直樹，

2000.千葉県袖ヶ浦市の下総層群清川層より産出

した古脊椎動物一1.地質と産状一.日本古生物学

会2000年年会講演予稿集， 101.

佐々木基樹 ・遠藤秀紀 ・樽創・ 山本雅子・ 有嶋和義・林

良博， 2000.マレーグマ (HelarctosmaJayanus)後

肢の樹上性適応.日本晴乳類学会2000年度大会，

2∞0年9月28日-10月 1日，大阪市立大学.
佐々木基樹 ・遠藤秀紀・樽 創・ 山本雅子・有嶋和義・林

良博， 2000.マレーグマ (HelarctosmaJayanus) ， 

ホッキョクグマ(日"Susmaritimus )およびヒグマ

(U arctos)後肢の比較解剖第 130回日本獣医学

会， 2001年 10月7-9日，大阪府立大学.

大島%膏(おおしまみつはる) 古生物学(晴乳類)

本論文

樽創 ・田口公則・大島光春 ・今村義郎， 2001.博物館と

学校の連携の限界と展望.博物館学雑誌，2的):1-10. 

著書・調査報告書・資料集等

大島光春， 2000自然、化学分析結果報告2 出土動物骨の鑑

定結果.かながわ考古学財団調査報告80 三ツ俣

遺跡II(F地区):155-159. 

普及的著作等

大島光春， 2000.恐竜生命の星・地球物語30，pp.32.

大島光春， 2000.展示シリーズ7 エドモン トサウルス.自

然科学のとびら 6(4):29. 

田口公則(たぐち きみのり)古生物学(貝類)

本論文

山下浩之・田口公則 ・ノj、出良幸 2001.アンモナイトを利用

した化石の触覚実験とその地球科学教育的意義.

神奈川県立博物館研究報告(自然科学)，(30): 41-

47. 

樽創 ・田口公則・大島光春 ・今村義郎， 2001.博物館と

学校の連携の限界と展望博物館学雑誌，26(2):1-10. 

著書 ・調査報告書 ・資料集等

田口公則， 2001.博物館と学校の連携による化石資料のイ

ンタラクテイブ活用.日本モンキーセンタ一年報

平成 11年度・第44回プリマーテス研究会記録「見

る・ふれる・気づくー新しい博物学への扉-J : 
69-72. 

普及的著作等

田口公則，2000.でるかな!?三葉虫~特別展プログラム・化

石ノジュール割り体験自然科学のとびら，

6(3): 21. 

田口公則， 2001.神奈川の自然シリーズ 15:半原越え地学

ハイキング.自然科学のとびら， 7(1): 5. 

PAC Geo (小出良幸 ・平田大二・ 山下浩之・新井田秀一 -

佐藤武宏・田口公則)，2000大地の生い立ちを探る

一地層探検隊一:39pp. 

田口公則，2001."立体感力"を身につける時代~インター

ネット画面から立体物を知るために~. EPACS編，

EPACS活動報告書第3号 rEPACSレボリュー

ションJ: 42-45. 

学会発表等

田口公則， 2000.学校と博物館の連携による化石資料の新

活用~子どもたちの自然体験と博物館体験地

学教育フォーラム「新教育課程での学校と博物館

の新しい関係J，日本地学教育学会 2000年4月
22日，国立教育研究所.

山下浩之 ・小出良幸・田口公則， 2000.形態認識と地学教育

化石の触覚鑑定を例として .臼本地質学会第

107 年学術大会， 2000 年 9 月 29 日 ~ 1O月 1 日，

島根大学

田口公則・ 門田真人 ・安谷屋 昭 ・中田里美， 2000.宮古

島・島尻層群大神島層からのハシナガソデガイを

伴う熱帯住 ・亜熱帯性員類化石の産出.日本地質

学会第 107 年学術大会， 2000 年 9 月 29 日 ~ 1O月

1日，島根大学.

平田大二(ひうた だいじ) 地学(岩石)

本論文

折橋裕二・稲垣賢一 ・平田岳史・安問 了・平田大二，

2000.西南日本外帯， 中期中新世花両岩類のジlレ

コンREE組成とマグマ成因ースラブ溶融の可能

性についてー .月刊地球，号外(30)，14 -21. 

新井田秀一・小出良幸・平田大二， 2001.視覚障害者と健常

者における聴覚と環境認識の関係.神奈川県立博

物館研究報告(自然科学)，(30)， 27-31神奈川県立

生命の星 ・地球博物館.
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平田大二・小出良幸，2001視覚障害者と健常者による触覚

を用いた岩石の観察.神奈川県立博物館研究報告

(自然科学)， (30)， 33-39，神奈川県立生命の星・地球

博物館.

著書・調査報告書・資料集等

平田大二・小出良幸， 2000目太古の地球のすがたを求めて一

酋オーストラリア ・ピルパラ地方の地質調査報告 . 

神奈川地学， (76)・22-31，神奈川地学会，横浜.

普及的著作等

平田大二，2000ス トロマト ライトー酸素大発生の謎を解

く石 .自然科学のとびら，6(2): 13，神奈川県立生

命の星 ・地球博物館

平田大二，2000.チリを歩けば火山にあたる一太平洋の向

こう側，南米チリの火山の様子.自然科学のとびら，

6(4): 28，神奈川県立生命の星 ・地球博物館.

平田大二， 2001.夢を現実にできるかワ!一知の蓄積，神奈

川の地球誌構築.EPACS編， EPACS活動報告書第

3号 IEPACSレボリューションJ，29-30. 

学会発表等

平田大二 ・小出良幸， 2000.触覚による岩石の観察一博物館

における新しい地球科学普及法の開発一日本地質

学会第107年学術大会，2OXl年9月29日ー10月1日.

小出良幸(こいで よしゆき) 地学(地球化学)

総説

小出良幸，2000. 自然史学の重要性と現代自然哲学の必要

性.地学教育， 53，4，141-158. 

小出良幸， 2001. 自然史における情報科学とメディア .神

奈川県立博物館研究報告(自然科学)， 30. 1-26. 

本論文

小出良幸， 2000.焼却灰溶融物の岩石学的評価.環境地質

学会.第 10回環境地質学シンポジ、ユウム論文集，

159-164 

小出良幸・山下浩之， 2001.焼却灰を主成分とした溶融物の

岩石学的評価 .廃棄物学会論文誌.12，2， 59-67 

新井田秀一・ 小出良幸 ・平田大二， 2001.視覚障害者と健

常者における聴覚と環境認識の関係.神奈川県立

博物館研究報告(自然科学)， 30， 27-31. 

平田大二・小出良幸， 2001.視覚障害者と健常者とによる触

覚を用いた岩石の観察.神奈川県立博物館研究報

告(自然科学)， 30， 33-39. 

山下浩之・田口公則 ・小出良幸， 2001.アンモナイトを利用

した化石の触覚実験とその地球科学教育的意義.神

奈川県立博物館研究報告(自然科学)， 30，41-47

普及的著作等

PAC Geo， 2000. 11地層探検隊一大地の生い立ちを探る 6-.

神奈川県立生命の星 ・ 地r~社専物館 ， 4~.

マクロソフト編， 2001.2. エンカルタ百科辞典2001.マイ

クロソフ ト，CD-ROM. 

EPACS編，2001. 3. EPACS活動報告書IEPACSレボリュー

ションJ.第3号， pp 142. 
神奈川県立生命の星・ 地球博物館 .EPACS編， 2001. 3目

「神奈川の大地J有隣堂，CD-ROM. 
学会発表等

小出良幸，2000年4月22日.地学教育と自然史教育一新し

い自然史教育を目指して一 .日本地学教育学会

フォーラム .

小出良幸， 2000年6月26日.新しい自然史教育を目指し

て.2000年地球惑星科学関連合同大会.

小出良幸，2000年7月29日.21世紀は， 自然史学教育を.

21世紀地学教育大阪フォーラム

小出良幸， 2000年7月31日.自然史学の新しい教育法を目

指して.地学教育学会第 54回全国大会

小出良幸， 2000年9月31日.長期教育による新しい地学教

育のあり方 .日本地質学会第 107学術大会.

山下浩之・田口公則 ・小出良幸，2000年9月31日 形態認

識と地学教育一化石の触覚鑑定を例として一 .日

本地質学会第 107学術大会.

平田大二・小出良幸.2000年9月31日.触覚による岩石の

観察一博物館における新しい地球科学普及法の

開発 .日本地質学会第 107学術大会.

小出良幸， 2000年 10月 12日.自然史学の視点からの地学

の大切さ.日本地学教育学会フォーラム.

小出良幸，2000年 11月10日.焼却灰溶融物(人工石)の

評価.第 11回廃棄物学会.

小出良幸，2000年 11月 13日.焼却灰溶融物の岩石学的評

価 .第 10回環境地質シンポジ‘ュウム.

新井田秀一(にいだ しゅういち)環開特(海洋7f:)字)

本論文

新井田秀一・小出良幸 ・平田大二 2001.視覚障害者と健常

者における聴覚と環境認識との関係.神奈川県立

博物館研究報告(自然科学)， 30: 27-31. 

著書・調査報告書・資料集等

大山貢・小塩哲郎・佐藤正道・新井田秀一.i賓田浄人，
2001.平成 12年度科学系博物館における情報技術

を利用 した博物館活動への取り組みに関する海

外先進施設調査報告書.カメイ社会教育振興財団

助成 48pp.全国科学博物館協議会.

普及的著作等

PAC Geo (小出良幸 ・平田大二 ・山下浩之・新井田秀一-

佐藤武宏・田口公則)，2000.大地のおいたちを探る

6一地層探検隊.39p，神奈川県立生命の星-地球博

物館 .

小出良幸 ・平田大二 ・山下浩之・ 田口公則 ・新井田秀一 -

川手新一， 2001. CD-ROM版神奈川の大地一岩

石・鉱物・地層 ・歴史一神奈川県立生命の星 ・

地球博物館・ EPACS編，有隣堂，横浜

小出良幸 ・平田大二・ 山下浩之 ・新井田秀一， 2000神奈川
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の地質.神奈川県立生命の星・地球博物館・EPACS

編 EPACS編， 2001. EPACS活動報告書第3号

fEPACSレボリューションJ， 145pp. 
新井田秀一， 2000リモートセンシングで地表を調べる生

態学寸描.nSEN巴wsletter，30: 5. 

山下浩之(やました ひろゆき)地学 (岩石)

本論文

山下浩之・凹口公則・小出良幸， 2001.アンモナイトを利

用した化石の触覚試験とその地球科学教育的意

義 .神奈川県立博物館研究報告自然科学， 30・41-

47 

小出良幸・山下浩之， 2001.焼却灰を主成分とした溶融物

の岩石学的評価.廃棄物学会論文誌， 12(2): 59~67. 

著書・ 調査報告書・資料等

PAC Geo， 2000大地の生い立ちを探る一地層探検隊一

82pp，神奈川県立生命の星・地球博物館.

EPACS編， 2001. f EPACSレボリューションJ. EPCAS活
動報告書第2号， 142pp，小田原.

山下浩之， 2001グリーンランドの岩石.自然科学のとびら，

7(1): 8. 

学会発表等

山下浩之・田口公則・小出良幸， 2000.形態認識と地学教育

一化石の触覚試験を例としてー.日本地質学会第

107学術大会，松江

Taniguchi， H， Mann巴nK. Yamashita H. S. Kawat巴 andD. 

Hirata， 2000. Basement of the Northern Tip of the 

lzu-Ogasawara (Bonin) Arc Volcano: Lithological 

Charact巴risticsof the 1450 M巴terCore Sample in the 

Hakone Volcano， Central Japan， Eos， Trans. AGU. 81 

(48)， Fall M巴et.Suppl. F. 1336. 

奥野花代子(おくのかよ乙)博物館学

著書・調査報告書・資料集等

奥野花代子， 2001ユニバーサル・ミュージアムをめざして

一神奈川県立生命の星 ・地球博物館の争ーキング

サイン・ガイドシステムの拡充について一.神奈

川県立博物館研究報告(自然科学)，(30):53-63神

奈川県立生命の星・地球博物館.

普及的著作等

奥野花代子， 2000ユニバーサJレ・ ミュージアムと文化環境

一人と人とのつながりやミュージアムどうしの

ネットワークから創造される感動体験一，カルチ

ベイ ト(12):26-33.文化環境研究所

学会発表等

奥野花代子， 2000.優しい博物館のあり方を目指して一全国

の博物館における視覚障害者への対応調査からー.

関西ミュージアム・メッセ 2000/ミュージアム届汗

究フォーラム，2000年5月25日大阪国際会議場.

松島義章(まつしま よしあき)古生物学(貝類)

著作 ・著書・調査報告書 ・資料集等

松島義章， 1999a.池子遺跡群No.l-A南地点の地層と海

成沖積層より産出した員化石池子遺跡群E 財

団法人かながわ考古学財団調査報告書，45，p. 175 

188. 

松島義章， 1999b池子遺跡群No.I-A地点における海成

沖積層貝化石とその 14-C年代測定.池子遺跡群

X財団法人かながわ考古学財団調査報告書， 46，

p.845-854. 

松島義章， 1999cー池子遺跡群 No.l-A地点における弥生

時代の貝類池子遺跡群X 財団法人かながわ考

古学財団調査報告書， 46， p. 836-844. 

松島義章， 1999せ.池子遺跡群No.l-A東地点の海成沖積

層より産出した貝化石.379-388.池子遺跡群医 財団

法人かながわ考古学財団調査報告書， 45，p. 421-

428. 

松島義章， 1999巴.池子遺跡群No.l-A東地点よ り出土し

た平安時代の貝類.池子遺跡群医 財団法人かな

がわ考古学財団調査報告書， 45， p. 389-398. 

松島義章， 1999f.池子遺跡群より明らかになった貝類.池

子遺跡群X 財団法人かながわ考古学財団調査

報告書 ，46，p. 51-70. 

松島義章， 1999g.縄文改進に伴う逗子低地の地形変遷池

子遺跡群X 財団法人かながわ考古学財団調査

報告書， 46，p. 347-378. 

松島義章， 2000.足柄層群の化石と古環境一貝化石群集を

中心に一.地学団体研究会第54回総会シンポジウ

ム要旨集， p. 39-40. 

松島義章， 2001.南関東地域科学系博物館ネットワーク推

進事業にアドバイザーとして参加して.エデユテ

イメント(楽修)性豊かな学習プログラム作りを

めざして生命の星 ・地球博物館開館五周年記念論

集，博物館検討シリーズ(III )， p. 202-205 

学会発表等

松島義章， 2000.足柄層群の化石と古環境一員化石群集を

中心に .地学団体研究会第54回総会シンポジウム.

長瀬和雄(芯がせかすお )地球環境(地下水学)

普及的著作等

長瀬和雄・日本地下水学会富士山地下水研究グループ，

2001，富士山の地下水と人間活動，(財)日本科学協

会，海洋科学からみる水惑星の多角的視点に立つ

基盤研究， pp. 223-261 
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3. 5非常勤講師

職名、勤務先、担当者、通年でない場合の期間、の順に記載した。担当者については、 }II買不同である。

文教大学女子短期大学部文教大学小出良幸

文教大学国際学部非常勤講師文教大学木場英久

電気通信大学非常勤講師電気通信大学松島義章

玉川大学非常勤講師玉川大学松島義章

日本女子大学非常勤講師 日本女子大学松島義章

3. 6各種委員 ・役員 ・その他

放送大学非常勤講師放送大学松島義章

日本大学生物資源科学部非常勤講師 日本大学長瀬和雄

日本大学生物資源科学部非常勤講師(後期集中)

日本大学勝山輝男

地位、勤務先、担当者の順に記載した。担当者については、順不同である。

川崎市青少年科学館協議会委員 今永勇

山北町町史編纂資料調査委員 山北町今永勇-松島義章

山北町町史執筆調査委員 今永勇

生涯学習放送番組「神奈川再発見j企画会議委員 今永勇

小田原市郷土文化館協議会委員 小田原市教育委員会

奥野花代子 ・広谷浩子

箱根町立郷土資料館常設展示室改修検討委員 奥野花代子

笹川科学研究助成選考・評価委員 財団法人日本科学協会

奥野花代子

全日本博物館学会委員 奥野花代子

日本ミュージアム・マネージメント学会関東支部幹事

日本鞘題学会副会長・自然保護委員会委員長 ・英文誌編集

委員 日本鞘麹学会高桑正敏

日本昆虫協会理事 日本昆虫協会高桑正敏

神奈川県自然保護協会常任理事(編集委員) 神奈川県自然

保護協会高桑正敏

鶴見川希少生物生態・保全対策検討会委員 建設省京浜工

事事務所高桑正敏

ヒメボタル研究会委員 西湘地区行政センター 高桑正敏

大和市文化財保護審議会委員 大和市勝山輝男

湯河原町文化財保護審議会委員 湯河原町勝山輝男

神奈川県植物誌調査会運営委員 神奈川県植物誌調査会

勝山輝男 ・木場英久・田中徳久

神奈川県植物誌2001作業委員 神奈川県植物誌調査会
勝山輝男 ・木場英久・田中徳久

神奈川県植物誌調査会事務局 神奈川県植物誌調査会

勝山輝男・木場英久・田中徳久

小田原市文化財保護委員会委員 小田原市教育委員会

勝山輝男・松島義章

東京地学協会編集委員 東京地学協会小出良幸

神奈川県鳥獣総合対策協議会サル対策専門委員 神奈川県

広谷浩子

日本魚類学会庶務幹事 日本魚類学会瀬能宏

日本魚類学会評議員 日本魚類学会瀬能宏

日本魚類学会自然保護委員会副委員長 日本魚類学会

瀬能宏

希少野生動植物種保存推進員 環境庁 瀬能宏・勝山輝男

自然環境保全基礎調査検討会検討員環境庁瀬能宏

河川水辺の国勢調査魚介類スクリーニンググループ委員

(財)リバーフロント整備センタ一 瀬能宏

ネパール植物誌データベース委員長ヒマラヤ植物研究会

木場英久

東京大学総合研究博物館協力研究員東京大学総合研究博

物館木場英久

横浜植物会運営委員横浜植物会田中徳久

「宮代コレクション植物標本目録J編集委員 横浜市こど
も植物園 田中徳久

生田緑地ホトケドジョウ保存事業実行委員 川崎市教育委

員会田中徳久

日本変形菌研究会幹事 日本変形菌研究会 出川洋介

神奈川キノコの会本部役員標本担当 神奈川キノコの会

出川洋介

日本古生物学会行事係幹事 日本古生物学会樽創

日本崎蛤学会編集幹事 日本婿蛤学会苅部治紀

日本婿蛤学会自然保護委員会委員 日本崎蛤学会苅部治紀

川崎市文化財調査員 川崎市苅部治紀

鶴見川希少生物生態保全対策検討会委員 建設省京浜工事

事務所 苅部治紀

川崎市青少年科学館改築基本計画検討委員 川崎市苅部

治紀

日本第四紀学会評議委員・会計監査日本第四紀学会松島

義章

日本地質学会news誌編集員 日本地質学会松島義章

川崎市文化財審議委員会委員 川崎市教育委員会松島義章

鎌倉市文化財専門委員 鎌倉市教育委員会松島義章

神奈川県自然保護協会監事神奈川県自然保護協会松島

義章

神奈川県文化財協会理事神奈川県文化財協会松島義章

千葉県自然誌系地形 ・地質執筆委員 千葉県県史料研究財

団松島義章

神奈川県地域活断層調査委員会オブザーパー 神奈川県地

震対策課松島義章

相模原市立博物館評議会委員 相模原市松島義章

日本地下水学会副会長 日本地下水学会長瀬和雄
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日本地下水学会評議委員 日本地下水学会長瀬和雄

東京地学協会理事東京地学協会長瀬和維

東京地学協会評議委員 東京地学協会長瀬和雄

東京都環境影響評価審議会委員 東京都長瀬和雄

地質技術関連5学協会継続教育協議会委員 地質関連5学

協会長瀬和雄

神奈川県地域活断層調査委員会オブザーパー 神奈川県地

震対策課長瀬和雄

3. 7 講演依頼等

査読

Elytra日本鞘題学会高桑正敏

月刊むし (有)むし社高桑正敏

A巴schnaトンボ研究会 苅部治紀

魚類学雑誌日本魚類学会瀬能宏

Ichthyological Research日本魚類学会瀬能宏

植生学会誌植生学会田中徳久

MycosCienc巴 日本菌学会出川洋介

講座の実施日順に、日時、依頼先、演題、担当者、場所について記載した。

2000年 4月20日 財団法人国際生態学センター 第65

回研究会講演「字宙からのリモートセンシングを

用いた土地被覆分類」 新井田秀一 神奈川県横

浜合同庁舎

2000年 4月22日 日本地学教育学会地学教育フォーラム

講演 1 I地学教育と自然史教育一新しい自然史
教育をめざして j 小出良幸 国立教育研究所

20∞年 4月22日 日本地学教育学会地学教育フォーラム

講演 2 I学校と博物館の連携による化石資料の
新活用一子どもたちの自然体験と博物館体験 j 

田口公則 国立教育研究所

2000年 4月26日 逗子市社会教育委員会助言「これか

らの生涯学習体制の整備について」 奥野花代子

逗子市立図書館分室

2000年 5月21日 相模原市立博物館企画展講演「河原

の石の生まれと育ち一小石が語る大地の歴史-J
平田大二 相模原市立博物館

2000年 5月24日 小田原市立下府中小学校総合学習指

導「博物館の活動を知ろう」 田口公則神奈川県

立生命の星 ・地球博物館

2000年 5月25日 日本ミュージアム・マネージメン ト学

会 ミュージアム研究フ ォーラム講演「新しい博

物館のあり方をめざして一全国の博物館におけ

る視覚障害者への対応調査から-J 奥野花代子
大阪国際会議場

2000年 5月26日 福島県立博物館友の会研修会対応

「解説方法等についてJ山口佳秀神奈川県立
生命の星・地球博物館

2000年 5月30日 神奈川県地質調査業協会研修会講演

「神奈川県の活断層について」今永勇神奈

川県立かながわ県民センター

2000年 5月31日鴎友学園女子高等学校博物館見学と

グループ別講義 1I地球の誕生と移り変かりj
平田大二 神奈川県立生命の星・地球博物館

2000年 5月31日鴎友学園女子高等学校博物館見学と

グループ別講義 2I海洋植物から陸上植物への変
遷」 木場英久 神奈川県立生命の星・地球博物館

2000年 5月31日鴎友学園女子高等学校博物館見学と

グループ別講義 3I崎乳類 環境への適応とその
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進化の違い」 広谷浩子 神奈川県立生命の星・地

球博物館

2000年 6月 2日 東大和市立中央公民館施設見学対応

「ノfリアフリーなまちづくり一社会教育施設の

バリアフリー化 J奥野花代子神奈川県立生
命の星・地球博物館

2000年 6月 3日 鳩ケ谷市立南小学校PTA 講演「恐

竜11:章、 6000 万年~+ 6500万年?恐竜は本当に絶

滅したのか?~J 大島光春鳩ケ谷市立南小学

校

2000年 6月 3日 小田原市中央公民館成入学校講演「野

外を歩こう 小田原の植物を学ぶ J 田中徳久
小田原市中央公民館

2000年 6月 4日 三浦半島活断層調査会野外研修会指

導「大磯E陵の起源を探るj 平田大二大磯E陵

2000年 6月 7日 福島県石川町石川町博物館づくりの

ための視察対応「神奈川県立生命の星 ・地球博物

館の展示についてj 平田大二神奈川県立生命

の星 ・地球博物館

2000年 6月 8日 小田原市小学校教育研究会理科部研究

会 講義 「野生動物との共存(足柄下地区のサJレ

について)J 広谷浩子神奈川県立生命の星・地

球博物館

2000年 6月10日 (財)神奈川県ふれあい教育振興協会

講演「地球環境についてJ新井田秀一神奈川県
立三浦ふれあいの村

2000年6月10日 野外を歩こう ~小田原の植物を学ぶ

~小田原の森小田原市中央公民館 田中徳久

小田原市入生田(長輿山周辺)

2000年 6月12日 鎌倉市教育委員会講演「野生動物の

絶滅を考えるJ広谷浩子鎌倉市教養センター
2000年 6月13日 神奈川県立教育センター 案内と講義

「箱根の植物と博物館利用J勝山輝男箱根外
輪山湯河原峠付近の森林と神奈川県立生命の星-

地球博物館

2000年 6月14日 所沢航空発祥記念館視察 「音声ガイ

ドシステム導入についてj 奥野花代子神奈川

県立生命の星・地球博物館

20∞年 6月16日 静岡県環境部自然、ふれあい室視察・



指導「ユニバーサル・デザインの博物館展示につ

いてJ奥野花代子 神奈川県立生命の星・地球博
物館

2000年 6月17日 横浜市立大学理学部講義及び展示 ・

施設案内「自然科学ゼミー自然系博物館の存在と

活動-J 新井田秀一 神奈川県立生命の星・地球
博物館

2000年 6月23日 千葉県立中央博物館 「神奈川県立生

命の星・地球博物館のボランティア制度についてJ
奥野花代子神奈川県立生命の星・地球博物館

2000年 6月27日 小田原市教育委員会おだわらシルバー

大学講義「小田原の自然」広谷浩子生きがい

ふれあいセンターいそしぎ

2000年 6月28日 愛川町教育委員会山十文化財セミナー

講義「中津のゾウを復元しよう」樽創古民家

「山十邸」

2000年 7月 2日 横浜こども科学館講義「化石はっく

つ体験教室」 大島光春横浜こども科学館

2000年 7月 3日 小田原市三の丸小学校講義「いきも

のの話J広谷浩子小田原市三の丸小学校
2000年 7月 5日 横浜市立二つ橋養護学校講義 「中津

層化石ガイダンス」 田口公則神奈川県立生命

の星・ 地球博物館

2000年 7月 6日 三菱プレシジョン株式会社新入社員研

修講義「バリアフリーからユニバーサルに向け

た取り組みについて」 奥野花代子神奈川県立

生命の星・地球博物館

2000年7月8日磯の動物観察会けやの森学園佐藤

武宏三浦市油査湾・小網代湾周辺

2000年 7月15日 日本ミュージアム・マネージメント学

会助言「関東支部活動準備会」奥野花代子乃

村工事杜

2000年 7月18日 }II崎市生涯学習振興事業団かわさき市

民アカデミー講座見学研修講義「神奈川県立生

命の星・地球博物館の展示方針についてj 山口佳

秀神奈川県立生命の星 ・地球博物館

2000年 7月25日・27日 南足柄市郷土資料館指導「昆

虫観察会j苅部治紀 南足柄市郷土資料館及び丸

太の森

2000年 7月29日 21世紀の地学教育を考える大阪フォー

ラム実行委員会公開シンポジウムと総合討論

f21世紀は、自然史教育をJ小出良幸 メルバ
ルク大阪

2000年 8月 3日 愛知県博物館協会体験学習指導「漁師

は海のおさかな博士J瀬能宏 豊橋市細谷町海岸
2000年 8月4日 麻布大学講義「博物館における学芸

員の仕事一専門分野との関連からーj 広谷浩子

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

2000年8月8日 自然観察会東京電力(株)横浜火力発

電所高桑正敏 ・苅部治紀 三浦市城ケ島

2000年 8月18日 足柄下郡教育会理科研修会指導「箱根

火山」 平田大二 ・山下浩之大観山近くの太閤台

2000年 8月24日 小田原市中学校教育研究会 小田原市

理科夏季研修会指導「丹沢湖周辺の変成岩を中心

-41-

とした岩石の調査」 山下浩之 丹沢湖周辺

2000年 9月 2日 小田原市中央公民館成人学校講演

「野外を歩こう一小田原の植物を学ぶ-J 木場
英久小田原市中央公民館

2000年 9月 5日 JlI崎市生涯学習振興事業団 かわさき

市民アカデミー自然、観察相談員認定特別講座講

義「植物学」勝山輝男新百合21ビル・

2000年 9月16日 小田原市中央公民館成人学校実習

「野外を歩こう一小田原の植物を学ぶ-J木場
英久神奈川県立生命の星・地球博物館

2000年 9月20日 筑波大学附属盲学校中学校理科応用授

業(出前授業) 講義「巻員のなかまとそのかたち 1J 
佐藤武宏筑波大学附属盲学校

2000年10月 2日 あきる野市教育委員会ふるさとあき
る野市民カレッジあきる野の自然の歴史をのぞ、

く一自然史入門 講義「秋川谷の化石 ・晴乳類と

化石j 樽創 あきる野生涯学習センター

2000年10月 4日 神奈川県高等学校教科研究会指導

「箱根特有の植物j 勝山輝男 箱根駒ヶ岳~大

涌谷方面

2000年10月 5日 小田原市立山王小学校講義「地層と

化石・神奈川の化石」 田口公則 神奈川県立生命

の星・地球博物館

2000年10月 6日 環境農政部緑政課解説・案内「湯河
原の自然に親しむ」 勝山輝男 幕山ハイキング

コース

2000年10月14日 日本地学教育学会シンポジウム 講演

「自然、史の視点からの地学の大切さ」 小出良幸

北とぴあ

2001年10月15日 南足柄市子ども地域活動促進実行委員

会指導「昆虫観察会j 苅部治紀南足柄市郷土

資料館

2000年10月18日 筑波大学附属盲学校中学校理科応用授
業(出前授業) 講義「巻員のなかまとそのかたち2J
佐藤武宏筑波大学附属盲学校

2000年10月18日 教育センター教職経験者研修(15年

次)講座l 講義「施設や展示、活動等、博物館

の概要についてj 山口佳秀

2000年10月18日 教育センター教職経験者研修 (15年

次)講座2 講義 「優しい博物館をめざして一視

覚障害者と博物館一」 奥野花代子 神奈川県立

生命の星・地球博物館

2000年10月18日 教育センター教職経験者研修 (15年
次)講座3 施設案内 山口住秀 ・奥野花代子 ・

苅部治紀神奈川県立生命の星・ 地球博物館

2000年10月19日 足柄下郡教育会理科研修会講義「火
山灰の中の鉱物J平田大二・山下浩之 神奈川県
立生命の星 -地球博物館

2000年10月22日 荒井沢緑栄塾楽農とんぼの会案内・

指導「里山の自然を考える」 勝山輝男 横浜市栄

区公田町荒井沢市民の森

2000年10月25日 筑波大学附属盲学校中学校生物応用授

業 (出前授業) 講義「巻貝のかたちと成長1J

佐藤武宏筑波大学附属盲学校



2000年11月 l日 筑波大学附属盲学校中学校生物応用授

業(出前授業) 講義 「巻員のかたちと成長2J
佐藤武宏筑波大学附属盲学校

2000年11月 2日 千葉県博物館協会視察研修講義「博

物館のホスピタリ一(特にユニバーサル・デザイ

ンへの取り組み等)についてJ奥野花代子神奈
川県立生命の星 ・地球博物館

2000年11月 3日 よみうりランド海水水族館講演

「シーラカンスと魚の進化」 瀬能宏 よみうり

ランド海水水族館

2000年11月 7日 伊勢原南公民館講義「大山の成立過

程と地質J今永勇伊勢原南公民館
2000年11月11日 小田原市中央公民館成人学校講演

「野外を歩こう一小田原の植物を学ぶ j 出)11

洋介 小田原市中央公民館

2000年11月15日 神奈川県立教育センタ一理科テーマ別

研修講座講義と案内「神奈川の岩石のふるさと」

平田大二酉丹沢周辺

2000年11月16日 山北町立山北中学校総合学習指導

「山北町の地層と化石についてj 田口公則 山

北町谷峨周辺・山北中学校

2001年11月17日 南足柄市子ども地域活動促進実行委員

会 指導「昆虫観察会」苅部治紀南足柄市郷土

資料館

2000年11月18日 生涯学習文化財課講義 「神奈川の

活断層と地質について」今永勇生涯学習情

報センター

2000年11月18日 早川ダイビングセンター講演「早

川の海の魚J 瀬能宏 神奈川県立生命の星・地球
博物館

2000年11月18日 藤沢市教育委員会ライフセミナー 講

義「地球環境について」 新井田秀一 神奈川県立

生命の星 ・地球博物館

2000年11月18日野外を歩こっ~小田原の植物を学ぶ~

小田原のキノコ 小田原市中央公民館出川洋介

小田原市入生田 (長輿山周辺)

2000年11月19日 横浜市立戸塚高等学校定時制体験学

習指導「岩石のっくりについてj 平田大二・山下

浩之神奈川県立生命の星 ・地球博物館

2000年11月21日 東京大学大学院理学系研究科 「ダン

ベイキサゴの生活史 ・捕食一被食関係とその進化

古生物学的意義についてJ佐藤武宏東京大学
大学院理学系研究科

2000年12月 2日 生涯学習文化財課 フィールドワーク

指導及び案内「活断層を見る一神縄断層の見学-J
今永勇 山北町市問地区

2000年12月 3日 小田原市環境ボランティア協会水源

地保全のための"森林の枝打ち・間伐"体験教室

講義「自然、環境と水J新井一政小田原市塔ノ峰
青少年の家

2000年12月12日・ 13日 武蔵中学校指導 「博物館見

学と巡検j 平田大二・山下浩之 神奈川県立生命

の星 ・地球博物館と箱根方面

2000年12月13日 横浜市栄区役所地域振興課生涯学習支

援係展示案内「博物館の地球展示室についてj

小出良幸 神奈川県立生命の星 -地球博物館

2000年12月13日 小田原市立下府中小学校体験学習指

導「大磯層の化石を発掘しようJ田口公則 神奈
川県立生命の星 ・地球博物館

2000年12月19日 小田原市立泉中学校指導「新採用

研修に係わわる体験学習一昆虫部門-J 苅部治
紀神奈川県立生命の星 ・地球博物館

2000年12月25日 小田原ロータリークラブ 車話「地球環

境についてj 新井田秀一 小田原商工会議所

2001年 1月 9日・16日 小田原市立泉中学校指導「新

採用に係わる体験学習一古生物-J樽創神
奈川県立生命の星 ・地球博物館

2001年 1月12日 箱根町・真鶴町 ・湯河原町各教育委員

会議話「博学連携の在り方について」及び施設

見学奥野花代子神奈川県立生命の星 ・地球博

物館

2001年 1月12日 座間市教育研究所教材開発研究員会

施設参観に伴う指導「身近な植物(校庭の植物)

を中心に、同定の仕方や標本の作り方等」 田中徳

久 神奈川県立生命の星・ 地球博物館

2001年 1月15日 東京大学教育学部講義「博物館の活

動について一博物館とバリアフリー (神奈川県立

生命の星 ・地球博物館の場合)J 奥野花代子 東

京大学教育学部

2001年 l月17日 名古屋市科学館視察及び講義「パリ

アフリー設備についてj奥野花代子神奈川県立

生命の星・地球博物館

2001年 1月18日 財団法人多摩市文化振興財団講義

「イネ科植物の多様性と進化J木場英久パル
テノン多摩

2001年 1月20日 生涯学習文化財課 「菌類から知る神

奈川の変化についてJ出川洋介 神奈川県立生
命の星・地球博物館

2001年 1月20日・ 27日 小田原市中央公民館成入学校

講演「野外を歩こう 一小田原の植物を学ぶ-J 勝
山輝男 小田原市中央公民館

2001年 1月24日 生涯学習文化財課 「帰化植物から知

る神奈川の変化についてJ勝山輝男 神奈川県
立生命の星 ・地球博物館

2001年 1月24日 生涯学習文化財課 「恐竜像の変化J
大島光春神奈川県立生命の星 ・地球博物館

2001年 1月24日 小田原市野猿対策協議会講義「ニホ

ンザルの生態と被害対策事業」 広谷浩子神奈

川県立生命の星・地球博物館

2001年 1月26日 社団法人佐保会講演「サルがいてヒ

トがいて」 広谷浩子 奈良女子大学

2001年 2月 4日 川崎市青少年科学館 こども自然、探検

隊の施設見学案内「神奈川県立生命の星・地球博

物館J山下浩之神奈川県立生命の星-地球博物館
2001年 2月 7日 小田原市立鴨宮中学校職場体験学習

指導「博物館ボランティア体験講座員類分野へ

の参加 J 佐藤武宏神奈川県立生命の星・地球
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博物館

2001年 2月 8日 吉野川地下水利用組合講演「地下水

の話し」 長瀬和雄徳島市カンハートホテル

2001年 2月 9日 鳥取県立博物館視察「常設展示の概

要、学校教育支援及び教育普及活動の取り組み、

館蔵資料のデジタル化の取り組みについて」

田口公則 神奈川県立生命の星・地球博物館

2001年 2月10日・ 11日 愛川町教育委員会親子ふれ

あいシリーズ体験学習・指導「親子化石教室J
田口公則 愛川町半原公民館(ラピンプラザ)

2001年2月12日 南足柄市子ども地域活動促進実行委員

会指導「見虫観察会」 苅部治紀南足柄市郷土

資料館

2001年 2月13日 小田原市小学校理科教育研究会講義

「カビとキノコの話」 出川洋介神奈川県立生

命の星・地球博物館

2001年 2月14日 小田原市教育研究所 小田原市教育相

談指導学級案内「神奈川県立生命の星・地球博物

館のパックヤードの紹介」 小出良幸神奈川県

立生命の星・地球博物館

2001年 2月20日 開成町立開成小学校新採用研修に関

わる体験活動講義と体験実習「視覚障害者の博物

館利用と活動」 奥野花代子神奈川県立生命の

星・地球博物館

2001年 2月22日 小田原市教育研究所小田原市教育相

談指導学級の体験学習「岩石標本作りの指導j 小

出良幸神奈川県立生命の星・地球博物館

2001年 3月 6日 神奈川県環境農政部緑政課有害鳥獣

捕獲指導者育成事業「サルの被害防除講習会」講

演「神奈川県のニホンザルの生息状況と生態につ

いてj 広谷浩子 ]A厚木本所

2001年 3月14日 小田原市立城北中学校職場体験指導

「神奈川県立生命の星・地球博物館の古生物分野

を学ぶj 田口公則 神奈川県立生命の星・地球博

物館

2001年 3月22日 日本水道協会関東地方支部講演「地

下水の話し」 長瀬和雄神奈川県立かながわ労

働プラザ

2001年 3月23日 カネボウ株式会社小田原工場施設見.

学と講演「地球環境の大切さと一人一人の役割」

新井田秀一神奈川県立生命の星・地球博物館
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3. 9 学術交流

名称、日時、場所、担当者の順に記載した。

神奈川昆虫談話会2000年度第3回例会 2000年4月2日

講義室高桑正敏・苅部治紀

日本土壌動物学会2000年大会 2000年5月13-14日 シ

アターほか 青木淳一・出川洋介 ・高桑正敏

2000年 6月 4日 2000年度第 l回魚の会共催講演会西

側講義室瀬能宏

湖南地球科学の会第73回例会 2000年7月22日 講義室

平田大二・ 山下浩之・大島光春

第3回EPACS合宿研修会 (平塚) 2000年9月9日-10

日 ホテルサンライフガーデン 小出良幸・平田

大二・山下浩之・新井田秀一-田口公則・佐藤武宏

日本菌学会関東支部フォーレ 2000年 9月 9日-10日

東丹沢県民の森・丹沢ホーム 出川洋介

2000年 9月24B 2000年度第3回魚の会共催講演会西
側講義室瀬能宏

3. 10 外来研究員の受け入れ

2000年 10月 6日-9日 2000年度日本魚類学会年会

ミュージアムシアター・講義室 ・特別展示室・実

習実験室 ・会議室瀬能宏

2000年10月9日 2000年度日本魚類学会シンポジウム「魚

の和名を考える一差別的名称をどうするか」

ミュージアムシアター ・講義室・実習実験室

瀬能宏 ・奥野花代子

神奈川昆虫談話会2000年度第5回例会 2000年 10月29日

講義室 高桑正敏・苅部治紀

神奈川昆虫談話会2001年度第1回例会 2001年 l月28日

講義室高桑正敏・苅部治紀

湘南地球科学の会第77回例会特別展「ふしぎ大陸南極

展」記念講演会 2001年3月17日 (土) 講義室

平田大二・大島光春・山下浩之

天皇陛下日本魚類学会ご出席(ミュージアムシアターにて)

「調査研究活動に関する要綱」に基づき、外来研究員の受け入れを行っている。今年度は、 5名受け入れた。なお、研究内

容については 3.1調査研究事業の「平成 11年度研究発表会講演要旨集jを参照のこと。

広谷彰:イノシシの生息数推定の試みと問題点

松本 淳:神奈川県産変形菌類の分類学的研究

川島逸郎 :Rhagophith丘lumsingens Fairmaire北ベ トナムか

らの再記載および新属の設立

笠井一浩 :フォッサマグナ地域に生息するスダジイの外生

菌根の類別

Atik Retnowati :神奈川県産ホウライタケ属の分類学的研究
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4. データバンク機能

博物館には、貴重な自然遺産を集積し、将来へ継承していく使命がある。ここでは、そのデータパンクとしての博物館の

機能として、博物館資料の整備および利用状況をまとめた。

4. 1 資事i偶芯兄

4. 1. 1 平成13年3月31日現在の収蔵資料登録莫績
※収蔵資料管理システムの都合により，来年度年報で報告

4. 1. 2平成 12年度購入資料
[植物その他]

ウラジロチチコグサ (種子植物キク科)模型 l点

カタクリ(種子植物ユリ科)模型 l点

キンラン(種子植物ラン科)模型 l点

イチリンソウ(種子植物キンポウゲ科)模型1点

ウラジロチチコグサ模型

[脊椎動物]

チンパンジー全身骨格模型1点

[魚類]

相模湾およびその関連海域の魚類56点

小田原市場に水揚げされる水産上重要魚種32点

原始的硬骨魚類7点

イタチザメ剥製 l点

[毘虫]

世如コ昆掛察本

コガネム汁ヰ

ノサザナミゴライアスハナムグリ雌必型L育、

庁
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クワガタム沖ト

ネリマルガタクワガタ儒アフリカ) L点

イザルドFマルガタクワガタ(南アフリカ) 2点

パリアヌスクシヒケマグソクワカヲ(ニュージーラン門 2点

ヘルムスオオズクワガタ(ニュージーランド) 2点

オベススオオコツノクワカ、、タ(オーストラリア) 1点

クロツヤムナコブクワガタ(オーストラリア) L点

ツメカクシクワガタ(インドネシア ・スマトラ) 1点

マライタツメカクシクワカヲ(インドネシア・マライタ) 1点

ミイロツヤクワガタ黒化 (インドネシア ・スラウェシ 4点

ミイロツヤクワガタ(インドネシア ・スラウェシ) 2点

レコウルテイツヤクワガタ(インドネシア ・スラウェシ) 4点

スマトラツノ回フタンクワカヲ(インドネシア・スマトラ.)3点

サノ千サビクワガタ(マレーシア ・ボルネオ) 2点

スリランカネブトクワガタ(スリランカ) 1点

ヘラツノネブトクワガタ(マレーシア ・ボ〕レネオ) 1点

へラツノネブトクワガタ(インドネシア) 2点

カミキリム汁ヰ

ヒイロオオハナカミキリ(マダガスカjレ) 3点

ムラサキアオカミキリ(ベトナム) 6点

ナミピアオオメアオカミキリ(ナミピア) L点

ソメワケヒレアシアオ(ナミピア) 2点

トゲヒゲノコギリカミキリ(マダガスカル) 1点

クシヒゲソコギリカミキリ(ウズベキスタン) L点

チンパンジー全身骨格模型



オオキパノコギリカミキリ (ソマリア)1点

シジカイアオカミキリ(南ベトナム) L点

アッサムフタオピアオカミキリ (イン門 1点

スミイロヒレアシアオカミキリ(ボルネオ) 1点

タマムシカミキリ(ボ)レネオ) 1点

アケボノコノてネカミキリ (ボルネオ)、l点

コノてネノコギリカミキリ (ベトナム)ペア

キオピオオアオカミキリ (ボルネオ)1点

コパネアオカミキリ (タイ) 1点

オオキバアオカミキリぐマレー)2点

カタアカハテマオカミキリ (ボルネオ) 2点

アズキハデアオカミキリ (7レー)1点

セリケラホ、ノコパネカミキリ仲間 l点

オサム洋十

オオズダルマゴミムシ (オーストラリア) 1点

タマム汁十

べニオウサマムカシタマムシ(オーストラリア)1点

ミイロフトタマムシ(オーストラリア)1点

スジグロソメワケタマムシ(オーストラリア)4点

ムカシゼミ科

ムカシゼミ (オーストラリア) 4点

世界のトンボ目標本

ホソイトトン科ヰ

Drepanposticta halterata (フィリピン) L点
Protosticta foesteri ('マレー)L点
イト トンオキ十

Amphicnemis grandis ('マレー)1点

Stenoagrion dubium (ボルネオ)1)点

Onychoargia atrocyana ('マレー)1点

Pseudoagrion pilidorsum (フィリピン) 1点

目 nobasissamaritis (フィ リピン) 1点

ミナミイトトン枠ヰ

Prod，白'as訂:ineurapaJawa叩na(フイリピン)2点
F必?切Oωdaお拍制5幻印'JfleL

Prod.ぬas幻'Ineur.汀ra即 tωost白忽伊'gma マレ一) L点

Ela柑tt.ωtωO仰n即E叩uraa卸'na丘a1is('付マレ一→) L点

モノサシトンオキj-

アオモノサシトンボ(イギリス)3点

Calicnemia ery的omelas(タイ) l}点

トルボサウルスの一種歯の化石
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サメの一種 (フア Jレカタス)

Astenocnemis stephanodera (フィリピン) 1点

Coeliccia warneri (フィリピン)L点

CoeJiccia paungyi (タイ)1点

CoeJiccia yamas泊 i(タイ)1点

Risiocnemis siniae (フィリピン)1点

Risiocnemis varians (フィリピン) L~ 

Ri幻ocnemispraeusta フィリピン) 1点

ハナダカトン科ヰ

Indocypha vittaω (タイ) 1点

Cyrano angustior (フィ リピン) 1点

助 inocyphaarg凶 (タイ) 1点

Rhinocypha xan伽(ス:マトラ) 1点

ミナミアオイトトン枠ト

MegaJestes kurahasu (タイ) 7点

アオイ トトン科ヰ

OroJestes wallacei (マレー) 1点

ヤマイトトン科ヰ

PodoJestes orientalis (マレー) 1点

Rhinagrion macrocephaJus (マレー) 1点

Rhinagrion mima (タイ) 1点

BurmargioJestes meJanothorax、(タイ) 1点

カワトンオキト

Neurobasis anumariane (フィリピン)2点

Mnais yunosukei (タイ)1点

ミナミカワトンオキト

Euphaea pahyapi (タイ)2点

Dy，平haeadimidiata (タイ)1点

ヤンマ科

jレリボ汁ンマ(イギリス) 2点

マダラヤンマ(イギリス) 2点

ムカ汁ンマ科

オオムカシヤンマ (オーストラリア)3点

パースムカシヤンマ (オーストラリア) L点

ムカシトン科ヰ

ヒマラヤムカシトンボ (イン門 2点

[化石]

カJレカ口町、ン・アンガスチデンス(サメ類)歯の化石

ミリオパチス(エイ類)歯の化石

メガマウスザメ(サメ類)歯の化石



ムカシホオジロザメ歯の化石

ホオジロザメ歯の化石

ノコギリザメ目(サメ類)化石

ファルカタス(サメ類)化石

ムカシオオホオジロザメ1個体分の歯のレプリカ

デスモスチルス・ヘスペルス(海棲11甫乳類)の歯の化石

海牛類の歯の化石

スピノサウJレスの一種歯の化石

トルボサウルスの一種歯の化石

ダスプレトサウルス・トロスス歯の化石

厚歯二枚貝化石2点

[鉱物]

合成水晶 10点

カリナンダイヤモンド原石のレプリカ1点

[地球環境]

地球観測衛星ランドサット画像 60シーン

4. 1. 3平成 11年度寄贈資料
※収蔵資料管理システムの都合により 一部は来年度年報で報告

[脊椎動物]

センザンコウ剥製 I点

[軟体動物]

ダイオウソデガイほか 10点

オキナエピスほか217点

[鉱物]

日本産鉱物標本61点

日本産鉱物標本35点

メノウ -テクタイト 慣石(オテ守ツサ) 3点

水品群晶 1点

[化石]

4. 1. 4 平成 11年度採集その他による資料
[維管束植物]

維管束植物さく葉標本 多数あるが，収蔵資料管理システ

ムが稼動していないため，来年度年報で報告。

[菌類]

日本産菌類標本 多数あるが，収蔵資料管理システムが稼

動していないため， 来年度年報で報告。

[魚類]

日本産魚類 多数あるが，収蔵資料管理システムが稼動

していないため，来年度年報で報告。

国外産魚類 多数あるが，収蔵資料管理システムが稼動

していないため，来年度年報で報告。
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スピノサウルスの一種歯の化石

アンモナイトほか化石 8点

三葉虫ほか化石28点

赤坂石灰岩(灰皿細工) 1点

古生代魚類化石 10点

[魚類写真] (デジタルデータとして受入)

多数あるが，収蔵資料管理システムが稼動していないた

め，来年度年報で報告。

[軟体動物]

相模湾産軟体動物標本多数あるが，収蔵資料管理システ

ムが稼動していないため，来年度年報で報告。

西表島産軟体動物標本多数あるが，収蔵資料管理システ

ムが稼動していないため，来年度年報で報告。

その他日本産軟体動物標本多数あるが，収蔵資料管理シ

ステムが稼動していないため，来年度年報で報告。



4. 1. 5平成 13年度既存鄭ヰの加工
既存資料を保存や展示のために加工を行った

[脊椎動物]

アジjレテナガザル剥製・骨格

ダスキールトン剥製 ・骨格

ワタボウシタマリン剥製・骨格

4. 2 図書資料収集成冗

今年度受け入れした和書の冊数は、購入が 137冊、寄贈

が 1，005冊であり、洋書については、購入が31冊で寄贈が

2冊であった。受入れ図書の合計は1，175冊である。平成

13年 3月31日現在の所蔵資料総数は次のとおりである。

4. 3 資料利用防兄

4. 3. 1 資料特別利用
博物館が収集した資料を研究に供する

ために特別利用の制度を設けている。利用

しようとする者は、特別利用承認申請書を

提出し、承認を受ければ収蔵資料の閲覧、

計測、撮影などができる。

毘虫
標本

画像

軟体動物 標本
-甲殺類 画像

動 魚 標本

類画像
デジヲJし画像

両生・ 標本

物腿虫類 画像

鳥類
標本

画像

日南乳類
標本

画像

植物
標本

画像

地球環境
標本

画像

古生物
標本

画像

その他
標本

画像

言十

-48 -

-国内刊行図書

・国外刊行図書

.購入国内雑誌

・購入国外雑誌

.寄贈国内雑誌

・寄贈国外雑誌

.ビデオソフト

'CD-ROM 
-マイクロフィルム

閲覧 縁景5

183件

H牛 3点

3件 35点

1件 1点

183件 5{牛39点、

研究

21牛12点

5件 32点

5件 28点、

11牛 2点

42件634点

3件 56点

1件 1点

59件765点

9， 705冊

2， 394冊

10タイトlレ

24タイトル

1， 968タイト Jレ

489タイトル

270巻

15タイトル

34リール

縄載 展示

1件 1点

1件 7点

1件 4点

1件 1点

1件 3点

4件 11点

1件 2点

9件 27点、

E十

H牛
1点

31牛
19点

11件!
62点

225件
634点

3/牛
8点

13件
107点

H牛
2点

256件
831点



4. 3. 2資料館外貸出利用
博物館が収集した資料を普及 ・教育等に供するために館

外貸出の制度を設けている。利用希望者は、館外貸出承認

申請書を提出し、承認を受ければ収蔵資料を利用すること

ができる。

4. 4 資料爆蒸

l¥ 
毘虫

軟体動物

動 -甲殻類

魚類

両生・

物 JI1e虫類

鳥類

日南乳類

植 物

地球環境

古 生物

その 他

言十

標本

1件 1点

1件 4点

3件 105点

51'牛
110点

博物館資料を永く良好な状況で保存するために、収蔵資料に対して煤蒸を実施した。

[期間] 平成 12 年 6 月 2 日 ~6 月 8 日

[内容]殺虫、殺卵、殺菌を目的とする密閉爆蒸(エキボン)

[場所]収蔵庫 1(動物 ・植物 ・古生物・ 地球環境標

本)・収蔵庫2 (見虫標本)・見虫標本製作室 ・液

浸標本収蔵庫・ 薬品処理室・薬品庫

49 -

貸 出

デジタル E十
画 像

函像

2件 26点
2件 26点

(含.細密函)

101牛 35点 2件 6点 12件 41点

1件 1点 !

1件 4点

31牛 3点 6件 108点

15件 2件 22件
64点 6点

」ー
180点



5. 学習支援機能

県民の生涯学習活動を様々な側面から支援することは、博物館の主要な任務の一つである。当館では企画情報部を組織し、

事務職員と研究職員(学芸員)とが協力態勢をとり 、学習支援を円滑に進めている。県民の意欲が高まる中で、そのニーズ

に応えるため、当館の特質を生かした自然科学講演会 ・各種の講座な どの学習支援事業を展開している。

また、自発的な学習を行える場としてミュージアムライブラリーを用意し、団体利用者などには要請に応じて学習指導員

による学習支援の便宜もはかっている。さらにボランテイア養成講座、博物館実習、友の会運営などの様々な活動を通じて、

県民が学習支援活動の運営にも積極的に携われるよう態勢を整え、地域に根ざした博物館として県民との密接な連繋を目指

している。

5. 1 自然科学議員会等

本年度に開催された、館主催、共催の展示、学会等に関連して普及目的から一般公開のかたちで実施された自然科学講演

会等の行事について以下に開催順に記した。

講演名 | 実施目

・土壊動物学会記念公開講演会等 | 

r20世紀の土壌動物学と今後の展望J 15月14日 1 3 : 00 -1 5 : 00 
ミュージアムシアター

土I蓑動物学会若手の会主催 15月13日 1030-12・00
サテライトシンポジウム |ミュージアムシアター

「菌を食う・菌に食われる」

~菌と土1衰動物の複雑で多様な関係 。

その生態から応用まで~

演題・演者

「ワラジムシの多様性と進化J

富山市科学文化センター 布村昇

「なぜ土I嚢動物を研究するのかつ」当館 青木淳一

「菌類による微小動物捕食と収数」

東京学芸大学犀川政稔

「キノコとトビムシのおおらかで復雑な関係」

信州大学漂畠拓夫

「トビムシ類を用いた作物病害防除は可能か」

東北農業試験場 白石啓義

-特別展
「サルがいて人がいて 18月5日 13:30-15:00 
関連自然科学講演会 |講義室

8月26日 13:30-15・00
講義室

-魚類学会公開記念講演会等

公開特別講演会 110月8日 18: 00-19: 00 
ミユージアムシアター

シンポジウム「魚の和名を考える 110月10日 9:20-16:10 
ー差別的名称をどうするかーJ 1ミユージアムシアター

-特別展

「ふしぎ大陸南極展」記念講演会 13月17日 14: 00-17: 00 
(湖南地球科学の会・ |ミ・ュージアムシアター

神奈川地学会共催)

「南纏大陸の自然を傑る」

-開館6周年記念講演会
(兼サロン・ド・小田原 13月20日 14: 00-17: 30 
開館日記念講演の集い |ミュージアムシアター

「自然誌(史)学を楽しむ

~いま箱根の自然は-J

「霊長類の行動進化」

早稲田大 長谷川長理子

「野生動物との共存について」

日本獣医畜産大 羽山伸一

「田中茂穂先生の思い出J

魚の会会長 望豊島清夫

「標準和名とはJ当館瀬能宏

「魚の差別的名称」徳島県立博物館佐藤陽一

「水族館における差別的名称、の扱い」

串本海中公園センター 内田紘臣

「人権からみた生き物の名称」

大阪人権博物館朝治武

「視聴覚障害者からみた差別的名称と展示についてJ

手でみる博物館桜井政太郎

「学会への提言~標準和名提唱・変更に際してのガイド

ライン-J

徳島県立博物館佐藤陽一・当館瀬能宏

「南極観測の歴史と南極大陸の地質」

国立極地研究所 白石和行

「南極のペンギン」国立極地研究所 佐藤克文

「南極の海洋と氷床」国立極地研究所 三浦英樹

「南極のアイスコア」国立位地研究所 古川昌雄

「南極圏南サンドウィツチ諸島のテクト二クス」

国立極地研究所野木義文

「箱根火山の歴史」大涌谷自然科学館袴田和夫

「箱栂の生きものたち」元強羅公園 田代道弥

「仙石原中学校の気象観測」仙石原中学校科学部

「早川流域の自然」当館友の会佐藤昭男

「箱根の植物群落」当館 田中徳久

T博物館周辺lま菌類の宝の山」 当館 出川洋介

「猿口増の真相はつJ当館 広谷浩子

「アズマモグラとコウベモグラの対決」

当館山口佳秀

「モリアオガエルのなぞJ当館新井政

「箱恨の毘虫のニューフェイス」当館 高桑正敏
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5. 2 講座等

[学校5日制対応講座]:第2・4土曜に開催する小中学生向き野外観察会

講座名 実施日・場所 講師 参加者

磯の生物ウオ ッチング
4/22 

佐藤武宏、田中徳久 41名
真鶴岬

水辺の動物ウオッチング
5/13 

新井一政、苅部治紀 23名
松田町川音川

化石ウオッチング
11 /13， 11 / 5 

田口公則、樽創、 大島光春 39名
博物館と大磯海岸

[博物館スクール]:夏休み・春休みや土日に開催する連続講座

講座名 実施日・場所 講師 参加者

6 /10， 8/5， 
昆虫採集入門 11 /3， 11 /26 高桑正敏、苅部治紀 28名

博物館

サルを知ろう
7 /30， 8/20 

広谷浩子 22名
実習実験室

アニマルトラッキング
8 /6， 8/12， 8/13 

広谷浩子 24名
博物館周辺

化石探索
8/27 

樽創 22名
博物館周辺

11 /26， 12/3， 

大地のおいたちを探る 12/10， 12/17 小出良幸、山下浩之 21名

博物館と荒崎海岸

菌類を培養してみよう
1 /28， 2!l1 

出川洋介 14名
博物館

日時計をつくろう
3/20 

佐藤武宏 14名
博物館

動物の行動観察
3 /27， 3/28 

広谷浩子 9名
博物館と近隣の動物園

[研究テクニック講座]:一般を対象とした専門的内容の講座

講座名 実施日・場所 講師 参加者

スゲ属植物の分類講座
5/7 

勝山輝男、木場英久、田中徳久 23名
実習実験室

ダイパーのための魚類学入門講座
5 /21， 5/28 

瀬能宏 9名
実習実験室

化石講座
7 / 27， 7 / 28， 7 / 29 

田口公則、樽創、大島光春 15名
実習実験室

秋のイネ科植物を顕微鏡でみよ う
9/3 

木場英久 13名
博物館

ダイパーのための魚類学入門講座
11 /5， 11!l2 

瀬能宏 9名
博物館

ダイパーのための魚類学入門講座
1 !l4， 1/21 

瀬能宏 9名
博物館

貝のかたちを調べよう
2!17，2!18 

佐藤武宏、田口公則 9名
博物館
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[神奈川の自然を歩く]:県内各地の自然を訪ね、観察する

講座名 実施日 ・場所 講師 参加者

地形観察会
5/3 

小出良幸、山下浩之 34名
湯河原町

地形観察会
10 / 9 

小出良幸、山下浩之 4名
厚木市七沢

野鳥観察会
1 /12 

新井一政、田口公則 18名
秦野市蓑毛

冬の樹木観察
1 /16 

勝山輝男 38名
博物館周辺

[身近な自然発見講座]:博物館周辺での自然観察

実施日・場所 講師

多数

講座名 参加者

身近な自然発見講座
同
只公口国政井新男
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[神奈川オープンカレッジ、]:神奈川県民を対象にした連続の有料講座

講座名 実施日・場所 | 講師

10 /15， 10 / 29， 11 /4， I田中徳久、木場英久、勝山輝男
12/ 2 大場達之、浜口哲一、高橋秀男、

博物館 |堀内洋、大森雄治

50名

参加者

神奈川の植物

[共催講座]:友の会などの館内外の組織と連携で開催する講座

講座名 実施日・場所 講師 参加者

プランクトン観察会
6/24 

小田部家邦、出川洋介 26名
実習実験室、博物館周辺

9 /24， 10 / 9， 10 /14， 

鉱物の産状と組合せ
11 / 3， 11 /11， 12/ 9 

平田大二、加藤昭 76名
12/23 

博物館

円

L
Fh
d
 



5. 3校外学習体鵬首座

「校外学習体験講座jは、今年度から取り組んでいる新規事業である。博物館を利用した学習プログラムの開発・普及を行

い、さらなる博物館利用を施すことを目的とした講座として開催している。今回は初年度のため、系統だった講座プログラ

ム等の開発には至っていない。しかし、学芸員対応のレベルにおいて"総合的な学習の時間 Hへの対応が行われており、いく

つかの学校との連携活動が試行錯誤されている。

2002年から本格的に導入される"総合的な学習の時間"を前に、博物館を利用して行われた各校の実践活動から学べるこ

とは大きい。今年度の校外学習体験講座として、実践事例の発表場及び学校関係者と博物館が意見交換の場となる研究集会

を開催した。

-研究集会「博物館と学校のかかわり-総合的な学習の時聞をめぐって -J 
日時 :平成13年3月25日(日) 午後13: 00 -16 : 00 

会場:博物館会議室

第1部「総合的な学習の時間」

古川鉄治(神奈川県教育センタ一指導主事)1総合的な学

習の時間とは~その可能性j

第2部博物館側から見た総合学習

田口公則 (当館学芸員)r博物館からのメニュー~化石
ローンキット活動等から」

加藤隆志 (相模原市立博物館学芸員)1学校の博物館利用

その現状と課題 」

第3部博物館を利用した活動事例

石山万里代 (小田原市立富士見小教諭)1きょうりゅうと

星の博物館を作ろう」

※発表にあわせ活動の成果である恐竜模型をエントラン

スに展示した(写真)

尾崎幸哉(小田原市立下府中小教諭)1博物館と連携した

実践"ミニ博物館を作ろう "J
第4部意見交換会

座長:青木達雄(企画情報部長)

5. 4 t耕却館のボランティア活動

呼びかけ対象:小田原市教育研究所、教育センター、西部

地域の各学校関係者など。

参加者数:17名

「校外学習体験講座jで発表された富士見小の児童作品

神奈川県立生命の星・地球博物館のボランテイア活動には、「学芸ボランテイア」と「誘導・案内ボランテイア」の二種類

があり、生涯学習の一環として学習支援事業に位置づけている。ボランテイア保険に加入していない登録者に対しては、博

物館側がその保険料を負担し、加入の手続きをとっているが、交通費等の支給は行っていない。

5. 4. 1 学芸ボランティア活動
学芸関係のボランテイア活動は、主に博物館資料の整理、

調査研究への協力、標本作成、データ入力などであり、そ

の活動をとおして学芸員の知識や技術を得て、自己の学習

を向上させ、自己実現をはかることを目的としている。学

芸員及び職員は、ボランテイアが生き生きした活動、新し

い発見、喜びが得られるよう協力し、ボランティア自身の

知識や特技、経験などの長所が生かせるよう配慮しながら、

その学習を支援している。
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への誘導・案内である。平成 12年 10月からは、利用の申

し込みを待つだけではなく 、月 l回の定期活動日を設け、

一歩進んだ活動を実施しているO

なお、「学芸ボランテイアJおよび 「誘導 ・案内ボラン
テイア」を合わせた当館の「博物館ボランテイアシステム」

を図に示しておく 。活動の登録条件は、職員推薦(随時)

と体験講座の受講とのこつの方法を用いている。

5. 4. 2誘導・案内ボランティア活動
学芸関係のボラ ンテイア活動は、「博物館とボランテイ

ア」が結びついたものであり、「利用者とボランティアjが

結びついたボランテイア活動が求められていた。そこで、

平成 10年度から「誘導・案内ボランテイアjを導入し、視

覚に障害のある方や盲学校が博物館を利用する際に協力し

ていただいている。主に 「音声ガイド」ゃ「 トーキングサ

イン ・ガイドシステムjの使い方や解説場所及び説明部分

開始時 〈平底8年度〉
学芸ボラン ティア
研究活動〈資料の醐査
や箆理、蝿供帯、欄本
製作等〉
デタ配車、 入力事
会学習王盟活動 〈テキス
ト作成、 盟事会受付、
引串等〉
展示活動〈展示暫え由
惜畑、展示資料作底、 1 

ラベル作成帯 1-一一一一一一一一
アンケート聾理聾肘
b，-nL7fプ刊"聞係〈図
・監理、配聾等〉 寄

神高川 県立生命白星 ー地帯博 物館の ボラ ンテ ィ-r=システム国

神高川県立生命白星・地理博物館ボランティア

開始時から植匝実施

学芸ボランティ ア
〈活動内容〉
左記同 樺

平底10年度から活動開佑

揖導・車内ボランティア

ー主に視覚障瞥者へ白鴎導
や軍内帯〈掴省者や高齢
者へも配慮する〉
ー音声ガイド白取り直い説
明や場所への輯海軍内
e来館者と博物簡と田極誼

帯
〈自罪的活動〉
ー点字シール作成・貼付帯
〈今撞〉
ー外国語〈車内翻訳〉
ー手話{車内〉 等

【受け入れ方法〉

ポ

ラ

ン

ア

イ

ア

希

望

者

なお、年代別、市町村別の登録人数は下記のとおり であ

る。女性が多く、 30代から 50代までの方が多い。また、

生命の星・地球博物館の前身である神奈川県立博物館時代

から、積極的に協力してくれていた方が、その後も活動を

続けている関係で、横浜市内の方も多くみられる守。

5. 4. 3 ボランティア分野別登主主人数と活動総兄
12年度の 円専物館ボランテイ アjの分野別登録人数と活

動状況は、下記のとおりである。また、 「学芸ボランテイ

ア」については、 l分野のみの登録とし、担当学芸員及び

職員と活動日を調整しながら活動している。

「誘導・案内ボランテイア」については、学芸分野との両

方の登録が認められており 、自己学習の向上に努めながら、

視覚障害者への利用を支援している方もいる。
平"， 12年度 r県立生命の星・地銀樽物館ポラJティアj年代別量録敏

10代20代30代40代50代60代70代合計

学男泣 4 6 16 8 II 15 91 69 
芸
回女性 3 17 27 18 38 17 01120 
係
合計 7 23 43 26 49 32 91189 

鶴男性 。 。 。 3 3 i 8 
導
女性 2 。 3 7 6 i 20 
案
し内一合一計 2 。 41108 9 21 28 

零彼12年度r神様J山県立生命の星相手得物B;f，ランティア』分野助活動伏況<.，ト，3131)

平成'2年度「県立生命の星・地浮得物館ボランティア」市町村別蜜蜂建
学芸関係 瞬場・案 内

市町村名 男性 女性 合計 男性 女性 合計

大和市 31 2 51 0 21 2 

凪彊賀市 I1 2 31 0 。。

愛川町 01 0 01 0 l 1 

大磯町 01 2 21 0 01 0 
開腹町 。 l I1 0 。。

惨久井町 l 。 l 。。 。

二宮町 l 61 7 i 。 l 

総図町 。 1 01 0 。

風倒町 l 。 I1 0 l 

場向原町 1 l 21 0 。。

東 京都 51 8 13 。。 o 
県外 II 5116 。。 o 

合計 田 120 1891 8 20 28 

学芸聞係

市町村名 男性 女性 合計 男性 女性 合計|
積浜市 13 15 2B 31 2 
厚木市 21 2 4 o 

{j!~原市 4 7111 。。 。

禽老名市 。 l l 01 0 。

小包原市 12 32 44 31 5 81 
銀倉市 01 3 31 0 01 01 

川崎市 21 5 71 0 21 2 

相様車市 31 0 31 0 。。

座間帯 2 31 0 01 0 

温子市 01 0 01 0 21 2 

茅ヶ崎市 21 4 61 0 l 

繁野市 01 8 81 0 21 2 

平塚市 i 21 0 21 2 

E藤沢市 21 7 91 0 01 0 

南足柄市 21 6 81 0 。 。

12 年 度12年鹿 活 動 をえ 混幅ぺ人掛
分 野担当腹貝名 ボランティ 7量鰻者 探検処入者 4月5月5月7月8AI9月"月 11月12~ 1月2月3月合計

植{維管物閣 勝木留渇φ山英錫徳男久久 "名 男女性性 222名名 1 71 名名23119 21 ¥ 18 21 127 16119 23119 2: 0 I 26 251 植物
首濁 出" 洋介 11名女明性性 1s3名名 B名

11名26129 21116 50121 221.0 14120 2 5 I 2 ~ J1 . 
晦筑Z賓 広谷浩子 "名 揖女性性 4自名名 46 名名13 

12112 2 J I 33 161 8 12111 15121 J 2: 1 z! 5 

"繍 酒"を宏 ..名 女房役性 2251名名 22 20 名名
26135 14111 29153 871H 1&138 zg I 32: ." E刷

昆虫 m高a湯a正治殿紀 12名女男性性 75名名 4S 名名 8 " . " 3 71 8 " . 5110 6 .. 
員蹟

院5鉱'" 3名女男性性 03名名 。2名名 3 J1 ， 。 1 。 1 11 ， 11 ， o " 
右右 今ホ 勇 18名女揖性性12B名名 11名自名 3J 3'134 36129 3910 23121 n I 3s 381 391 

岨環刻草限 創臨 学 零小山市罰品2大議是二常之 22名女男色性 l6S名名 t 634名ち
18124 12119 33121 31 I z( 24117 15113 

2 " 

リモート 制防本図秀』 "名 男女性性 SS名名 45 名名13 冊世備容のため
センシング 161 5 " . 3 活動晶止 " . 4 51 
"生物 鱒大図島ロ先公走創則 15名女男性性 132名名 29 名名13 11113 11118 11112 15115 10118 121 165 

情物館学 奥野花代子 3名女男性性 03名名 。2名名 4 ‘5 51 • " . 51 5 JI 5 s " 
ミ2ージアム 内閲 潔 S名女勢謹後 S1名名 71 名名 s ライブラリー " . 91 2 .， . 11 J 21 1 2 55 

合計 " 署名 女男性性1E290名名 1 E 0 41 名名
1回'" E弱 t踊 包91212 2“182 1認158 E弼 1剖 " .. 名

28名女男性役 2a0名名 1 64名名?暗唱 除名 2名沼名 S名語名 15名加名 11名n名12名 ，.唱

来ゆ鎗盟4Et己mよ湯リ一般寮剛含も牛)徴 犯2件名 S1 件名335 件名31 件名 334 件名お2件名587名件268名件指4名件総刻名字 3断1名害 244件名 認。S件名

日



5. 4. 4 ボランティア体験講座
一般の方々にも広く当館でのボランティア活動を理解し

ていただき、その活動の場を提供するために、開館以来毎

年、「博物館ボランティア体験講座一学芸員の仕事-Jを開
催し、各分野ごとにボランティアを受け入れている。

12年度に開催した講座内容、日程等は表lのとおりであ

る。また、 12年度には「誘導・案内ボランテイア」講座も

開催し、第II期生を受け入れ、さらに充実した活動に発展

した。その講座内容は表2のとおりである。

「博物館ボランティア体験講座 学芸員の仕事一」

(表1)

日 | 日寺 問 | 内
層匂ヲ

モヨr 対 象 者

10 : 00-10 : 30 I受付、開会、挨拶、日程・講座内容説明、概要説明、諸注意等 応募者会員
1 I 2月 1日

〈木) I 10 : 30-11 : 00 I施設案内

11 : 00-12 : 00 I展示見学〈各自自由〉

13・00-14・30I *講義「生物の新種記載」 館長 青木淳一

〈各専門ごと 3日間〉 分 野|分 聖子 )5IJ 内
q句F

4三V

応募者及びあげイ7活動者
ー圃 合ー

応募者全員

定員 応募数 受講者
3 0名 3 9名 3 6名

5名 9名 8名
ー----.・

5名 3名 3名
ー・.... 晶晶 ・・

5名 4名 4名

5名 3名 3名

5名 1 3名 1 1名
ー.‘圃晶..・・..

5名 7名 7名

14 : 30-15 日 liit~当者自介、各担当・分野別にオリエンテーション

菌類 2/7→2/4に変更|標本製作、データ入力等

〈金) I 昆虫

3 I 2月 日日貝類
〈火〉

標本作成、情報システムへのデータ登録等

標本作成、資料整理、情報システムへのデータ盆録等

魚 2/6→218に変更|様本整理、資料撮影、写真資料整浬等
4 I 2月 7臼

(7l<) 古生物

日甫乳類

化石資料整理、化石ク リーニング、データ入力等

資料整理、データ入力等
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応募者及びおンティ7活動者

14 : 30-15 : 00 I修了証の交付、登録手続き説明等、閉会 応募者全員

「博物館ボランティア体験講座一主に視覚障害者への詩導・案内等ー」

講座内容等

官 1王子
(表2)

臼 IB寺 間|内 ~・
伝ヨr

6月 17日
〈土〉

10 : 00~11 : 100 I開会、挨拶、日程・講座内容説明、諸注意等

11 : OO~ 12 : 00 I説 明 「神奈 川県立生命の星・ 地球博物館のボランティア活動につ いて」
講義「神奈川県立生命の星・地球博物館の視覚障害者へ向けての取り組みJ

13 : 00~14 ・ 15 I育基調講演「博物館あれこれ」
神奈川県立生命の昼・地球博物館館長 青木淳一

14 : 15~15 : 00 I説明・実習「音声ガイドの取り扱い」

2 I 6月 18日 110 : 00~15 : 00 1講義・実習「視覚障害者への理解と誘導・案内のしかた」
〈日) 筑波大学助教授 鳥山由子氏

3 I 6月 20日 110 : 00~11 : 00 1神奈川県立生命の屋・地球博物館ができるまでの理念と展示にまつわる話
〈火) I (ハックヤードの見学等〉

11 : 00~12 : 00 I説明・ 実習「ト ー キングサイン・ガイドシステムの取り扱い」

13 : 00~14 : 20 I講義「優しい博物館のありかたをめざしてー全国の博物館における視覚障害者
への対応についてー」

14 : 20~14 : 40 I活動中の誘導・案内ボランティアとの情報交換

14 : 40~15 : 00 I修了証の交付、今後の活動について、登録手続き説明等、閉会

R
U
 
只
υ



5. 5 ミユージ‘アムライブ、ラリー

博物館2階にあるライブラリーでは、来館者が展示を観

て疑問に思ったことや、更に深く学習したいといったニー

ズに応えるために当館のテーマに関連した図書、雑誌など

自然誌関係の資料を収集・整理して自由に調査・閲覧でき

る環境を整えている。また気楽な気持ちで楽しんでもらう

ためにビデオの視聴やCD-ROMのサービスを提供して
いる。

5. 6 学習指導員による学習支援活動

博物館では、県民の皆さんにより身近で開かれた博物館、

学校との連携を深める博物館を目指している。これらの目

的を達成するための補助として、現在6人の学習指導員(非

5. 6. 1 学習支援・相談コーナーの対応
ミュージアムライブラリーのカウンターにおいて、 /J、.
中学生や高校生の課題・自由研究等へのアドバイスを行っ

ている。このほか、博物館に持ち込まれた動・植物や鉱物、

化石の同定や質問に対して、学芸員との連携を図っている。

5. 6. 2情報検索の援助
ミュージアムライブラリーに設置されている「博物館情

報システム」の端末(パソコン)による「神奈川の自然」

「画で見る歴史と文化H写真資料データベースjについて、
検索の援助を行っている。

5. 6. 3 団体利用者へのサービス
O団体の申込受付

主に電話対応を通じて、予約の申し込みを受け付けてい

る。入館件数の変動傾向を見ると、 4月中旬から 6月中旬

および9月中句から 11月中旬にかけてピークが見られる。

こうした各種 ・各県にまたがる団体利用者からの申し込み

やそれに付随する要望等への適切な対応の窓口として、学

習指導員が対応している。

当館は、繁忙期には1日に3，000人近くの入館者を記録

する。そのため、当日のガイダンスをはじめ、駐車場 (大

平成12年度月別ガイダンス実施状況

月 件数 月 件数

4月 30 10月 45 

5月 64 11月 32 

日月 46 12月 18 

7月 28 1月 10 

8月 18 2月 14 

9月 49 3月 20 

合計 374 

平均 31.2 

平成 12年度のライブラリー利用者は 117，747人で、 1日

平均利用者数は390人であった。電話や文書による資料の

問い合わせが53件あり、また有料ではあるがコピーサービ

スも行っており延べ323件の申込があった。ライブラリー

では博物館情報システムによる情報検索ができるほか、学

芸員による学習相談、レファレンスも毎日行い、様々な質

問、相談にも対応している。

常勤)を配置している。

学習指導員の仕事は、大きく分けてレファレンス業務に関

する事、団体利用のサービスに関する事等を行っている。

型パスは 10台分のスペースしか無く、晴雨とも来館する団 ー

体を優先している)や食事場所の割り振りに十分な対応が

できていないことが多い。

0下見見学への対応

事前に下見の見学をする団体に対しては、施設を含む館

内の見所等を説明するほか、希望者には博物館の展示を紹

介したビデオテープの貸し出しも行っている。

この下見見学では学校関係者が多く、年度末からゴール

デンウィーク前、夏休み期間中などに来館者が多い。修学

旅行の下見のために、各校の代表者が自治体単位でまと

まって来館するケースも増えている。

0ガイダンス

ガイダンスを希望された団体には見学に先立ち、展示物の

説明や見所等を、それぞれの学習指導員の専門性と個性を

発揮してわかり易く紹介している。
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平成12年度団体利用状況

平成12年度の団体入館数は 1，534件となっている(11年

度1，525件)。
これを都道府県別に見ると、県内からは833件(約54%)

と圧倒的に多く、次いで東京都327件(約21%)、千葉県

119件 (約9%)、静岡県 106件 (約 6%)の順になって

おり 、この4都県で団体のほとんどを占めている。静岡県

からの来館が多いのは、箱根と並ぶ観光地の伊豆・富士地

域が地理的に近いためと考えられる。

客層では、近県からの修学旅行で来る小学校が537件(約

地域・団体別利用状況

40%)で最も多く、学校や少年団体等こども関係の団体が

全体の半数以上を占めている。 次いで福祉関係、 高齢者関

係の団体もよく訪れている。

時期的には、 4月中旬から 7月中旬にかけてと、 9月か

ら11月にかけてが入館件数のピークを迎える。いずれも学

校の遠足 -修学旅行の影響である。

これら学校関係者の来館の主たる理由は、箱根・小田原

という観光エリア内において学習スペースが利用できる点

であろう。

¥¥¥  同奈川県 車尿都 干II県 崎玉県 僻岡県 山製県 車械県 樹木県 群馬県 長野県 岐車県 量知県 二重県 奈良県 大阪府 兵車県 北海道 福島県 箆島県 局知県 偏岡県 計

幼稚園
5 107 

保育園
87 15 

小学銃 279 66 96 42 18 5 11 19 537 

中宇校 44 15 4 2 11 7 2 89 

高等学位 26 26 5 8 

文学短大 自 20 2 32 

盲・聾 ・
13 2 2 

華麗学後

宇宣 5 2 7 

PTA s 4 2 2 14 

福祉施訟 31 11 2 45 

老人ヲヲブ 30 32 3 11 2 80 

老人ホーム 5 7 

町内全

自治会 ・ 34 11 5 53 

干供会等

企章 21 18 1 4 2 2 52 

自治体 ・
44 17 4 4 

聞悟団体
72 

福祉団体 38 7 2 48 

1>年団体 9 2 12 

OB会・
4 11 7 23 

鐘昧町会

。
。

その他 142 72 13 4 26 4 2 3 271 

計 833 327 119 65 106 14 16 23 4 3 12 2 2 11 1，534 

月別利用状況

月 件数 月 件数

4月 142  1 0月 249  

5月 200  1 1月 186 

6月 1 46  1 2月 43  

7月 1 43  1月 39  

8月 64  2月 92  

9月 128 3月 102 

合計 1，534  

平問 1 27，8 

ウ
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5. 7 t割弱館実習

5. 7. 1 博物館実務実習

当館では自然、系分野を専攻し， 学芸員の資格を取得しよ

うとする学生を対象に，博物館実習生として受け入れてい

る。平成 12年度は8大学から 19名の実習生を受け入れた

(表)。

実習は，企画情報部企画普及課が担当する3日間の一般

実習と学芸部が担当する 6日間の実務実習からなり，その

詳細は以下のとおりであった。

[実習日と主な実習内容]

全員共通の一般実習(3日間):企画普及課

期日:8月10日・ 11日

内容:オリエンテ ション，展示及び収蔵庫など館内施設

見学，各部長による館の概要・展示・研究などのガイダ

ンス

期日 :9月5日

内容:特別展撤収手伝い，まとめ

グループに別れての実務実習(6日間) 学芸各グループ

動物(昆虫)グループ高桑 ・苅部担当

期間 :8月12・16~ 20日

内容 :昆虫採集入門講座への参加， 友の会観察会への参加，

分類 -学名に関するレクチャー，防虫剤交換，標本作成，

分類仕分け，配架作業，ジオラマ展示(雑木林の見虫)

展示修復，昆虫の展示に関する課題とその検討など

動物 (脊椎)グループ山口・新井 ・広谷担当

期間:8月12・16・17・18・20・22日

内容 :友の会観察会への参加， 分類・学名に関するレク

チャー，講座「サルを知ろう」への参加，標本整理(ラ

ベル貼り付け，収蔵庫への配架)

大学名 人数

琉球大学農学部 l 

茨城大学理学部 2 

東尽工芸大学工学部

東京大学教育学部 1 

帯広畜産大学畜産学部 1 

日本大学文理学部 2 

日本大学生物資源学部 6 

法政大学法学部 1 

横浜教育大学教育学部 4 

動物 (魚類)グループ瀬能担当

期間:8月12・13・15・17・18日

内容 :博物館における魚類分野の問題点に関するレク

チャー，液浸標本作製，標本撮影，データ入力，標本配

架，写真整理，画像のスキャニング

0植物グループ勝山 ・木場・田中・出川 担当

期間:8月22~ 26日・ 29日

内容 :ジャンボフキック展示替え，解説文配置，さく葉標本

作成，台紙固定，ラベル貼り付け，分類仕分け，配架作

業，レファレンス，資料収集，収蔵管理システムレク

チャー，データベース登録，ラベlレ作成，収蔵システム

の改善についての工夫課題，野外調査，乾燥標本作製

O古生物グループ大島 ・樽・田口担当

期間 :8 月 15 日 ~ 19日， 22日

内容:標本撮影，桜井コレクション化石標本のDB情報の

整理，収蔵庫の整理(員類化石の整理など)

0地学グループ平田担当

期間: 8 月 15 日 ~ 20 日

内容:ジャンボブック展示の準備。展示企画、資料選定、

解説文作成、解説図作成、函像取り込み、資料データ入力
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5. 7. 2 t耕雛宮見学実習
当館では大学の学芸員養成課程である，博物館学

の実習の一環として，専攻 ・専門分野を問わず要請

に応え，博物館見学実習を受け入れている。一般向

けの展示のみならず，施設全体の見学を通して，大

学生に博物館の機能や意義を深く理解させることが

目的である。この実習は企画情報部企画普及課が担

当し，実習側の希望がある場合にはそれぞれの専門

分野の学芸員が担当する。

平成12年度は8件の見学実習を受け入れ，その詳

細は別表のとおりであった。

見学日 大学名 人数 担当

6月 3日 桜美林大学 20名 出川洋介

7月25日 日本女子大学 12名 松島義章

7月29日 昭和女子短期大学 14名 出川洋介

8月 4日 麻布大学 44名 広谷浩子

10月28日 桜美林大学 12名 出川洋介

10月31日 東海大学 18名 新井田秀一

11月12日 日本大学 64名 苅部治紀

12月17日 東海大学 18名 新井田秀一
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5. 8 友の会

博物館を広く利用し，博物館活動を支援するとともに，

会員相互の交流を図ることを目的に友の会の会員有志に

よって構成される事務局による運営が行われている。

行事クループ名

広報委員会

4年目の現在，事務局のもとに5つの行事グループが活

発に活動を進めているほか，学芸員の研究発表を中心とし

た'サロン ・ド・小田原'や館外講師を招いて行う '地学連

続講座・など，館との共催事業にも活発に取り組んでいる。

昆虫観察会

地学観察会

自然倶楽部

(会員数 :3月末で497名) オープンラボ
事務局では，隔月に会議を実施し，友の会運営に関わる

規約など博物館と共生できる環境っくりに努めている。

'--

<主な年間事業>

月 日 行事名 開催場面
4月15日 第4回総会 講義室
5月27日 早川下流域・水辺の観察会(春)早川河口~博物館
6月24日 |ブランクトン観察会 実習実験室他
7月20・22・23日、
8月6・12・13・19・自由研究相談室とオープンラボ 実習実験室他
20・26・27日
7月22日 早川下流域・水辺の観察会(夏)早川河口~博物館
7月23日、

岩石標本を作ろう 実習実験室
8月26・27日
8月28・29日 夏休み昆虫探検 山梨県明野村
7月29・30日 酉丹沢地学観察会Pa代3 大滝沢~中川温泉
8月12日 早川水系の源を探る!Part4 箱根鷹巣山付近
9月2・3日 薄片標本の作製 実習実験室
10月22日 東丹沢地学観察会Part1 石老山
10月28日 早川下流域・水辺の観察会(秋)博物館~石摺山
12月20日 私の自由研究・私の大発見 講義室
1月20・21日 東丹沢地学観察会Part2 経ヶ岳・講義室
1月24日 早川ワークショッフ 講義室
2月24日 早川ワークショッブ 講義室
3月24日 早川ワークショッブ |講義室

-60-

j舌 動 内 谷
友の会通信19号から24号の発行やHPなど広
報活動をおこなう
昆虫探検などさまざまな野外観察会をお』なう

地学に関心の品い会員が集まり、各地域への
巡検や勉強会などおこなっている
“早川水系自然博物館の創造"1=向けて、水系
を知る観察会や野外調査などを展開している
実習実験室を拠点に自然科学講座を開催し、子
どもたちスタッフと一緒に事業を展開している

行事クループ名 館側担当者 参加者数
事務局 学芸員全体 40名
自然倶楽部 新井・勝山・苅部 20名

オープンフボ
延ベ

オープンラボ
1，000名

自然倶楽部 新井・勝山・苅部 25名
地学観察会 延べ100名
オープンフボ
昆虫観察会 晶桑・苅部 23名
地学観察会 山下 延べ64名
自然倶楽部 新井・勝山・苅部 50名
地学観察会 山下 延べ24名
地学観察会 山下・田口 23名
自然倶楽部 新井・勝山 30名
オープンフボ
地学観察会 山下・田口 延べ51名
自然倶楽部他 20名
自然倶楽部他 20名
自然倶楽部他 一 20名



5・9 広報

博物館広報活動は、広く館の認知度を向上させること及び常設展示をはじめ特別展 ・企画展といった資料展示や、各種の

観察会・講演会といった学習支援活動などを広く県民に対し告知し、参加を促すことを目的としている。

今年度の広報活動は、催物案内ポスターなど広報印刷物の作成・配布と、県市町村やマスメディアなどのパブリシティー

への情報提供、交通機関などへの広告掲示を、限られた予算の中で可能な限り行った。

5. 9. 1 広報印刷物の作成・配布
特別展 ・観察会 -講演会など各種催し物を告知するため、

身近なPR紙として催物案内ポスターと催物案内チラシを、
また特別展開催に合わせポスターとチラシを各々作成・配

布した。

催物案内ポスターの作成は、半年分 (4月から 9月まで

の催物と 10月から 3月までの催物)ごとに行った。配布先

は、主に県内の小・中 ・高校、図書館・文化会館などの社

会教育施設、観光協会、博物館園、県市町村の情報提供窓

口のほか、マスメディアなど2，400箇所以上にのぼる。

催物案内チラシは、ポスターの補完を目的として作成して

いる。主に館内配布のほか、ポスター配布先への追加補充

用である。今年度よりデ

ザイン・内容を一新したc

これまではポスターと

同一内容で、その縮小版

のイメージであったが、

簡易印刷の特性を生か

し、イラストや文字を工

夫して視覚効果を高め

ることで、きれいで読み

やすく柔らかなイメー

ジのデザインとした。こ

れに合わせ、 l回ごとの

印刷部数を調整し、情報

内容を向こう 3箇月程

度に絞った身近な話題

催物案内ポスター

5. 9. 2パブリシティー活動
博物館の行う各種催物の案内は、地元の小田原記者クラ

ブのほか、首都圏をはじめとする約 100杜の新聞・雑誌・

放送等マスメディアへ、また県内各自治体の広報窓口と観

光協会をとおして毎月定期的に提供している。このうち、

昨年度の大幅な見直しを反映し、今年度の新規開拓数は 10

件程度であった。また、当館は観光地箱根・小田原エリア

にあるため、旅行情報誌やアミューズメント情報誌などに

無償で施設紹介されており、非常に恵まれた環境にある。

これら情報誌とは定期的に情報の更新を行っている。

特別展や企画展といった企画展示の話題は、マスメディ

アで取り上げられる率が高いため、前記定期提供先以外に

ケーブルテレビ、コミュニティ FM局など中小のメディア

向けにも情報提供する一方、前日に内覧会を催すなど様々

なかたちで広報展開を図った。

として提供した。

特別展のポスター・チラシも、公共施設をはじめ県内外

の3，100箇所余りへ配布した。南極展については、隣接の

静岡県中 ・東部の学校へもポスターを配布し、来館を促した。

平成12年度ポス'Jー ・チラシ作成状況

種類 j規格 !部数(計)

催物案内ポス合一(年2回) i IA4色3刷判、りオフセット印刷、 : 30.000 

催物案内チラシ (年6困)
白 A4判、リソグフフ印刷、

1 色刷り(色紙使用~ 10，000 

特別展ポス'Jー(年2回) 日2判、オフセット印刷、 :サJレ展1.000

:4色刷り :南極屡 1，200

特別展チラシ(年2回)
:A4判、オフセット印刷、 :サ)~展 43 ，000

:表面4色・裏面 1色刷り I南極展43，000

特別展チラシ

このほか、昨年度に登録した神奈川県のファクス無料情

報提供サービス「かながわハローファクス (TEL045-212-0186 

ボックス番号=11例o)J上での情報提供も適時更新中である。
この 1年間の紹介記事件数は、確認したものだけでも延

べ200件程度であるが、これは掲載社からの連絡に基づく

もので、実際の記事件数はこの数倍に昇るであろう。とく

に、最近急速に普及してきているインターネット上のウェ

ブサイトでの掲載頻度に関しては未知数である。最近の傾

向を見ると、廃・休刊する雑誌がある一方、ウェブサイ ト

での掲載件数は増えてきている。

今後は、限られた予算の中で可能な限り近隣県への広報ア

プローチの機会を増やしていく方向である。

可
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5. 9. 3各種広告
有料広告としては次の契約を行った。広告板などでは、

] R小田原駅南口、箱根登山鉄道小田原駅および箱根湯本
駅構内に駅周辺案内板を使った広告と、入生田駅構内での

看板 ・案内板・ポスターの掲示を行った。また国道 l号線

沿いの電柱 18箇所に広告板を掲出し、 1箇所に案内板を設

置した。また、箱根登山鉄道車内で、の沿線案内板を使った

案内掲示を行った。(以上、継続事業)新聞なと寺マスメデイ

アへの広告では、ゴールデンウィーク、夏休み、秋の行楽

シーズンをにらみ、神奈川新聞、毎日新聞、東京新聞、神

静民報のほか、小田急時刻表2000年度版への広告掲載を

行った。

このほか、箱根登山鉄道の協力により入生田駅をはじめ

全線各駅での特別展ポスターの掲示を行った。
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6 刊行物

博物館の広報誌として「自然科学のとびら」を年4回発行した。一般利用者向けに博物館の情報をわかりやすく提供して

いる。

内容は、自然科学に関する情報、研究成果、資料紹介、博物館トピックス、講演会、展覧会、行事等に関するものである。

同誌は、県内中 ・高校、大学、図書館、 全国の博物館等に配布している。また、同様の内容をホームページにて公開してい

る (http://web.infoweb.ne.jp/KANAGAWA-MUSEUM/sizenitobira/index.html)。

神奈川県立博物館研究報告(自然科学)30号

発行日:2001年3月25日

内容

総説

小出良幸:自然史における情報科学とメディア

(和文・英文要旨)

原著論文

新井田秀一・小出良幸・平田大二 :視覚障害者と健常者に

おける聴覚と環境認識との関係(和文・英文要旨)

平田大二 ・小出良幸:視覚障害者と健常者による触覚を用

いた岩石の観察(和文・英文要旨)

山下浩之・田口公則・小出良幸:アンモナイトを利用した

化石の触覚実験とその地球科学教育的意義(和文・

英文要旨)

短報

今永勇:箱根火山古期外輪山東斜面の海底地形 (和文・

英文要旨)

資料

奥野花代子:ユニバーサル・ミュージアムをめさ、、して一神

奈川県立生命の星・地球博物館のトーキングサイ

ン・ガイドシステムの拡充について一 (和文)

神奈川自然誌資料第22号

発行日:2001年3月31日

内容

岸 一弘:神奈川県におけるムスジイトトンボの記録

浜口哲一:大山における開花季節調査

北川淑子・山田 晋:多摩正陵における谷戸田の植物相

浜口哲一 :湘南海岸に漂着したゴぶパンノアシの果実

高橋春樹 :小田原で発見された日本新産ハラタケ目菌類

Plu的 1Sromelliiキアシペニヒダタケ(新称)

山口喜盛:山北町における野生晴乳類の交通事故死

栗林弘樹・伊藤恵美:津久井郡藤野町で保護されたヤマネ

の記録

伊藤恵美・栗林弘樹:茅ヶ崎市で保護されたシロハラミズ

ナギドリの記録

工藤孝浩・山田和彦三浦半島南西部沿岸の魚類-N
山田和彦 ・工藤孝浩:三崎魚市場に水揚げされた魚類 ・X

沖津由季・勝呂尚之:メダカを中心とした小田原市桑原・

鬼柳農業用水路の魚類

植田育男 ・崎山直夫:相模湾江の島に生息するミドリイガ

イ殻表面の付着動物

池田 等・ 倉持卓司:三浦半島・南下浦 (東京湾口)産ウ

ニ類

崎山直夫・足立文:江の島湘南港およびその周辺に出現す

る水母類-II

田中 猛:三浦半島の三浦層群より産出した板鯨類化石

袴田和夫・今永 勇・生命の星・地球博物館岩石ボランティ

アグループ:国府津ー松田断層に沿った小田原市

上曽我竺土寺の露頭

生命の星・地球博物館刊行物販売部数状況(平成12年度)

干fJ 行 物 名 単価 販売部数
展示解説書 1，275 740 
宇宙からの贈り物 540 。
地球sos 425 250 
絶滅した生物 425 40 
会からの伝言 425 80 
フォッサマグナ要素の植物 510 188 
棲井コレクションの魅力 340 60 
地球再発見 1.530 148 
日本の魚学 850 70 
オオカミとその仲間たち 935 80 
カーの姿-)酉井コレクション 1，020 60 
|海から生まれた神奈川 v 850 。
伊旦・小笠原弧の研究 714 o 
葉虫が見た世界 510 180 
フットのひとりごと 765 110 
ふしぎ大陸南極展 1.700 30 
南極大陸南極観測の40年の歩み 255 100 
南極大陸全国 850 10 

dEeコ.. 言十 2，146 
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自然科学のとびら第6巻2号通巻21号

発行日 2000年6月15日

-表紙「ニホンザJレの新生児J 学芸員 広谷浩子)

. r霊長類の行動と進化J(早稲田大学教授 長谷川真理子)

. r博物館における新しい科学教育の可能性を求めてJ
(学芸員小出良幸)

・展示シリーズ2rストロマトライトー酸素大発生の謎を
解く石一J 学芸員 平田大二)

-神奈川の白然シリーズ 14r今、小田原のメダカが危ない
一善意?の放流と遺伝子汚染J 学芸員 瀬能宏)

・ライブラリー通信「自然誌と自然、史 その2J
(司書内田潔)

・資料紹介「ゾウの歯~標本の身上調査は慎重に~J

(学芸員樽創)

自然科学のとびら第6巻3号通巻22号

発行日 2000年9月15日

-表紙「ササラダニーどこにでもいる善良なダニー」

. rおおらかなマメ科の複葉J

. r切手が語る魚類の世界j

(館長青木淳一)

(学芸員 木場英久)

くぬぎ

(博物館ボランティア 功万欣三)

・展示シリーズ3rマッコウクジラJ(学芸員 山口佳秀)
. rでるかな I?三葉虫~特別展プログラム・化石ノジュー
ル体験~J 学芸員 田口公則)

・神奈川の自然シリーズ 15r江ノ島の海食地形J
(学芸部長今永勇)

・ライブラリー通信「ダーウインブームの予感J
(司書内田潔)

・資料紹介「落合変形菌類コレクショ ンJ
(学芸員 出川洋介)

自然科学のとび5 第6巻4号通巻23号

発行日 2000年 12月15日

-表紙「南極海のアホウ ドリJ(非常勤学芸員 中村一恵)
-研究ノート 「マンガルの巨大なカニと貝」

(学芸員佐藤武宏)

. rチリを歩けば火山にあたる 太平洋の向こう側、南米チ
リの火山の様子一J 学芸員 平田大二)

・展示シリーズ4rエドモントサウルスj
(学芸員大島光春)

. r博物館の観察会も進化する?一2つの自然観察会から考
えたこと一」

(学芸員広谷浩子)

-ライブラリー通信 「ライブラリー通信ピオトープの流行j

(司書内田潔)

・資料紹介「昆虫タイプ標本一世界の共通財産←j

(学芸員苅部治紀)

自然科学のとびう第7巻1号通巻24号

発行日 2001年3月15日

-64-

-表紙 「愛川町で発見されたイトアメンボ」

(学芸員 高桑正敏)

. rヤマトシジミー河川|漁業を支える汽水生物の現状 J
(茨城県内水面水産試験場根本隆夫)

・展示シリーズ5r大空を舞う種子、ハネフクベ」
(学芸員 田中徳久)

・神奈川の自然シリーズ 15r半原越え地学ハイキング」
(学芸員 田口公則)

. r博物館は知識の百貨庖一菌類班でのボランテイア活重かーJ
(博物館ボランテイア 沢田芙美子)

・ライブラリー通信 rrウミウシJ本J (司書 内田潔)
・資料紹介「グリーンランドの岩石J(学芸員 山下浩之)



7 情報システム

7. 1 システムの概要
博物館情報システムは、当館が目指す

・高度情報化における自然 ・文化の情報センター

-映像資料等、新しい形態の資料の収集・保存と活用の拠点

・他の博物館、学習文化施設等とのネットワークの拠点

となる新しい博物館を支える基盤システムとして整備され

ることとなった。

このシステムは8つのサブシステムより構成され、これら

が有機的に機能することにより、博物館業務の柱である資料

の収集 ・管理、研究、展示、広報・普及活動を、コンピュー

タをはじめとする最新の情報機器・基盤により支援する。

なお当システムは、当館と県立歴史博物館が共同で開発を

県立博物館の整備の方向

行い、平成7年度より「収蔵管理システム」と「展示情報シ

ステムjが稼働している。

また、 平成12年度には機器の更新、および漸OSに対応し

たシステムへの移行作業を開始した。

(図1.情報システムの概要)

[機器構成]

博物館情報システムの機器構成 (平成12年度末)は、表1

の通り。なお、各機器は lOBASE-5.Tにより TCP/IP手順で接

続されている。

博物館情報システムの概要

博物館情報システム

博物館情報システム開発の目的
O学習支搬の推進
O研究活動の高度化の推進
O博物館，舌動の活性化、効率化の推進

G芯訟 、
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O資料管理業輔由化、迅速化
資料情報の効率的かつ多面的な活用由実現
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収蔵資料の置性情線、薗像情"をデータベース化し‘利用者
の必要に応じて迅速に健供する.また.繍修情・8や貸出情績
の管理を行う.

::i!il: 
V 活者

ミュ ジアムライブラリにおいて 研究!こ革づ〈樽納館組自の
新鮮怠惰・を後策システムにより復侠する.

神奈川の8然環境の現状や過去からの夜遅等を分初、犯鐙
するための分布団の作成等.各循の他国処置を行弘

術墨画像を解析することにより仲議川町自然環境の変遷や、
人間が自然に及ぼす""について司分続を持久

パyコン通信により、 怖物館の保有する情憾の縫供 会民間
の情級交換を行う.'"たレフアレンスアンケートの集計処纏
等により業務支{還を千九

入館者数や入館料収入備品の管型やスケジュ ル管理など
情物館の運営、管組業務省ヒ支4怨する.

情物館で所蔵する断宮跡刊行物、図録、悶品問中 i連
CDなどの図書情織をデータベース化し、来館者や学芸貝に対 l金量
して情組の怪傑を行弘 J'"、
a然朱観、都市景観の変化の予測峨能を倭供することにより、
学芸員の研究活動を支領する.

ベ全ーネット 円

三合
4亙主き〉唖至HE〉

表l 機器構成表 (平成13年3月)

場所 機器名
機種名 メモリ 数

備考
使用 OS・ソフト等 ディλク容量 量

統合情報 富士通 GP7000Sモデル45 4，096MB 
l 収蔵資料情報の管理

サーノ〈 Solaris2.6・Oracle8 182GB 

マネージャ 富士通 GP5000モデル280 512MB 
l 展示検索情報の管理

CPUルーム システム Windows2000Server 54GB 

研究用 WS
富士通 SELSIUS640 512MB 衛星画像処理や分布

Windows2000Se円 er 27.2GB 図の作成など

職員用端末 (平成 13年度整備)

来館者用端末
富士通 FMV-6500CL4 256MB 

3 
ミュージアム Windows2000Professional 10.2GB 

ライブラリー
職員用端末

富士通 FMY-6500DX4 256MB 
1 

Windows2000Professional 10.2GB 

研究室他
職員用端末

富士通 FMY-6667CL5他 256MB 
10 
(一部は平成 13年度

ノ〈ックヤード Windows2000Professional 10.2GB 整備)

画像入力用
富士通附!Y-6667CL5 256MB 

1 函像データの入力
Windows2000Professional 10.2GB 

試料分析室
富士通 FMY-6667CL5 256MB 

職員用端末
Windows2000Professional 10.2GB 
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7. 2 サブシステムの紹介
博物館情報システムは、 8つのサブシステムより構成されるが、財政事情により、平成 12年度は以下の2つのサブシステ

ムのみ稼働している。

7. 2. 1 収蔵資料管理システム
収蔵管理システムでは、今まで分野や個人ごとにパソコ

ンやカード等で管理されていた収蔵資料情報の一元管理を、

サーパと呼ばれるコンピュータで一元管理するとともに

資料の画像情報の管理も行う。博物館情報システムの中核

となるシステムであり、資料の受入からラベル等の印刷や

ダウンロー ドまでをカバーする。

当サブシステムは、館外資料の情報を格納するデータ

ベースや、ダイパーや釣り人などが撮影した魚の写真を属

性情報とともにデータベース化した 『魚類写真データベー

ス』などを含め、 22のデータベースから構成される。

これらの情報は、研究への利用はもちろん、一部ではあ

るカ大ミュージアム-ライブラリやインターネットなどに

より外部に公開される。

表 2 平成 12年度提供メニュー

7. 2. 2展示情報システム
ミュージアム・ライブラリにおいて、展示室で見られる

資料や解説文からさらに深く踏み込んだ学習への欲求を持

つ利用者に対して、研究に基づく博物館独自の新鮮な情報

を、検索システムにより表2のメニューで分かりやすく提

供する。

タイトノレ メニュー 概要

鳥
神奈川に生息する鳥， 215種の画像や解説文，分布図や鳴き声を提供す

る.

植物 神奈川に自生してし、る植物，約 2，000穏の画像や解説文を提供する.

神奈川の自然
チョワ 神奈川に生息するチョワ， 119種の画像や解説文を提供する.

トンボ‘ 神奈川に生息するトンボ， 80種の画像や解説文を提供する.

相模湾の魚 相模湾の代表的な魚，約 300種の画像を提供する.

コケ 神奈川県で、よく見かけるコケ， 66種の画像や解説文を提供する

鉱物 神奈川県に産する主な鉱物)126種の画像や解説文を提供する.

日本で見られる恐竜 園内の博物館で展示されている恐竜について，画像や解説文を提供する.

収蔵資料
博物館の豊富な収蔵資料について，色々な検索方法により情報を得ること

ができる
学習支援情報

神奈川の自然に 神奈川の自然に関する文献を，著者やキーワードなどから検索することがで5

関する文献 きる.

浮世絵
県立歴史博物館が保有じている約 7，000の浮世絵のコレクションから，時代

や作者，地域などのテーマごとに選択した浮世絵200点を紹介する.
絵で見る歴史と

絵馬 各地の絵馬，約 120点を紹介する.
文化

関東大震災
関東大震災によって受けた神奈川県下の被害を，テーマごとに写真等で‘紹

介する

(移行作業に伴い、一部休止)

7. 3 インターネットの利用
平成7年 10月よ り、 小田原市と共同でホームページを開設し、博物館に関する様々な情報を提供している O

(u紅は、 http://www.city.odawara.kanagawa.jp/museumlg.html)
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8 連携機能

8. 1 神奈川県西部地域ミユージ‘アムス、連絡会

神奈川県西部地域にあるミュージアムがネットワークを

結び、これからの新しいミュージアムのありかたを考えて

いこうと、「神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会Jが平
成 8年 7月に発足した。愛称は WESTKANAGAWA 

MUSEUMSを略して、 rWES KAMS (ウェスカムズ)J

と名付けられた。

この連絡会は博物館相互の発展と活性化、学術文化の進

展に寄与するとともに、研究、学習、レクリエーションの

場としての機能の充実にもっとめながら、地域文化への貢

献に積極的に参加し、先人の遺産を後世に伝え、 21世紀に

相応しい聞かれたミュージアムとしての役割の一端が果た

せることを目指している。

会員向けの会報 rWelcometo WESKAMS.Iも通巻12号

まで刊行されている。

平成 12年度の活動

. r館 (園)長会議J: 8月23日(第9回目)、 平成 13年
2月22日(第10回目)を当館で開催した。

・ミュージアムリレー:当館では2回開催した。第35走に

当たる平成 12年8月23日、神奈川県温泉地学研究所の

見学と合わせて行い、「神奈川県西部地域の地形と地質一

8. 2 地域交流
L 

サロン・ド・小田原

館長や学芸員、ときには外部の研究者により研究活動・

内容が紹介されるとともに、その後の茶話会(会費 1000円)

で館職員や友の会関係者をまじえた歓談が行われている。

博物館と友の会の共催による 2ヶ月に一度の集い。なお、

第42回は開館日記念の講演会として開催された。

第38回 7月1日 森のこびとたち ササラダニの世界一

青木淳一 参加者34名

第39回 9月3日 フットママのひとりごと一特別展を

ふりかえって一広谷浩子参加者43名

第40回 11月4日 水のはなし一富士山の地下水を中心に一

長瀬和雄参加者34名

第41回 1月6日 小笠原のトンボ類の危機的現状一束

洋のガラパゴスでなにカfおこっているのか一

苅部治紀参加者34名

8. 3 ロボフ工スタ神奈川2001関連事業

平成 13年1月21日、当館において 「ロボフェスタ神奈

川200Uに連携し「県西地区かながわサイエンス・カーニ

パjレ」が実施されました。(主催神奈川県、手でものづく

り実行委員会)

1.県西中学生ロボット競技デモンストレーション

-67-

地震・地下水・温泉、私たちの飲み水は大丈夫?-Jと
題して長瀬和雄非常勤研究員が講演した。参加者は一般

88名、高校生21名、博物館関係者27名の合計 136名

であった。第40走にあたる 2回目は、平成 13年1月25

日「良いダニ・悪いダニ・ダニは可愛い!Jと題し、青
木淳一館長が講演した。一般56名、高校生 160名、博

物館関係者29名の合計245名の参加があった。

-また、この臼の午前中に"ミュージアム ・リレー"に毎

月参加している宮津学園の高校生との特別公開講座ぐワ

クワクゼミ>r地球博士 ・虫博士を困らせようjが組ま
れ、地球博士である漬田隆士先生及び虫博士の青木淳一

館長は、高校生からの質問攻めにあった。会場壁面には

高校生が作成した "ミュージアム・ リレー"のポスター

も展示され・高校生からみた"ミュージアム・リレー"

の様子が紹介された。

-この他、平成 12年10月24日夜から10月26日にかけて

は、"ミュージアム ・マラソン"と称した、 WESKAMS

関係者等による県タ何刑|多が実施された。福井県立博物館、

福井県立美術館、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館と復

元された町並み及び史跡、福井県立恐竜博物館、光記念

館(岐阜県高山市)へのパスツアーで、 39名が参加した。

第42回 3月20日 「自然誌(史)学を楽しむ~いま箱根

の自然は~J 参加者200名以上

基調講演

箱根火山の歴史(大涌谷自然科学館館長袴田和夫氏)

箱根の生きものたち(元強羅公園長 田代道弥氏)

事例講演

仙石原中学校の気象観測:仙石原中学校科学部

早川流域の自然:佐藤昭男(友の会)

箱根の植物群落:田中徳久

博物館周辺は菌類の宝の山:出川洋介

猿口増の真相は?:広谷浩子

アズマモグラとコウベモグラの対決?:山口佳秀

モリアオガエルのなぞ、新井一政

箱根の昆虫のニューフェイス:高桑正敏

県西地域の中学5校8チーム、中学生22人、教員 7人の

参加により、特別展示室において競技を実施した。 2人l

組、 8チームに分かれ、自作のロボットをフル稼働させ、

トーナメント方式で競技、優秀チームは以下のとおりであ

る。



(優秀チーム)

優勝中井町立中井中学校チーム

準優勝 小凹原市立橘中学校Aチーム

第3位小田原市立国府津中学校科学部Bチーム

2.ロボット競技デモンストレーション

エントランスホールにおいて、神奈川工科大学ロボット

工学研究部の協力を得て、 同研究部所有の全日本ロボッ ト

8. 4 館内施設等の総兄

相撲大会出場ロボット及びかわさきロボッ ト競技大会出場

ロボットによる競技デモンストレーションを計5回、各30

分程度実施、また、子供たちもその操作に挑戦した。

3.ロボット工作教室

城北工業高校生徒 11人の協力を得て、音に反応するロ

ボッ ト・キ ットを使用して講義室で行われた。参加者数は

41名である。

当館では利用者へのサービス充実のため、売庖 「ミュージアムショップJ、レストラン「フォーレ」、喫茶「あーすJの各
施設を外部からのテナントにより設置している。

8. 4. 1ミユージ‘アムショップ(1階)
"生涯学習施設としての博物館 "におけるミュージアム ・

ショップですので、扱う商品は、できるだけ展示内容と関

連した物を世界中から取り寄せている。例えば、 中国遼寧

省やアメリカ ・ユタ州の化石。アメジスト、水晶、メノウ

はブラジル。モルダバイトはチェコからなど展示物の秘め

たメッセージの伝わるグッズを販売している。また、特別

展に際しては、それぞれの展示コンセプトにあわせて特別

コナ を設置している。

新たに夜光模型キットコーナーを設置し、買う楽しみに

見る楽しみを加えて博物館の来館者が、その感動や驚きを

8. 4. 2 レストラン「フォーレJ(3階)
早川のせせらぎ、緑の山並みに固まれたロケーションの

博物館レストランは、見学による rt専物館疲労jを癒し、
感動や驚きの余韻を語り合う空間として重要であり、 利用

者サービスの一翼を担っている。

メニューは、サンドイツチなどの軽食から、ハンバーグ、

カレーライスなどの洋食、箱根そばをセットにした和食な

どを用意。またケーキ・メニューなども充実しており老若

男女に対応できる品揃えとなっている。

8. 4. 3 ともしびショップ「あーすJ(1階)
「ともしびショ ップ」は、障害者の社会参加の促進、就労

の場の確保の視点から、障害者の働ける場と して設置され

ており、県内では14居目にあたる。

ショッヅてでは、市内の入所施設 ・作業所等での自主製品

の販売及び喫茶を営業している。

今後も、利用者、館員、ショップ職員の交流会等の企画

を検討しながら、交流の輪を広げていく。

持ち帰り、また行ってみようと思って頂けるための空間づ

くりを実施。

また、博物館とショップスタッフとの定期ミーティング

を通して、博物館における ミュージアムショップの存在意

義の検討を行った。

その結果、当館学芸員の執筆による博物館刊行物の発行

や自然科学系書籍の充実、オリジナル商品の開発などの成

果をあげた。

利用状況は、日曜日、祝日、春・ 夏休み等、学校の休み

の日には利用者が多く混雑するが、夏季期間中にテラスの

部分を利用した野外席を用意し、混雑の緩和を図った。

今後は、博物館及び地域のレストランとしての特色をだ

すため、利用者のニーズを意識し、内容の充実と明るく雰

囲気の良いレストラ ンを目指してい く。
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田参考資料
1. 条例・規則

1. 1 神奈川県立の博物館条例

神奈川県立の博物館条例

昭和41年10月7日

条例第43号

(趣旨)

第l条 この条例は、神奈川県立の博物館の設置、管理等に関

レ12:.、要な条例を定めるものとする。

(設置)

第2条博物館、法(昭和26年法律第285号)に基づき、次ぎの

とおり神奈川県立の博物館(以下円字物館Jという。)を設置
する

名称 位置

神奈川県立横浜市中区

歴史博物館南仲通5丁

目印番地

目的

神奈川の文化及び歴史に関する

資料の収集、保管及び展示並び

に、これに関する調査研究、情

報提供等を行ない、県民の学習

活動を支援すること。

地球及び生命の営みに関する資

料の収集、保管及び展示並びに、

これに関する調査研究、情報提

供等を行ない、県民の学習活動

を支援すること。

神奈川県立小田原市入

生命の星 ・ 生日

地球博物館 499番地

(職員)

第3条博物館に、事務職員、技術職員その他の所要の職員を

置く。

(観間斗の納付)

第4条博物館に展示している博物館資料を観覧しようとする

者は、別表に定める額の観覧料を納めなければならない。た

だし、公開の施設に展示している1専物館資料の観覧について
はこの限りでない。

2 前項本文の規定にかかわらず、特別な企画の展覧会を開

催する場合の観覧料は、神奈川県教育委員会(以下 「教育

委員会」という。)がその都度定めることができる。

3 前2項の観覧料は、前納とする。

(観覧料の減免〉

第5条前条第l項本文及び第2項の規定にかかわらず、教育

委員会は、次の各号のいず、れかに該当する者については、観

覧料を減免することができる。

(1)教育委員会が開催する行事に参加する者

(2)教育課程に基づく教育活動として入館する児童及び生徒

の引率者

(3)その他教育委員会が適当と認めた者

(観閣寺の不還付)

第6条既に納付された観覧科は、還付しない。ただし、教育

委員会が災筈その他持別の事情により還付するのを適当と認

めたときは、この限りではない。

(資料の特別利用)

第7条博物館資料を学術上の研究のために特に利用しようと

する者は、教育委員会の承認を受けなければならない。

(利用上の制限)

第8条教育委員会は、博物館の利用者が次の各号のいずれか

に該当する場合は、その利用を制限することができる。

(1)この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

(2)他の利用者に著しく道搭をかけるおそれがあると認めるとき。

(3)掘量、博物館餅等を樹射るおそれがあると認めるとき。

(4)その他教育委員会が五、要と認めるとき。

(委任)

第9条 この条例に定めるもののほか、博物館の管理等に関し

必要な事項は、教育委員会規則で定める。

附員Ij(平成13年3月27日条例第32号)

この条例は、平成13年4月l日から脳子する

別表(第4条関係)

区分

神奈川県立 20歳以上の者

歴史博物館(学生を除く)

個 人 3)人以上の団体

l人につき l人につき

300円 250円

同20歳未満の者同

学生 200円

同

510円

同

150円

神奈川県立 20歳以上の者同

生命の星・ (学生を除く)

地球博物館 20歳未満の者同

学生

400円

300円 200円

備考l 学生とは、学校教育法(昭和22年法律第26号。 以下

「法」という。)第1条に規定する大学及び高等専門

学校、法第82条の2に規定する専修学校並びに法第

83条第1項に規定する各種斜交に在学する者をいう。

2 学齢に達しない者、 65歳以上の者並びに法第l条に規

定する小学校、中朝交、高等学ヰ交、中等教育制交、盲

学ヰ交、聾斜交及び養護朝交並びにこれらに準ずる教育

施設に在学するものは、無料とする。
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1. 2 神奈J11県立の↑鞠館組織規則

神奈川県立の博物館組織規制

昭和41年11月18日

教育委員会規則第10号

(趣旨)

第l条 この規則は、神奈川県立の↑字吻館のf封裁に関し~.、要な

事項を定めるものとする。

(部等の設置)

第2条神奈川県立の博物館に、次の部及び課を置く。

管理部

管理課

健課

企画情報部

企画普及課

情報謝司謀

学芸部

(管理課の事務)

第3条管理課においては、次の事務を分掌する。

(1)公印に関すること。

(2)文章の収受、発送、保存、閲覧等に関すること。

(3)個人悌Rの開示、訂正、是正等に関すること。
(4)人事に関すること。

(5 )財産の管理及び館内の秩序の市街寺に関すること。

(6)その他他部課の主管に属しないこと。

(*理課の事務)

第4条経理課においては、次の事務を分掌する。

(1)予算の京王理に関すること。

(2)観覧料の徴収に関すること。

(3)物品の調達及び漢助、に関すること。

(4)寄贈品の受納並びに寄託品の受納及び返納に関すること。

(企画普及課の事務)

第5条企画普及謀においては、次の事務を分掌する。

(1)博物館活動の企画及ひ調整に関すること。

(2)博物館活動の普及及び広報に関すること。

(3)博物館活動に関する講演会、講習会、研究会等の開催に

関すること。

(4)他の博物館その他教育、特有又は文化に関する施設、団

体等との連絡、協力及び情報の交換に関すること。

。育報資料課の事務)

第6条 神奈川県立歴史博物館の情報資料課においては、次の

事務を分掌する。

(1)人文科学等に関する図書等の収集、整理、保管及び閣覧

に関すること。

(2)博物査官情報システムの運用に関すること。

2 神奈川県立生命の星 ・地3羽専物館の情報資料課においては、

次の事務を分掌する。

(1)自然科学等に関する図書等の収集、整理、保管及ひ澗覧

に関すること。

(2)博物館情報システムの総合的企画及び調整並びに運用に

関すること。

(学芸部の事務)

第7条 学芸部においては、次の事務を分掌する。

(1)博物館資料の収集、製作、整理、保管、展示、解説及び

指導に関すること。

(2)博物館資料の専門的及的姉的な調査研究に関すること。

(劃壬)

第8条 この規則の描樹託子に関し必必、要な事項は、神奈

員会教育長が定める。

附則 (平成13年3月20日教育委員会規則第5号)

この規則は、平成13年4月1日から樹子する。

1. 3神奈川県立の博物館の利用等に関する規則

神奈川県立の博物館の利用等に関する規則

昭和41年11月18日

教育委員会規則第9号

(趣旨)

第1条 この規則は、神奈川県立の博物館の利用に関レ必要な

事項を定めるものとする。

(権限の委任)

第2条次に揚げる神奈川県教育委員会の権限は、神奈川県教

育委員会教育長 (以下「教育長Jという。)に委任する。
(1)神奈川県立の博物館条例 (昭和41年神奈川県条例第43

号。以下「条例」という。)第4条第2項の規定により観覧

料を定めること。

(2)条例第5条の規定により観覧料を減免すること。

(3)条例第6条ただし書の規定によ り観覧料の還付を認める

こと。

(4)条例第7条の規定により利用を承認すること。

(5 )条例第8条の規定により利用を制限すること。

(休館日等)

第3条神奈川県立歴史博物館及び神奈川県立生命の星 ・地球

博物館(以下「博物館jという。)の休館日は、次のとおり

とする。

(1)月曜日(国民の祝日に関する法律(昭和23年語講第178

号)に規定する休日 (以下 「国民の祝日等jという。)に当

たるときを除く。)

(2)国民の祝日等の翌日 (土曜日、日曜日又は国民の祝日等

に当たるときを除く。)

(3) 12月28日から翌年l月4日まで
(4)その他教育長が定める日

2 前項の規定にかかわらず、教育長は、必要があると認める

ときは、臨時に↑寧吻館を閉館することができる。
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(離宮時間等)

第4条開館時間は、次のとおりとする。

名称、 開館時 間

神奈川県立午後9時30分から午後5時まで。ただし、午

歴史博物館後4時30分以降は入館することができない。

神奈川県立 午後9時から午後4時30分まで。ただし、

生命の星・ 午後4時以降は入館することができない。

地球博物館

2 前項の規定にかかわらず、教育長は、必要があると認める

ときは、これを変更することができる。

(観期ヰの交付)

第6条観覧料の減免を受けようとする者は、あらかじめ、観

間ヰ減免申請書を教育長に提出し、観間iヰ減免承認書の交付

を受けなければならない。

(観覧料の還付申請)

第7条観閣外の還付を受けようとする者は、観覧相量付申請

書に観覧券を添えて教育長に提出し、観間斗還付承認書の交

付を受けなければならない。

(資料の特別利用)

第8条条例第7条の規定により博物館資料の特別利用の承認

を受けようとする者は、特別利用承認申請書を教育長に提出

し、特別利用承認書の交付を受けなければならない。

(利用の方法)

第9条博腕官を利用する者は、博物館の管珪七必要な事項を

守り、1頗の指示に従わなければならない。
(資料の館外貸出し)

第10条次に揚げる者は、教育長の承認を受けて博物館翻初

館外貸出しを受けることができる。

(1)国立の博物館、博物館法 (昭和26年法律第285号)第2

条l項に規定する博物館及び同法第29条の規定により文部

科学大臣の指定した博物館に相当する施設

(2)社会教育、法(昭和42年法律第207号)第21条に規定す

る公贈官

(3)国立の図書館及び国書館法(昭和25年法律第118号)第

2条1項に規定する図書館

(4)学校教育法(昭和22年法律第26号)第l条に規定する

学校。

(5)その他教育長が適当と認めるもの。

2 前項の規定を受けようとするものは、館外貸出承認申請書

を教育長に提出し、館外貸出承認書の交付を受けなければな

らない。

(館外貸出の期間)

第11条博物館資料の館外貸出の野期間は、 30日以内とする。

ただし、教育長は、特に必要があると認めるときは、これを

延長することができる。

2 前項の館外貸出しの期間は、博物館が当該博物館資料をヲ|

き渡した日から起算してその返還を受ける日までの日数によ

り算定するものとする。

3 教育長は、館務の都合により必要があるときは、博物館資

料の館外貸出しの期間中で、あっても、当該博物館資料の返還

を求めることができる。
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(館外貸出しをした資料の利用方法)

第四条博物館資料の館外貸出しを受けたものは、 当該博物館

資料を、承認を受けた利用の目的又は場所以外の目的又は場

所で、利用してはならない。

(資料滅失等の届出)

第13条博物館資料の館外貸出しを受けたものは、当該1字吻館
資料を滅失し、又は損傷したときは、直ちに資料滅失(損傷)

届出書を教育長に提出しなければならない。

(寄託を受けた資料の利用の制限)

第14条寄託を受けた博物館謝申コ館外展示及び館外貸出しは、

寄託者の承諾がある場合のほかは、行なうことができない。

(劃壬)

第15条 この規則の方制子に関し~.、要な事項は、教育長が定める。

附則 (平成12年12月15日教育委員会規則第25号)

この規則は、平成13年1月6日から脳子する。

1. 4神奈J11県博物館協議会規則

神奈川県博物館協議会規則

昭和41年11月18日

教育委員会規則第11号

値旨)

第l条 この規則は、神奈川県博物館協議会の組織及ぴ、運営に

関し~.、要な事項を定めるものとする。

(会長及び副会長)

第2条神奈川県博物館協議会(以下「協議会jという。)に、

会長及び副会長を置く。

2 会長及び副会長は、委員の互選とする。

3 会長は協議会を主宰し、会務を総理する。

4 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が

欠けたときは、その職務を代理する。

(召集)

第3条協議会の会議は、会長が百集する。

(議事)

第4条協議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開く

ことカfできない。

2 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数

のときは、会長の決するところによる。

3 前項の場合において、会長は、委員として議決に加わるこ

とができない。

(庶務)

第5条協議会の庶務は、神奈川県立歴史博物館において処理

する。

(委任)

第6条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関レ1l、

要な事項は、会長が協議会に図って定める。

附則 (平成6年12月27日教育委員会規則第26号)

この規則は、平成7年1月l日から樹子する。
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平成12年度入館者状況

有料入館者 無料入館者 特別展示室の入場者数

開 個 人 団 体 ~I ヨ1 1日 有料

月 館 同左 同左
小計① 園児 小学生 中学生 高校生 65歳以上 陣容者 その他 小計②

合計 平均 前年比 個人 合計

未成年 未成年 未成年 未成
小計 無料

日 成年 特震 学生 特展 成年 学生 成年 学生 ①+② (人)
成年 年学

のみ のみ 生

4月 25日 7，864 。211 。534 34 4 。、8，647 1，068 8，366 1，223 1，774 3，187 542 2，016 18，176 26，823 1，073 。。。7，926 7，926 
5月 27日 7，773 。283 01 1，001 。 。9，058 1，451 11，078 1，547 655 2，947 452 1，563 19，693 28，751 1，065 。。。5，235 5，235 
6月 24日 6，452 。119 01 1，294 。 3 。7，868 1，054 4，825 1.686 880 3，152 634 1，203 13，434 21，302 888 。。。 。 。
7月 25 B 6，895 217 214 6 812 51 7 。8，202 2，611 6，781 982 245 2，308 899 1，358 15，184 23，386 935 2，327 123 2，450 8，430 10，880 

8月 27日 15，837 665 557 22 446 74 18 11 17，620 3，803 9，037 2，524 979 3，167 761 786 21，057 38，677 1，432 7，024 193 7，217 13，936 21，153 

9月 26日 7，311 41 398 911 58 5 。8，725 1，335 4，682 763 376 2，657 768 784 11，365 20，090 773 270 12 282 1，993 2，275 

10月 26日 6，446 。171 01 1，019 117 2 。7，755 1，299 12，399 413 624 3，277 1，087 2，565 21，664 29，419 1，132 。。。8，756 8，756 
11月 25日 5，958 。222 01 2，609 。 。8.790 1，334 6，206 722 813 4，007 714 1，589 15，385 24，175 967 。。。1，649 1，649 
12月 22日 3，725 。178 。504 20 。 4.428 630 1，119 749 72 1，916 332 403 5，221 9，649 439 。。。 。 。
1月 24日 5，054 。126 。300 18 12 。5，510 1，111 1，530 452 240 1，443 161 367 5，304 10，814 451 。。。 。 。
2月 24日 6，247 662 217 32 600 。 2 。7，760 1，923 1，967 513 140 2，250 422 322 7，537 15，297 637 2，805 74 2，879 4，122 7，001 

3月 26日 8，674 828 485 62 504 22 13 31 10，591 2，122 4，154 660 369 2，982 512 393 11，192 21，783 838 4，475 187 4，662 7，521 12，183 

合計 #岸田」日8，236 2，413 3，181 123 10，534 394 68 51104，954 19，741 72，144 12，234 7，167 33，293 7，284 13，349 165，212 270，166 898 6，901 589 17，490 59，568 77，058 

-
J
U
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<特別展示室利用状況>

「開かれた御物館をめざしてJ※観賞料無料

会期 12.3.18-12.5.14

『サルがいて、ヒトがいてJ

会期:12.7.15-12.9.3

「切手で鱈る魚類の世界」※観覧料無料

会期:12.9.23-12.11.5 

fふしぎ大陸南極屡』

会期 13.2.10-13.4.8

平成12年7月25日(火) 3，110人

平成13年 2月 6日(火 113人

-入館者最高

・入館者最低

平成 7年5月4日(祝) 6，152人

平成10年1月15日(祝 94人

-入館者最高

・入館者最低
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平成 12年度通常入館者以外の施設利用者等一覧表(様式)

月

4月

5月
6月
7月
8月
9月

10月

1 1月
12月
1月
2月
3月

dEb3 • 言十

人 宣冒 者 施 言受 不IJ 用

有料 無料 IJ¥8十 企画展 伊イブフリー 講演会 講座 友の会
8.647 18.176 26.823 7，926 12，020 O 322 40 

9，058 19.693 28，751 5，235 12，753 。 432 20 

7，868 13，434 21，302 O 10.103 。 385 O 
8，202 15，184 23，386 O 11.008 O 394 423 

17.620 21，057 38.677 O 17，611 92 380 839 

8，725 11，365 20，090 O 10，567 30 280 24 

7，755 21，664 29，419 8，756 13，314 O 555 53 

8，790 15，385 24，175 1，649 8，890 O 543 O 
4，428 5，221 9，649 O 3，863 O 309 O 
5，510 5，304 10.814 O 4，626 O 205 71 

7.760 7，537 15，297 O 5，736 O 456 20 

10，591 11.192 21.783 O 7，256 74 251 20 

104，954 165，212 270.166 23，566 117，747 196 4.190 1.510 

l※その他の伊}二口ボフェスタなど会場提供、風と土のサロン、学会。 I
<内訳>
日にち 事業・講座名 参加人数 日にち 事業・講座名
5月14日土壌動物学会 156名 1月 6日サロン・ド小田原
7月 1日サロン・ド小田原 34名 1月21日ロボフェスタ
8月 5日 「霊長類の行動変化J 38名 講演会 1月25日神奈川県西部地域ミュージアム
8月23日神奈川県西部地域ミュージアム 136名 3月17日南極大陸の自然を探る
8月26日 「野生動物との共存についてJ 54名 講演会 3月20日サロン・ド小田原
9月 3日サロン・ド小田原 43名 3月27日第2田博物館協議会
9月29日楽しい切手コレクション 30名 講演会
10月 9日 日本魚類学会 422名 企画展 開かれた博物館を百指して
11月 4日 サロン・ド小田原 34名 切手で語る魚類の世界
11月30日 第1回博物館協議会 22名
く記入上の注意>
「友の会」はあくまでも友の会主催事業のものとする。例えば、友の会との共催講座は「共催」に含める。
研修・実習については、無料券発券存伴わないものに限る。(個人など)
講座には、ボランティア体験講座、友の会共催事業含む。

研修・実習 その他 小計
合計

O O 20.308 47，131 

O 156 18，596 47.347 

O O 10，488 31.790 

O 34 11，859 35，245 

O 136 19，058 57，735 

O 43 10.944 31，034 

O 422 23，100 52，519 

O 56 11.1 38 35，313 。 O 4.172 13，821 

O 1，153 6.055 16.869 

O O 6，212 21，509 

O 229 7.830 29，613 

O 2，229 149.438 419，604 

参加人数
34名
874名
245名
74名 講演会
約200名 (6周年記念講演)
29名

4月7，926人、 5月5，235人

10月8，756人、 11月1，649人

参加人数については、実際参加した人数の延べ人数で出してもらう。例えば3日間の講座で各自40人集まれば120人となる。



2. 2入館者の月間変化グラフ

50000 
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30000 

20000 

10000 。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一・.. 11年度
一ー-12年度

2. 3入館者内訳

その他
9.9% 

高校生
2.7% 

中学生
4.5% 

32.7% 

団体成年
(学生除く)
.3.9% 

無料入
者

2. 4特別展入館者状況

回数
個人(有料)

展示名 期間 20以上 20歳未満 小計 無料 合計

(学生を除く) 学生
サルがいて、ヒトがいて 12.7.15......12.9.3 43 9，621 328 9.949 22，967 32，916 
ふしぎ大陸南極展 13.2.10......13.4.8 42 7，280 261 7，541 11，643 19，184 

d-
ワ
t



3.日誌抄

年月日

平成 12年

4月 1日 人事異動

出来事 年月日

9月24日

出来事

企画展関連講演会「楽しい切手コレクション」

2000年度日本魚類学会年会3月 18日~
5月14日

5月 13日~
5月 14日

6月 2臼~

6月 8日

7月 15日~

活動報告展「開かれた博物館をめざしてJ開催

10月 6日~
10月9日

10月 15日~

12月38
10月19日

200万人達成記念展示(写真コンテスト応募作

品)

9月 3日

8月 5包

8月 68

8月 26日

9月23日~

11月 5日

日本土犠動物学会第 23回大会

資料煉蒸

特別展「サルがいて、ヒトがいて』開催

特別展関連講演会「霊長類の行動進化』

入館者200万人達成(1.613日目)

特別展関連講演会

「野生動物との共存について」

企画展「切手で語る魚類の世界」開催

4.シンボルマーク・ロゴタイプ

11月30日

平成 13年

1月21日

2月 15日

2月10日~
4月8日

3月 17日

3月20日

3月 27日

防災訓練(第 1回)

平成 12年度第 1回博物館協議会

県西地区神奈川サイエンス・カーニバル開催

防災訓練(第2回)

特別展『ふしぎ大陸南極展J開催

特別展関連講演「南極大陸の自然を探る』

6周年記念講演会「自然誌(史)学を楽しむ

~いま箱根の自然は-J
第2回博物館協議会及び協議会廃止

博物館活動を展開していく上で、利用者に対して望ましいイメージを効率的に伝え、県民に親しんでいただく為に、シン

ボルマーク・ロゴタイプを制定。

刊行物、封筒、ミュージアムグッズ等に利用。

4. 1 シンボルマーク

@ 
o 8打1円1

o 25mm o 20mm 

〔説明〕

生命の根源 (DNA)を表すスパイラルをイメージして

いる。

スパイラルとは「時の流れJを表すものであり、脈々と
して地球の営み、生命の進化の足跡をたどるものであり、

また同時に、「我が銀河系」地球とそこに生きるものすべて

が属している宇宙の形をシンボル化している O

4. 2 ロゴタイプ

神奈川県立生命の星・地球博物館

-75 -

Kanagawa Prefectural Museum of Natural History 

〔説明〕

視覚的、感覚的に訴求する力が強く、他との区別化を図

るシンボルマークとの調和を保ち、ニュートラルで読みや

すいものとした。



5. 施設概要

5. 1 土地・建物

〔土姻筑劃

本 館

所在地 小田原市入生田499番地

敷地面積 22，514.90rrf 
地 目 宅地

用 途 無指定(一部住居地掛

建ペb嘩 70% (住居60%)

容積率 400% (住居200%)

現 況 国道一号線と早川とにはさま

れ、自然凍境に恵まれた位置

時拷減配

本 館

f薄 造 鉄骨移菰コンクリート造り
規 模 地下1階地上4階建て

建築面積 8，165rrf 
延床面積 19，020rrf 

(地下駐車場 4，800lTI官む)
最高高さ 23. 25m 

〔割朝リ面積

面積 主

連絡橋EV棟

153.6rrf 

宅地

住居地域

60% 

200% 

連絡橋EV棟

鉄筋コンクリート造り

地上2階建て

3 1 rrf 

44 rrf 

要 室

地下1階 5， 852rrf 駐車場、機械室等
エントランスホール

ミュージアムシアター

曜物仕上町(本館)

外部仕上げ

屋根 (勾配屋根)カフースァンレス

G握樹アスフアノレト防水下地抑えコンクリート
外壁 御影石ジェットバーナー仕上げ、二丁掛け磁器質タイル及

びカラーアルミタイル張り

建具 カラーアルミサッシ、ステシレスサッシ、スチーノレサッシ

内部仕上げ(主な箇所のみ)

エントランスホール

床 御影石ジェット川一ナー仕上げパターン張り

壁 大理石本磨き及びカラーアノレミノ守、ル張り

天井 カラーアノレミ吸音ノミネノレ

展示室

床 カ.........，...::ットタイ凡数

壁 PB下封乞ガラスクロスEP

天井 メッシュ天井

シアター

床 カ.........，...::ットタイ川敬

壁 銘オ謙付けCL及ひ靖孔ケイカル板張り

天井 鰍討議化石膏ボード貼り

収蔵庫

床 コンクリート金ゴテ下地エポキシ樹脂塗り

壁 コンクリート下増大きつけコート

天井 デ‘ッキプレートOP

1 階 7，427rrf 
常設展示室、糊IJ展示室、収蔵庫、 取計 ・施工]c本館)
講義室等 設計

2 階 2，166rrf 
ミュージアムフイブ、フリー

事務部門等

建築 併掴設計

設備 腕掴設計

常設展示室 展示 附丹膏宇土

3 階 3，017rrf ジャンボブ‘ック展示室 造成 中野設計工務株式封土

レストラン、 実習実験室等 施工監理

4 階 506rrf 機械室等 建築 併涯「設計

塔 屋 52 rrf 設備 側室設計

i口k 計 19，020rrf 展示 脚本キヰ学鰍振興財団

造成 中里子設計工務株式会社

開溺リ面積(本館)
施工

建築 清水・小田急・髄亙・ 田中特定建設工事]V
エントランススペース 984rrf 電気 東芝プラント・安部・精子特定建設工事]V

展示スペース 5，075rrf 
空調 トーヨコ理研・ナミレイ・新陽特定建設工事]V
衛生 ダイセツ ・トウカイ特定建設工事]V

学習スペース 846rrf 開~機 閥目立製僧ヲ『
展示 附丹青社

収蔵スペース 1，433rrf 造成 附杉山組 ・附若榊且・箱根建都伝桧社・糊口麟且

側吉沢組 ・日本鋼管工事株式会社・糊 k山組
研究スペース 804rrf 外構 土谷建設株式会社、附菊原建設

管理 ・その他 5， 078rrf 
植栽 影時加藤造園 ・例鍛搭造問・栄立造園土木・縁栄造園土木特

定建設工事]V

地下駐車場 4， 800rrf 

iロb、 計 19，020rrf 

工事期間

建築工事|平成持問0日~平成6iF12 J3 20日
展示エ事 平成4年 10月10日~平成7年3月1日

G藍絡橋昇降機閲
読十・施工 |中堅獄計工務株式会社

建築 |内田建設株式会社

電気 |榊際社

昇降機 |日本オ」チスエレベータ「税と式会社

-76一



5. 2設備

5. 2. 1 →宣設備

〔電気設備〕

受配電設備 受電電圧 3相3線式 6.6kV 50Hz 
変圧器容量 2，375kVA (乾式モールドヲ杉)
樹日コンデンサー 327kv訂
高圧母親 5系統

倒王幹線 98系統

自家発電設備 原観職 ガスタービンエンジン

3ωPS(48，738rpm) 
発電機 プラシなし交流発電機

3∞kVA PfO.8 (1，5∞rpn合
起動方式直流電窓磯起殻武

蓄電池設備 種類 シール形ポケット式アルカリ電池

公称電圧 103.2V(86セル)

容量 3印Ah (5時間率)

用途 受賞日電機器操作用、非常灯用

雷撤備 交換機 デジタル交換機

局線容量 72回線( 50回線実装)

内線容量 240回線 (150回線実劃

電気時計設備 親時計 水晶発援式(出力2因縁。
子時計 アナログ式29台

デ、ジタル式 5台

ソーラー時計1台

駐車場管理設備 地下駐車場の満・空車表示1式

その他 身障者警報呼出表示装置、避雷針殻備

インターホン設備、テレビ共聴設備

〔空調設備]

空調方式 中央式 定風草 (CAV)単一ダクト方式

中央式 各階ゾーンユニット方式+2管式
FCユニット併用方式

ノfッケージ式個別空調方式(特殊用途富

繋鯨機器 ガス吸収冷温水機 200RT 3台

空調機等 ユニット型空調機 16台
ファンコイノレユニット 53台
ピノレマルチエアコン 37台
パッケージエアコン 7組

換気設備 第1種及び策3種 給気ファン 7台
排気ファン 44台

自動市H卸設備 中央監視装置1式
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[鼎割幾設備〕

1号機 乗用懐望用車荷子仕藤) B1， 1，2， 3F停止
13人乗り 45m/min (電動劫

2号機 乗用(輯奇子仕掛 B1，1，3F停止 11人乗り
6伽vmin (油庄司

3号機 乗用(輯軒仕掛 1，3F停止 11人乗り
6伽vmin (油圧王り

4号機 荷物用 1，2，3F停止 3，∞OKg
3伽削n (油圧王り

連絡橋 乗用(輯軒仕掛 1，2F停止 11人乗り
45m/min (油圧均

エスカレーダー (1200形、輯奇子兼用) 1-3F 
3伽vmin (電動向

伊方災設備〕

自動火災離日設備

受信機 P型1級

防災連動指胸躍

索頃歎自器、煙感知器

消火設備

屋内消火栓 40箇所
屋内消火ポンプユニット 140 ・/min 1台

皆料消火栓 6箇所

屋タト十両火ポンプユニット 7∞ ・/min 1台
泡消火設備(地下1階駐車場)

薬材量 600' 
泡ヘッド 696個
泡消火ポンプユニット 1，120 ・/min 1台
移動式粉末消火器駐車朝団 9台

漸古制t設備(地下1際日分) ヘッド数 12個
誘導灯設備鎚灘口、通路、階段 166台
ガス樹1箸報器検知器12個受樹幾 1台

非常用 ・業務用放送設備(非常用電源内劇

電カ場中融苦 3ωW 2台
電力増幅器 120W 2台
スピーカー 232個

倣酸備

槻轍傭下系紛 15，800 ・/h 1台
搬搬(一般深紛 38，∞0 ・/h ~台
ITV設備

本館監視用

固定カメラ 8台

可動カメラ 8台

モニターテレビ 14型4台X2箇所
連絡橋エレベーター監視用

固定カメラ 3台

モニタ}テレビ 14型3台X2箇所

70回線
40回線
1式

〔その他の設備]

自動扉設備

8台エントランスホール等の出入口に設置8台

自動散水設備(人工地盤描栽部分の潅水用)

東側前庭 8系統
3階テラス 1 1系統

カスケード設備(人工衛

間口 24m、高さ 3m、水量 2.5m3/min、照明付き
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5. 2. 2研究設備

〔大型標本製作劃

品名

ロックトリマー(岩石粉砕機〉

ジョークテyシャー(岩石粉精機

大型岩石カッター(自動送り)

中型岩石カッター

IJ型岩石カッター

披盤

ボール盤

超音波謝特苦

ふるい震とう器

岩石穆曙回転台

〔標本樹園

品名 型番メーカー数量

マイクロカッター MC-201 マノレトー l台

遊星ポット型ボーノレミル LA-P04 伊藤製栴折 l台

自動メノウ現鉢 日本地科学社 1台

撮影装置付き偏光顕微鏡 Optiphoぬ2-POL ニコン 1式

撮影装置イ寸き双眼実体顕微鏡 SZH-lO オリンパス l台

プレパラップ倍石薄片作成装置 MG-300 マノレトー l台

プラノポ-Jレ(精密湾暗台 Planopol-Y Struers 台

ディスコプラシ倍石切断研磨装骨Discoplan-'百 Struers 式

エオfパック(岩石試来榊成用真空装畳 Epovac Struers 式

真空装置 G-50S他 真空機工他 I式

自動染色装置 DRS-uOl サクラ欄苦 l台
ミクロトーム T五1340 ツアイス社 l台

荷聾博暗号 FGS-50V-L日本電産ン/ポ l式

デジタノレフォースグ-:，? FGX一問。 日本電産ンシ吠 l台
カルチャークーノレイシペキュベータ CCI-uOOS iu巴hi 台

透過型ノマルスキー式撤分干渉覇蹴 BX別 3ーDICオリンパス
1.g. 口

{百羽差顕微鏡 BX-5沿す3-PHDオリンパス 1台

車規輔菌器 DS-4卯 iuchi 台

型番 メーカー 数量

IWAMOTO 1台

2∞2-EX吉田製作所 l台
SC-14 ニチカ l台

MC-ω2 "yJレト 1台

MC-l∞ マノレト 1台
F臼50A TOYOAS 1台

EF-40 Y AMAMOTO 1台

B-u2 Brainson 台
NVS-20 Cふ1.T.Co.L1D1台

RP-5 マノレトー l台

〔化学分析劃

品名 型番 メーカー 数量

精密ヌ評 RC210P Sartorius 台

化学天秤 Laboratory LC4200S Sartorius 台

免震台 2台

全自郵藤留水製造装置 GSR-2∞ Advantec 台
ピードサンプラー(全岩分析用資料令制紛 NT-2100 東京科学

1式

ピストンシリンダー型高圧発生装置 A1型 トライエンジニアリング

l式

マッフノレ炉

乾鵡機(DryOven) 

超音波耐争機

エアコンブUッサー

電気泳巌髄置

凍結乾操機

限外諸過器

HPL<現置

吸光光度計

ディープフリーザー

アルミブ、ロック恒温槽

オートクレープ

ポータブノレクリーンベンチ

sτ'R-l1K ISUZU製作所 l台
ANS-111S ISUZU製作新 l台

UIち3N SHARP 台

PA800S 日立製作所 1台

Bio-Rad他 l式

VD-31他 TAlTEC他 1式

XX80 恥1ILLIPO肥 1台

PU--980他 日本分吐 1式

MPR・4Ai TOSOH 1台

BFH-110 Ta凶 ESPEC白 .1台

DTU-lB T AlTEC 台

トミー精巧 l台

APC4型 juchi 台

〔寺球扮析劃

品名 型番 メーカー 数量

蛍光刻秘主析装置 XRF-1500 島津製作新 l式
制斗固結装置(BriquettingMchine) MP-35 島津製作所 l台
走査型電子顕微鏡 jSM-5410LY 日本電子 1式
金蒸着装置 ]FC-1200 日本電子 l台

臨界点乾操装置 jCPIr5 日本電子 1台

〔写真由

品名

撮影装置付き偏光顕微鏡

駒鳴非破壊検査装置

中~.出メラ
暗室用具

カラー撮影用照明

マクロ撮影装置

偏光顕微鏡

型番 メーカー 数量

句 tiphoto2-POL ニコン 1式

CMB-2 ソフテックス l台

Mamiya RB67 "yミヤ 1式

1式

broncolor 1品位 2台

一オリンパス 1式

l式

〔化石ラボ〕

品名 型番メーカー数量

コンフUッサー 1.5p--9.5v5 50Hz 日立製作所 1台

サンドプラスター CHー40∞ WULSUG 台
エアスクライパー(tj型自脂蜘 C円 361出 ca伊 Pneumatic 2台

エアスクライパー(イ型自1出掛 MST30+ KT00226 台

デンティストドリ/レ Sverita1 2台

実体顕微鏡 SMZ-2B ニコン 2台

集塵機 VF-5 AMANO 2台

〔学芸部〕

品名 型番 メーカー

F70/F90 ニコン
UV-N益dωr ニコン

Mavica ソニー

SMZ-lOA ニコン

数量

一眼レフカメラ

紫外線撮影用レンズ

デジタルカメラ

実体顕微鏡およt湘面装置セット

2台

1台

l台

2式

Optical fiber light source ニコン 2台

テレメトリー受信機 RX900 TELEVlL T 式

夜間暗視スコープ Mー944 Litton Electron Devices 1式
双眼実体顕微鏡 l式

〔実習実験劃

品名 型番 メーカー 数量

実習・研究用生物顕微鏡 CHT オリンパス 15台

偏光顕微鏡 Optiphoto-POL ニコン l台

1:"デ、オマイクロスコープ V恥1S-70 SCALAR 1台

実習用実体顕微鏡 SZ40 オリンパス 22台

透過型落射光顕微鏡 BX60F オリンノ号ス I台

〔その他収蔵劇

品名 型番メーカー数量

水中撮影写真機材 ニコン/アンティス 1式

電気炉 MAX1200"C 石塚電気製作所 l台

電気炉 MAXl500
0
C 石塚電気製僧芳 1台

ボルトスライダー(トランス)S-260-20 (2∞v) Yamabishi Elecωric 
1.g. ロ

ボルトスライダー(トランス)S-260-50αOOv) Yarnabishi Ele氾toric

1台

パワーコントローラー 石塚電気製作所 l式

パワーコントローラー MODEL-SU チノー l式

ロックトリマー(改 A IWAMαTO 1台

nδ 
円

i



5. 3 面積表

〔エントランススペース〕 〔収蔵スペース〕

室 名 面積 (m) 室 名 面積 (m)
エントランスホール 782 収蔵庫1 1， 260 
(救護富 (1 5) 収蔵庫2 77 

〈幼児畠 (I 3) 被浸標湘収蔵庫 96 

(ミュ→l7Aショップ) (26) 計 1， 433 
(ともしびショッフヲ (35) 

(ロッカ一宮 (1 7) 〔管理スペース〕
カフェテリア 202 室 名 面積 (m)

計 984 館長室 47 

第1会議室 42 
[展示スペース〕 第2会議室 42 
室 名 面積 (m) 管理師事務室 91 

ミュージアムシアター 467 信l蹄長邑 (1 3) 

1階給合展示室 2， 348 企画情報部事務室 83 

(ラボラトリー) (32) 給合案内員室 34 
3階総合展示室 1， 245 学習指導員室 49 
(コンピュータ}萄 (93) 学習情報室 39 
ジャンボブック展示室 581 電話交換室 13 
備語草笛 (45) 更衣室 1 3 
槻 IJ展示室 434 警備員室 29 
(準備室1) (74) (簡易宿泊畠 (14) 
(準備室2) (44) 友の会事務室 21 

計
1-.  
5， 075 湯沸室 1 1 

清緋業室 24 

〔学習スペース〕 中央監視重 29 

室 名 面積 (m) 機械室・電気室等 1， 824 

講義室 306 倉庫 119 

信館市控重9 (16) トイレ 332 

実習実験室 139 荷解室 70 

ミュ→/7，ムライアラト 281 そ叫也偲E下、階段等) 2， 166 

書庫 120 
L一一一一一一

計 5， 078 

計 846 
〔地下駐車場〕

開究スペース〕 室 名 面積 (m)

室 名 面積 (m) 地下駐車場 4， 800 

学芸員室 246 債務員控萄 (32) 

共同研究室 39 (トイレ) (59) 

詩ド扮析室 74 (機械富 (34) 

化学分析室 44 計 4， 800 

日昨天秤霊訪 (5) 

(クリーンノLーム) 12 ※カッコ内の数字は内数
(クリ}ンノレーム) 8 

標本製作室 173 
くλ尋漣 1 1 
乾燥室 9 
昆虫標本製作室 1 7 

l本臨稲積 19， 020ni 

冷凍乾燥室 39 
大型携本製作室 72 
薬品処週室 13 

|踊EV棟 44nf 

薬品庫 1 3 
写場 18 

|総延床繭 19，064nf 

暗室 1 6 

l 一一 言十 804 
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5. 4 配置図・平面図

|配置図|
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6.利用案内

開館時間 9 : 00 ~ 16 : 30 (入館は 16: 00)まで

休館日 月曜日(祝日、振替休日は開館)

祝日の翌日(火・土・日曜日にあたるときは開館)

館内整備点検の日

(偶数月の第3木曜日、但し8月は除く)

12 月 28 日 ~1 月 4 日

観覧料

区分 個人 団体

20歳以上

(学生を除く)
510円 400円

20歳未満
300円

または学生
200円

局校生以下

および65歳以上
無料

。交通

東名高速道蹟

神奈川県立大
生命の星・地球1尊物館

ミュージアムシアター上映時間

定時間帯に館の基本テーマ 「生命の星・地球jのガイダ

ンス映像や、観客参加型のイ ンタラクテイブ映像を、 200

インチのハイビジョンで上映。

タイトル 第1回 第2回

生命の星・地球 9 : 30 ~ 14 : 00 ~ 

奇跡の旅立ち 9 :45 14: 15 

生命の星・地球 10: 30 ~ 15 : 00 ~ 

生命の輪舞 10: 45 15: 15 

インタラクティブクイズ 11 : 30 ~ 13 : 00 ~ 

怪人ネイチャーランドの挑戦 11 : 15 13: 20 

学校の春休み、夏休み及び5月の連休期間には、 以下のス

ケジ‘ュールで上映をいたします。

タイトル 第1回 第2回 第3回

生命の星・地球 9 : 30 ~ 14: 30 ~ 

奇跡の旅立ち 9 :45 14: 45 

生命の星・地球 10: 30 ~ 15: 30 ~ 

生命の輪舞 10: 45 15: 45 

インタフクァィブクイズ 11 : 30 ~ 12: 30 ~ 13: 30 ~ 
怪人ネイチャーランド

11 : 15 12: 50 13: 50 I 
の挑戦

。神奈川県立生命の星 ・地球博物館

所在地:〒250-0031 神奈川県小田原市入生田499

T E L (0465)21 -1515 

FAX (0465)23 -8846 

http://www.city.octawara.kanagawa.jp/museum./g.html 

つdoo 
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